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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　第一章　黒剣と盗賊










　　　１









　黒水川ブラツクウオーターのおもてにぽつぽつと波紋が生まれ、ざあっと音を立てて雨が落ちてきた。

　ついてないな──。ジントは薄汚れた街並みの上に分厚く垂れ込める雨雲を見上げて顔をしかめ、外套クロークのフードを目深に下ろした。

　蝋ろうを引いた外套の表面を伝う水が、革のブーツの足元に溜たまり、門の下へと流れ落ちていく。崩れた門の上にじっとうずくまるジントの姿に目を留とめた者がいたとしたら、魔ま除よけの鬼面像ガーゴイルのように見えただろう。

　しかし、見下ろす街道を行く人は誰もいない。雨中を渡る鴉からすの声が、ときおり頭上を行き過ぎるだけだ。

　と、背後に気配が生じ、剣けん呑のんな囁ささやき声が降ってきた。

「おいチビ。ちゃんと見張ってンだろうな」

　いつの間にか背後に現れたのは、ぎらついた目の若い男である。ジントと同じような目立たない外套の下に革鎧よろいを着込み、腰には大振りの短剣を差している。名をフリックという。ジントより二つ三つ年上の盗賊だ。

「見張ってるよ。猫の子一匹通りゃしない」

「本当かァ？　寝てたんじゃねえだろうな。見逃してたらタダじゃおかねえぞ」

　苛いらついた声と共に、背中を蹴けられる。

「寝てないって。こんなところで寝たら鴉からすの餌えさだ」

「ああ？　生意気言ってんじゃねえぞコラ」

　フリックはジントの頭を小突いて凄すごむ。

「おまえみてえなチビの半端者が大事な仕事を任せられてんだ、ありがてえと思え」

　──何が大事な仕事だ。

　そう思いつつも、ジントは言い返さなかった。

　ジントが下っ端を務める盗賊ギルド〈兄弟団〉は、川沿いの街スナガラを支配している。

　かつては川漁と交易で栄えたスナガラだが、二十年前に上流で黒死蛇バジリスクが退治された際、その死し骸がいが川に落ちたため命運が尽きた。川魚はことごとく死に絶え、毒水を浴びた漁師も荷役船の船乗りも黒く腐って死んだ。ジントの生まれる五年前の話だ。

　水が使えなくなっては交易も成り立たない。住人が逃げ去ったスナガラには、やがて悪漢たちが住み着いた。邪悪な魔術師ザルガンを頭にいただく盗賊ギルド、〈兄弟団〉である。スナガラを通る川沿いの街道は、危険な森を避けて河口の港町へと向かう近道であり、盗賊の狩り場には最適だったのだ。

　大事な仕事──。確かに、大事には違いない。旅人を脅して巻き上げた金品で、スナガラの盗賊たちは生活しているのだから。

　フリックが落ち着きなく短剣の柄つかをいじり回す。

「クソ、遅おせえな。もう来てもいい頃合いなのに」

　また背中を蹴られた。

「見逃したらてめえ……」

「さっき聞いたよ」

「ンだとォ」

　カッとなったフリックが、殴りつけようと拳こぶしを引くのを、ジントは見ないままで察知していた。勘ばたらきの優れたジントにとって、この程度の拳や蹴りをかわすなど造作もないことだ。しかし、避よけると生意気だと言われて、もっと面倒なことになる。過去の経験からそれを学んでいるジントは、甘んじて小突かれることにしていた。自分一人ならどうにかなるが、家で待つ弟や妹に火の粉が降りかかるのは避けたかった。

　しかしそのとき、ジントの目に、雨中を近付く人影が飛び込んできた。

「来た」

　ジントの鋭い囁ささやきに、フリックの拳こぶしが止まる。

「ようやくお出ましかよ」

　雨の紗しや幕まくをついて姿を現したのは、小柄な人影だった。長い旅をしてきたと見える。頭まですっぽり覆うローブは薄汚れ、裾すそもぼろぼろだ。足取りは頼りなくふらつき、石畳の凹凸につまずいて今にも転びそうだ。

「ああ？　本当にあいつか？」

　フリックが訝いぶかしげに呟つぶやく。

「どこが貴族だよ……大げさに言いやがって」

　上流の見張り所から伝書鴉がらすでもたらされた情報では、一人旅の貴人という話だったはずだが、これはどう見ても、今にも行き倒れそうな流れ者だ。

「まあいい、やるしかねえ──おい、合図だ」

　ジントは頷うなずき、指を口に当てて吹いた。鳥の鳴き声によく似た口笛が雨の中に吸い込まれていく。

　数瞬後、同じ口笛が返ってきた。旅人は気付いた様子もなく、うつむいたままふらふらと歩いてくる。

「シケた野郎でも、獲物は獲物だ。せいぜい歓迎してやる」

　そう言って身を翻すフリックに、ジントは訊きいた。

「俺は手伝わなくていいのか？」

「おまえの役目はここの見張りだ。〈巡検ガード〉が来たら知らせろよ。怠なまけてんじゃねーぞ」

　駄目押しのようにジントの頭を小突こうとするのを、ジントはつい、何気なくかわしてしまった。避よけられるなどと思ってもいなかったのだろう、フリックは体勢を崩し、門から足を滑らせそうになる。

「うおっ……てめえ」

　フリックが睨にらみつける視線を、ジントはしゃがんだまま、フードの下から見返した。

　内心、しまったと思っている。盗賊社会の中で目立たないよう、頭を低くしておくのが、生き残るために選んだジントの処世術だ。とはいえ卑屈になるつもりもない。小突かれるくらいは我慢するし、嘲られるのもたいしたことはないが、玩具おもちやにされてへらへら笑っている気はない。

　しかし、そんなやり方が人を怒らせることもよくあり、ジント自身、どうもこの「処世術」はあまりうまくいっていないのではないかとしばしば考える。

「舐なめやがって──」

　怒りに顔を紅潮させるフリック。

　そこへ、ふたたび口笛が響き渡った。

　旅人を襲うべく、待ち伏せている仲間たちだ。

「呼んでるぜ」

　ぼそりと言うジントを、フリックが憎々しげに睨にらんで、身を翻した。

　門の下へ飛び降りて、隠れ場所へと走っていく。腐っても盗賊、足音はほとんど立てない。その姿は、すぐに雨に紛れて見えなくなった。

　ジントは近付きつつある旅人に目を戻した。

　相変わらず頼りない足取りである。旧ふるい街道の路面は水たまりだらけだが、避よけようともしない。それどころか、右へ左へふらふらして、足元が見えているかも怪しいくらいだ。

　──どこか悪いのか、こいつ？

　ジントは眉まゆをひそめた。疫病持ちだったら、という危き惧ぐが頭をよぎったのだ。

　だとしたら獲物どころではない。街に近付く前に殺して、焼いてしまわなければ。

　身を乗り出して覗のぞき込こむと、旅人のフードの下にこぼれた真っ白な髪の房が目に入った。

　──ああ、そうか。

　ジントは納得して身を起こす。

　老人だ。それでふらついていたのか。

　旅人は崩れかけた門の下をくぐって、上に身を潜めるジントには気付かないまま、足を運んでいく。かつてはスナガラの入口として多くの人が行き来していたこの門も、今では半ば崩れかけ、苔こけと蔦つたに覆われている。

　じっと見守っていたジントの鼻を、ふと甘い香りがくすぐった。

　香水か、花の匂いか──盗賊のねぐらと化したスナガラの街ではついぞ嗅かいだことのない、上品ないい香りだ。

　もう一つ気付いたことがあった。旅人の背中、外套の下から、何か棒状のものが突き出ている。先端に黒い宝石のはめ込まれた杖つえのようなものだ。あまりじっくり見る暇はなかったが、細かい細工が施されていて、値が張りそうだ。

　それでもう一つ謎なぞが解けた。上流で街道を見張っていた連中は、上品な香りと、高そうな杖を見て、この旅人を金持ちだと判断したのだろう。

　──運のない野郎だ。

　遠ざかっていく旅人を見送りながら、ジントは思った。

　スナガラ周辺に盗賊が出るという話は知られているはず。それなのに供を連れない一人旅、襲ってくれと言っているようなものだ。後ろ暗い事情があるか、よほどの急ぎか……いずれにせよ、知ったことではない。気の毒だが、不用心すぎる。自業自得だ。

　旅人の姿は、ふたたび雨の幕の向こうに消えた。

　静寂が戻る。湿った鴉からすの羽音が頭上をよぎる。

　そろそろ、待ち伏せていた連中に囲まれるころだ。おとなしく金品を差し出せば、殺されることはあるまい。身ぐるみ剥はがれて放り出されて……運がよければ、生き延びられるだろう。

「何が立派な仕事だ」

　気がつくと、声に出して呟つぶやいていた。

　下っ端とはいえジントも盗賊、善人面づらをする気はない。しかし、滅んだ街に住み着いて、不運な旅人を食い物にする生き様が立派だとは一度も思ったことがない。

〈兄弟団〉の中でもっとも年下のジントは、有り体に言ってただの使い走りだ。すばしっこく、目端が利くから便利に使われているだけで、そうでなければとっくに奴ど隷れいとして売り払われているだろう。

　兄貴分の盗賊たちは、図ずう体たいを笠かさに着て威張り散らし、酒を飲んではジントを小突く屑くずばかり。ジントには〈兄弟団〉に対する愛着など微み塵じんもなかった。弟妹きようだいの面倒を見る必要がなかったら、こんな場所とはとっくにおさらばしている。

　だいたい、あんな足元もおぼつかない老人を襲うなど──

「……ん？」

　ふと、違和感を感じてジントは瞬まばたきをした。

　老人？

　そうだ、確かにそう思った。フードからこぼれる白い髪を見て、年寄りだと判断した。

　しかし……何かがおかしい。

　頭の中で、さっきの情景を思い返す。

　白い髪──色こそ真っ白だが、さらさらと、みずみずしい髪だった。

　老人の髪というのは、もっと乾いていて、精気に欠けるものではないだろうか？

　それに、背中に背負った「杖つえ」──。

　あれほどふらついていたのに、なぜ使わない？

　もしあれが、杖でなかったとしたら……。

　そこまで考えたとき、雨の向こうから、悲鳴が聞こえてきた。

　悲鳴はすぐに数を増やした。

　恐怖に駆られた絶叫だった。老人の声ではない。

　続いて、刃物の触れあう音。

　助けを求めるかすれた口笛が甲高く響き、いきなり途と切ぎれた。

　盗賊たちが、誰かと戦っているのだ。

　ジントは反射的に立ち上がり、門から飛び降りた。

　石畳にふわりと着地、滑るように走り出す。せっぱ詰まった叫び声が近付く。

「なんだこいつは!?」

「俺の心臓が──」

「魔物だ！　魔物だ！」

「畜生、ぶっ殺せ！」

　混乱に陥った盗賊たちの叫び声に混じって、固いものが倒れて砕ける音が聞こえた。

　何が起こっているのかわからないまま、ジントは戦いの場に駆け込んだ。

　手に手に小剣や棍こん棒ぼうを持って、盗賊たちが旅人を取り囲んでいる。たった一人に大勢集めたものだ、十人は超えているだろうか。

　状況を見極めようとしながら、ジントも懐ふところから短剣を抜く。踏み出す足元、ブーツの下で、何か小さく固いものを踏む感触があった。

　目を落とすと、石畳の上に、透き通った破片が散乱している。

　ガラスか？　水晶だろうか？　破片の正体が掴つかめず、ジントは眉まゆを寄せた。

「ジント！　おまえも手伝え！」

　怒鳴り声に顔を上げると、フリックが左手でせわしなく手招いている。血の気の引いた顔と、大きく見開かれた目──何に怯おびえている？

　盗賊たちの人垣の向こうで、目まぐるしく動き回る人影があった。

　あの旅人だ。

　街道の石畳を外れたぬかるみの上。右へ左へ、さきほどまでのふらついた足取りが嘘うそのように素早く身をかわし、あっという間に盗賊たちを倒していく。その手にあるのは、大振りの黒い剣。

　そう、剣──両刃の大剣だ。あの背中の「杖つえ」は、やはり杖ではなかったのだ。

　旅人の背丈はジントより頭一つは高い。黒い剣の刃渡りは、背中に負って刃先がくるぶしに届くくらいだ。かなりの大おお業わざ物ものといえた。

　その大剣を、旅人は縦横無尽に振るっていた。

　雨の雫しずくを切り裂く剣筋は、一目でわかる手て練だれの業わざ。

　低く不穏な刃鳴りを引く両刃の黒こつ剣けんにかかって、盗賊たちが次々と倒されていく。そのやられ方が、尋常ではない。

「……なんだこりゃあ」

　ジントは呆ぼう然ぜんと呻うめく。折しもまた一人、黒い剣の切っ先が、盗賊の一人の腹に突き立てられた。犠牲者の呻き声に、ジントは顔をしかめる。腹はきつい。刺されると簡単に死ぬが、死ぬまで長く苦しむ。

　ところが、この男の死に方は、ジントの想像を超えていた。

　刺された身体が、透けていくのだ。

　冬の池に氷が張るように、黒い剣が突き立った部分から、男の身体が急速に透明になっていく。肉体だけではない、服や鎧よろいも一緒にだ。

　透けていく男の顔に浮かぶ表情は、奇妙なものだった。

　どういうわけか、とても、悲しそうなのだ。

「そんな──そんな、ひどい」

　傷口を見下ろす男は力なくかぶりを振った。驚いたことに、目に涙が浮かんでいる。

「あんまりだ。やめてくれ。こんな、寂さびしい死に方──」

　言葉の途中で、男の動きは止まった。

　いや──固まったのだ。

　男の身体は、髪の毛から爪つま先さきまで完全に透明になっていた。水晶で作られた精せい緻ちな彫像と化して、哀愁に満ちあふれた表情もそのままに、男はその場に凍りついていた。

　剣が引き抜かれると、水晶の彫像は傾き、倒れ込んだ。倒れゆく間にも、腹の傷口からひび割れが生じ、ぼろぼろと崩壊していく。石畳の上に澄んだ音を立てて崩れ落ちたそれは、既に人の形をなしていなかった。

　──この破片は！

　思わず足元に目を落とす。ぬかるみに散らばった、透明な破片。その意味に気付いて、ジントは総毛立つ。これはすべて、さっきまで、人の身体だったものなのだ！

　男から引き抜かれた剣は、休む間もなく次の盗賊を刃にかける。断末魔の絶叫は、途中で不自然に断ち切られ、次の犠牲者の悲鳴が上がるまでのわずかな間に、居心地の悪い沈黙を残していく。

　黒い剣の刃鳴りが高まっているのは気のせいだろうか？　いや、間違いない。旅人の手の中にあって、黒い剣は、引き綱を持つ主人を引きずり回す猛獣のように唸うなりながら、盗賊たちを次々と屠ほふっていく。生気を奪われた犠牲者の抜け殻が、澄んだ音を立てて砕け散り、泥の中に倒れ込む。一人また一人と殺すごとに、黒い鋼がつやつやと輝きを増していくように見えた。ジントが駆けつけたとき十人以上いた盗賊は、ほぼ全員が倒されつつあった。フリックもやられたのか、あれきり姿が見えない。

　ジントは素人ではない。歳としこそ若いが、これでも生きるか死ぬかの修羅場を何度もくぐってきた。そのジントが、戦いを前にして、立ちすくんでいた。

　理解が追いつかない。なんだ、この死に様は？　なんだ、あの剣は？　それに──

　──一体なんなんだ、こいつは？

　冷たい殺気が顔を打った。我に返ったときには、旅人と黒い剣が目の前に迫っていた。

「……うおおっ」

　なかば恐慌状態で、ジントは手にした短剣を振った。

　喉のどを切り裂くはずの一撃を、旅人はほんの少し頭をのけぞらせて避よけた。刃先がフードに引っかかって抜けた。

　フードがはだけて、花が咲くように、艶つややかな白い髪がこぼれ出た。

　老人ではない──少女だ。

　すらりと背が高く、手足が長い。踊り子のように軽やかな動きと、引き締まった体たい躯く。ローブがはだけて、ぴったり身体に合った甲かつ冑ちゆうを着込んでいるのが露あらわになった。

　虚を衝つかれるジントを、少女の赤い目が見据えた。

　胸に冷たい衝撃が走る。

　濡ぬれた二つの紅玉の奥に揺れる炎に、心臓を射抜かれた気がする。

「え……？」

　ジントは視線を落とす。胸に、剣が突き立っている。黒く、冷たく。痛みはない。血も出ない。ただ──ただ、ひどく寂さびしい。

　ジントの中の何か大事なものが、鋼を伝って流れ出していく。

　吸われているのだ。何が？　生気？　命？

「やめろ。それは、俺のだ」

　ジントはかすれた声で抗議する。

　胸に埋まった鋼が生きもののように脈打つたび、心臓のあたりが虚うつろに、寂しく、空っぽになっていく。そこにあるとは知らなかった大事なものが、奪われていく。

「やめろ……！」

　視界が暗くなる。腕に力が入らない。短剣のわずかな重みが、持ち上げられない。震える左手を、かろうじて差し伸べて、少女の身体に触れ、弱々しく押しのけようとする。

　少女の身体が、ぐらりと傾いた。












「あ……」

　かすかな吐息が、薄桃色の唇から漏れる。まぶたが下りて、赤い目を隠した。

　黒い剣の切っ先が、ジントの胸からずるりと抜けた。霜が降りたような冷たさに、ジントは喘あえぐ。暗くなっていた視界が、ぱっと明るくなった。よろめいて後じさる目の前で、少女が仰あお向むけに倒れた。剣が細い手を離れて、踏み荒らされた泥でい濘ねいの上に投げ出される。

　激しい寂せき寥りよう感がぬぐい去られ、ジントは我に返った。なんだ……なんだ今のは!?　いや、考えている場合ではない。身体に力が戻っている。ジントは短剣を握り直して飛びかかり、わけもわからず少女に馬乗りになって、刃を喉のど元もとに突きつけた。

　少女は反応しない。気を失っているようだ。半ば開いた唇から細い息が漏れて、ジントの手をわずかに温める。

　素早く周囲に目を走らせる。動くものは誰もいない。雨のそぼ降る廃はい墟きよの中、きらきら光る破片が散らばっているだけだ。

　──俺以外、みんな殺されちまったのか。

　少女の顔に目を戻す。意外にあどけない表情に気が引けるが、目を覚ましたら殺されるのはこっちだ。なぜいきなり失神したのかは引っかかるが、知ったことではない。

　少女の喉を掻かき切ろうとしたそのとき、泥の中で黒い剣が唸うなった。

　ジントはぎょっとして動きを止める。視界の隅で、剣がひとりでに動いた気がしたのだ。

　横たわった剣を凝視する。鋼は鋼、勝手に動くわけがない。頭でそう思ってはいても、ジントにはもう確信がなかった。自分の肉の中で、あの剣が生きもののように震えるのを感じてしまったからだ。

　──そうだ。あれに刺された傷、どうなってるんだ？

　慌ててジントは服をめくり上げて、自分の胸を確認する。

「……嘘うそだろ、おい」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。

　剣が刺さったみぞおちを中心にして、放射状の大きな傷ができていた。まるで、攻城用の巨大な弩いしゆみで撃たれたかのような痕あとだ。傷はふさがって、出血もなく、痛くも痒かゆくもなかった。しかし、その傷は──透き通っていた。氷のようなその表面に、おそるおそる触れてみると、感触こそ周囲の皮膚と同じだが、ひんやりと冷たい。

　腰回りに収めた盗賊道具を漁あさる。鈎かぎ付きロープ、錠前破りのピック、行動食、撒き菱カルトロツプ、針金、油──その中から小さな鏡を取り出して、傷口を映した。途端、ジントは悲鳴を上げそうになった。透明な傷の中は真っ暗で、あるべき肉の断面も内臓も見えない。いや、ただ一つ、その暗くら闇やみの中で脈打つものがあった。

　心臓だ。

　ジントは言葉もなく、自分の心臓が脈打つのを眺めていた。

　しかも、その心臓は、半分しかなかった。

　縦にすっぱりと断ち切られたまま、脈打ち続けている。

　あまりのことに、ジントの息が速くなると、脈打つ速さも上がる。

　──な……なんだこれ!?

　地面に落ちた剣に視線を向ける。

　──あれか？　あの剣のせいか？

　さっきの寂せき寥りよう感が、完全には消えていないことをジントは自覚する。どうしても消えない寂さびしさが、ジントの中で燻くすぶり続けている。胸の中にぽっかりと生じた喪失感は、あるべき場所に心臓が半分しかないからか──。

　取り戻さなければ。しかし……どうやって？

　考え込んでいると、馬乗りになったジントの下で、少女の腹が鳴った。

「うう……」

　少女が切ない呻うめきを上げた。

「おなか……すいた……」

　呆ぼう然ぜんとするジントの下で、もう一度、少女の腹が盛大に鳴った。
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　香ばしい匂いと、食器の触れあう音で、少女は目を覚ました。

「ん……うう？」

　重いまぶたを上げると、煤すすで汚れた天井の木目が目に入った。

　状況が理解できず、ぼうっと周りを見回す。

　粗末な寝台の上に寝ているようだ。薄っぺらな毛布、継ぎの当たったシーツ。濁った色のガラスがはまった小さな窓から見える空は灰色の雲に覆われている。

　壁際には簡素な机と椅い子す。工具や裁縫道具が、分解された錠前や作りかけの革細工と一緒に机の上を占拠している。

　いかにも貧民の住処すみかという風情の、狭苦しい部屋だったが、肌に触れる寝具は意外にも洗濯したばかりのような石せつ鹸けんの匂いを漂わせていた。

　小さな足音と視線に気付いて頭を横に向けると、開いた戸口から小さい女の子が覗のぞいている。短く刈った麦色の髪の、利発そうな顔。十歳くらいだろうか？　目が合うと、女の子はひゃっと跳び上がっていなくなった。

「おにーちゃーん！　起きた！　起きた！」

　幼い声と、バタバタした足音が遠ざかっていく。

　代わりに、別の足音が近づいてきた。同時に、香ばしい匂いが強くなる。ぼうっとしていた意識が、ここで急にはっきりした。ハッとしてベッドの周りに目を向ける。

　──ない！　剣がない！

　慌てて起き上がろうとしてようやく、動けないことに気がついた。毛布の下で、手首足首を縛られている。

　ぎし、と床板が鳴る音に振り向くと、戸口に見知らぬ男が立っていた。

　灰色の髪をした、背の低い少年だ。腰に短剣を帯びただけの軽装だが、立ち姿には隙すきがない。左手に、湯気を上げる片手鍋を持っていた。

　内心の動揺を押し殺して、少女は少年をまっすぐに見つめる。その視線を、少年は無表情に受け止める。こちらは縛られて横たわり、あちらは武器を持っている。少年が圧倒的に有利な状況のはずだが、警戒しているのは明らかだった。身体の横に下げた右手は、こちらからは見えない何かを握っているようだ。

　しばしのお見合いの後、少年は慎重な足取りで部屋に入ってきた。
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　ジントはゆっくりと部屋に足を踏み入れた。

　寝台の上に身を横たえた長身の少女が、ジントを見つめていた。

　赤い目が、小揺るぎもせずにこちらの動きを追っている。

　縛っておいてよかった、とジントは思う。

　まるで野生の白しろ豹ひようを前にしているかのような緊張感に、悟られないよう唾つばを飲み込む。

　色の薄い唇が開いて、少女が言葉を口にした。

「君は誰？　私をどうする気？」

　身分の高い人間だろうか。粗野な訛なまりもない、落ち着いた、響きのいい声だった。

「見覚えがある気もする……。待ち伏せていた奴らの仲間？　私、気を失った？」

　捕虜の立場を理解していないわけでもないだろうに、少女の口調には余裕が滲にじんでいる。

「何のつもりか知らないけど、この縄を解いてくれないかな。それから──、私の剣はどこ？　あれは危険な剣よ。すぐにこの縄を解いて、剣を返して。さもないと……」

　ジントは無言で、片手鍋を突きつけた。

　少女は虚を衝つかれたように口をつぐんで、鍋の中に視線を落とした。

　鍋の中身は麦の粥かゆだ。ジントが作ったものである。鶏の骨からスープを取って、刻んだ青菜の芯を具に、香草で香りをつけた。

　少女は目を見開いて、粥を凝視している。立ち昇る湯気に包まれて、白い喉のどがごくりと動いた。

　ジントはおもむろに口を開く。

「食え」

　ジントは右手に持っていた木の匙さじをくるりと回して、柄を少女に差し出した。

「何をいきなり……そんな得体の知れないものなど……」

　そう言う少女の腹が、大きく鳴った。

　白い頬ほおがかっと染まった。照れ隠しのつもりか、少女は今にも食ってかかりそうにジントを睨にらみつける。

「要いらないのか？」

　ジントが首をかしげてみせると、少女の眉まゆ尻じりがへなっと下がった。途方に暮れた様子の少女に向かって、ジントは言葉を重ねる。

「あの剣がどんなに大事か知らないが、まず食えよ。腹減ってんだろ」

　少女は気を取り直すように瞬まばたきをすると、皮肉っぽく唇を曲げた。縛られた手を持ち上げて訊たずねる。

「これでどうしろと？」

「それでも食えるだろ。ちょっと不便かもしれないが」

「私の無様な食べ方を嗤わらうつもりなら、お断り。さっさと下げなさい」

　少女はツンと顎あごをそびやかせて、粥かゆから顔を背けた。

　ジントが黙って見下ろしていると、少女の腹が立て続けに鳴った。

　ぐー。

　ぐ──。

　ぐ────。

　抗議するかのように腹の音が高まるにつれて、少女の横顔がどんどん赤くなっていった。

　ジントはおもむろに提案する。

「縄を解いてもいいが、条件がある」

「……なに？」

　少女はジントにうさんくさげな視線を向けてから、はっと目を見開いた。

「わ、私を手て籠ごめにする気ね！　子供のくせに！」

「しねーよ！」

「えっしないの」

　意外そうに言われてしまった。

「しねーよ。人をなんだと思ってるんだ」

「そっか、子供だもんね。ごめんね」

「子供じゃねーよ！　俺はこれでも十五だ！」

「あっ……ごめん。気にしてたのか」

　気遣うような顔をされたので、ジントの頭に血が上る。

「気にしてねえ！　おまえがでかいんだろ！」

「確かに、君よりはね」

「この……！」

　言い返そうとして、主導権を失いつつあることに気付いた。口を閉じて、ぶるっと頭を振る。

「……休戦だ」

「え？」

「休戦だ！　休戦！　縄を解いてもじたばた抵抗しないと誓え！」

　ジントは大声で言った。

「面倒なんだよ、おまえが飯喰くってる間ずっと見張ってるのは。おまえだってそうだろ。俺は話がしたいだけだ。粥かゆの返礼と思っておとなしくしてろ、いいな？」

　意図を測りかねてか、少女は眉まゆ根ねを寄せてジントを見つめていたが、胃袋が待ちかねたようにひときわ大きな音を立てたのをきっかけに、ようやくこくりと頷うなずいた。

「よし」

　手首の縄を解いたジントに、少女は仏ぶつ頂ちよう面づらで念を押した。

「礼は言わないから」

「好すきにしろ。足は自分でやってくれ」

　少女はしばらく縄と苦闘してから、ようやく足首のいましめをほどいた。

　ベッドに座り直す少女に、ジントは改めて粥の鍋と匙さじを差し出す。

　粥を見下ろしながら、少女は疑わしげに言った。

「変なものは入ってないよね？　毒とか……」

「殺す気なら寝てる間にやってる。要いらないなら返せ」

「要らないとは言ってない！　ちょうだい！」

　少女が手を伸ばし、ジントの手から鍋と匙をひったくった。

　ためらいながら、粥に匙を入れて、口に運ぶ。

　途端、少女の目が驚きに見開かれた。

「…………！」

　匙を持ち直すと、少女は本格的に食事に取りかかった。

　まだ熱い粥をふうふうと吹きつつ、冷めるのを待ちきれないように慌ただしく掻かき込こむ少女の姿からは、さきほどのような凄すごみは感じられない。

　それどころか、思ったより不器用そうだ。

　──髪の毛食べてる……。

　長い白髪が口に入って邪魔そうだ。

　ジントはベッドサイドの作業机に手を伸ばし、裁縫箱をかき回して、適当な紐ひもの切れ端を引っ張り出した。リボンに使える幅広の紐だ。少女はもぐもぐ口を動かしながら、ジントの動きを目で追っている。その面前に、ジントはリボンを突きつけた。

「ん」

「ん？」

　少女は口の端に自分の髪を咥くわえたまま、怪け訝げんそうに首をかしげる。

「髪結べよ。食べにくいだろ」

　少女はびっくりしたような顔でまじまじとジントを見つめていたが、意外に素直に頷うなずいた。鍋を置いて、リボンを受け取り、頭の後ろで髪をくくる。

　ふたたび鍋を手に取ると、少し落ち着いたようにペースをゆるめて、また食べ始めた。

「……おいしい」

　ぼそりと少女が口にした言葉に、ジントは驚く。

「そりゃよかった。てっきり口に合わないと思ったが」

「しばらく食事をしていなかったから、なんでも美う味まく感じる」

「なんだ。褒められたのかと思ったぜ」

「誤解しないで。けなしてはいない。だけど──なぜ私に食事を振る舞うの？」












　少女は不思議そうに訊たずねる。ジントは肩をすくめて答えた。

「目の前で腹が減って倒れてる奴がいたら、誰だってそうするだろ」

「そうかな？　変わってる」

　少女は納得していないようだった。

「いったい君は何者？　ただの盗賊かと思ってたけど──」

「ただの盗賊さ。名はジント。あんたは？」

「てぃあにあふ……」

「呑のみ込こんでからでいいから」

「……ティラニア・ストームブライド」

　ジントはその名前を頭の中で転がす。特に思い当たるものはなかった。

「たいそうな名前だ。貴族の剣士様か」

「たいしたことないよ」

　ティラニアと名乗った少女の唇に、皮肉めいた笑みが浮かんだ。

「食事はありがたいけど──盗賊のジント、君の領分は盗みと殺しでしょう。罪滅ぼしに施しでもしているの？　何か、そういう教義の神を信仰してる？」

「そういうわけじゃないが……」

　ジントが言いよどんでいると、別の声が割り込んできた。

「誰にでもご馳ち走そうするのよ、お兄ちゃんは」

　振り返ると、戸口から妹のマトリが覗のぞき込こんでいる。短く刈った麦色の髪。翡ひ翠すい色の目が、好奇心を宿してきらきらと輝く。視線が向けられた先は、もちろんベッドの上のティラニアだ。

「マトリ、あっち行ってろ」

　ジントは追い払おうとするが、マトリは聞く耳を持とうとしない。

「お兄ちゃんはね、拾ってきた子にはいつもちゃんとごはん食べさせるの」

「マトリ」

「あなたも拾われてきたんだから、うちの子よ。私は長女のマトリ。あなたは私の妹ってことになるわね！」

　マトリは何やら優越感めいた表情を浮かべて宣言した。ティラニアは目をぱちくりさせている。

「マトリ、お兄ちゃんはこの人と話が……」

「私もお話する！」

　マトリが入ってこようとするので、ジントは声を張り上げた。

「タルク！　トト！　お姉ちゃん連れてけ！」

　呼びかけた途端、マトリの後ろに隠れて覗き込んでいた二人の小さな弟が、わーっと声を上げてマトリに飛びかかると、廊下の向こうに押しやっていった。

「あ、ちょっと！　なによう！　人に見張らせといて！」

　二人の男児のパワーに抗あらがえず、マトリの騒がしい声が遠ざかる……といっても二部屋しかない家の中、行く先は隣の台所しかないのだが。

「新しい妹に挨あい拶さつくらいさせなさいよお！」

「大事な話の最中だ、後にしろ」

　ジントは叫び返して、部屋の扉を音を立てて閉めた。

「君の妹弟きようだい？」

「ああ」

「似てない」

「そうかな。俺に似て、目も耳も二つずつある」

「弟の片方は耳が獣だったし、もう一人はエルフだったよね？」

「人の家の事情は放っておけよ。飯はもういいか？」

「うん。食後のお茶とお菓子を出してもらっていいかな」

　満足げにそんなことを言われたので、ジントは呆あきれ返かえる。

「ねえよ、そんなもん」

「ないのか……」

　ティラニアが残念そうに言って、ジントに鍋を返してよこす。中身はすっかり平らげられていた。よほど腹が減っていたと見えて、麦粒一つ残っていない。

「さて、改めて訊たずねるけど、私の剣はどこかな」

「それに答える前に、俺から訊ききたいことがある」

　鍋を作業机の上に置くと、ジントは自分のシャツに手をかけて、おもむろに脱ぎ始めた。

「え……？」

　ティラニアは目を瞬しばたたいてから、慌てた様子で両手をばたばたさせた。

「ちょ、ちょっと待って！　いくらお茶とお菓子がないからって、そんなことまでする必要ないからね！」

「は？」

「あの、君もいろいろ大変なんだと思うけど、私はそこまで求めてないから！　大丈夫だから！　さっきはあんなこと言っちゃったけど、からかっただけだし、あとお金ないから、ごめんね！」

「何わけわかんないこと言ってんの？　見てもらいたいものがあるだけだ」

「見てもらいたいもの!?　そこまで言うってことは、や、やっぱり、背丈に見合わない立派な感じなのかな!?　あんまり無理しなくてもいいんだよ！」

「何の話だ！　いいから見ろ！」

「ええ～」

　ティラニアが、指の間からおそるおそる覗のぞく。

　そして、口をぽかんと開いた。

　ジントの胸の中央に刻まれた、異様な傷跡。その中で脈打つ、半分になった心臓。

「うわっ……なにそれ!?」

「知らないとは言わせねえぞ」

　怒りの籠こもったジントの声に、ティラニアはあっさりと首を横に振った。

「知らない」

「おまえがやったんだろうが！　あの剣で！」

　ティラニアの眉み間けんに皺しわが寄った。

「なんのこと？」

　とぼけるな、と怒鳴りそうになったが、ティラニアは本当に困惑しているようだった。

「よくおぼえていないの。盗賊の待ち伏せに遭った記憶はある。戦って皆殺しにしたことも。その中で君の顔を見たのも、うっすらとおぼえている。でも──」

　恥ずかしそうに頬ほおを赤らめて、ティラニアは顔を背けた。

「でも？」

「……いかんせん、おなかがすきすぎてまして」

　ティラニアはちらりとジントを見上げて、またすぐに目をそらせた。

　怒られるのがわかっている子供みたいだった。

「もともと何も食べていなかった上に、あの剣を使うと、どんどんおなかがすくの……」

　今度は、困惑するのはジントの番だった。

　剣を使うと腹が減る？

　なんだそれ？

「それで気を失って、倒れたから、何もおぼえていなくて」

「そ、そうか……。まあいい、おぼえてないなら聞かせてやる！」

　ジントは説明した。

　待ち伏せに遭ったティラニアが、あっという間に盗賊たちを全滅させたこと。

　その剣に刺されたジントが、こんな有様になったこと。

「……というわけだ」

「な、なるほどー」

　ティラニアが他人事のように目をぱちくりさせる。

「さあ、教えてもらおう。俺に何をした？」

「えーとですね。多分──」

「多分？」

　言いにくそうに、ティラニアが続ける。

「私の、剣が──君の心臓を半分、食べちゃったんじゃないかと」

「食べた!?」

「食べたっていうか、吸い取った？　盗んだ？」

「おい、冗談じゃないぞ」

　ジントは気色ばんで大声を上げた。

「返せ！　今すぐ返せ！」

「うーん……う────ん。そう言われてもなー」

　ジントの剣けん幕まくにもかかわらず、ティラニアは困り顔で首をかしげる。その様子を見てジントはますます頭に血を上らせる。

「おい、なんだその態度！　どこのお嬢様か知らないが、人のものを盗とっちゃいけないと教わらなかったのか!?」

「盗賊にそんなことを言われるとは……」

「う、うるせえ！　殺すならまだしも、心臓を盗むのはやりすぎだろ！　しかも金持ちが貧乏人のものを盗るのはおまえ、最悪だろうが！」

　気がつくと、ジントまで子供のようにムキになっていた。

　ティラニアは馬鹿にしたように鼻を鳴らして答える。

「この私が金持ちに見えるの？　目玉をくり抜いて売ってしまった方がマシだね。自慢じゃないけど、空腹で行き倒れたのはこれが初めてじゃないからね！」

「その行き倒れを助けてやったんだぞ俺は！」

「うむご苦労。そのうち褒美をあげよう」

「この恩知らず……！」

　二人は睨にらみ合あう。

「いいから、さっさと俺の心臓を返せ」

　凄すごむジントに、ティラニアはふたたび首を横に振った。

「できない」

「なんでだよ！」

「コルドリクスは、心臓を持ち主に返すなんてことしないから」

「コルドリクス──？」

「私の剣の銘。人類以前の、古いデーモンの言葉で、意味は──」




　──心臓喰らいハートスレイヤー。




　呟つぶやくように放たれた言葉に、ぞくりと鳥肌が立った。

〈ハートスレイヤー〉コルドリクス。

　初めて耳にしたその銘が、ジントの胸の奥、いまや半分しかない心臓に、冷たい手で触れられたような感触をもたらした。

　不吉に声を低めて、ティラニアが続ける。

「貪どん食しよくの黒こつ剣けんコルドリクス──心臓を貫き、命を貪むさぼる魔剣。狙ねらわれたが最後、逃れる術すべはない。だから……君がどうしてそんな状態になっているのか、見当がつかない」

「おまえが半端に刺したからじゃねーの!?」

「うっ……」

　ジントが突っ込むと、ティラニアは怯ひるんだように口ごもった。

　腹立ちに任せて、ジントは続ける。

「あんなクソ危ねえ剣振り回しやがって、どういうつもりだよ！」

「み、身を守っただけよ。とにかく危ない剣なのはよくわかったでしょ。持っていてもいいことなんかなにもないから。早く返して」

「持ってねえよ」

「え？」

「隠してある……いくらなんでも、あれはヤバすぎるからな」

　泥の中に横たわったコルドリクスの姿を思い出して、ジントは身震いする。

　所しよ詮せんはただの剣──振るう手がなければ、脅威にはならない。

　いくら自分にそう言い聞かせても、目を離した瞬間に飛びかかってくるのではないかという妄想が頭から離れなかったのだ。

「刺されたときに俺にもわかったぜ。あの剣が俺に何かやりやがったってな。あのままだと死んでたんだろう、他の連中と同じように」

　水晶の抜け殻となって砕け散る自分の姿が脳裏に浮かんで、ジントはぶるっとかぶりを振った。

「だが、全部持ってかれる前におまえがぶっ倒れて、剣が心臓から引き抜かれた。俺がこんな半端な状態になってるのは、そういうことだろ。違うか？」

「な、なるほど……つまり、君が死なずにすんだのは、私がおなかをすかせていたからでは？　君は私に感謝するべきなのでは？」

「ふざけんじゃねえぞこの野郎」

「だって、実際君は死ぬところだったんだよ」

「誰のせいだよ」

「待ち伏せして襲ってきた誰かさんのせいかな」

「御託はいいから、俺の心臓を返せ」

「そっちこそ、私の剣を返して」

　またもや二人は睨にらみ合あう。

　先に折れたのはジントだった。

「わかった。こうしよう。剣を隠した場所に案内してやる。そうしたら、おまえの剣に命じて、俺に心臓を返させろ」

　ジントの提案に、しかしティラニアはふたたび首を横に振った。

「無理だよ。あれが私の言うことを聞くような剣なら苦労しない」

「いいから」

　ジントが強引に迫ると、ティラニアはしぶしぶ寝台から立ち上がった。

「うまくいかないと思うよ」

「いいから。ほら、行くぞ」

　ティラニアを促して、ジントは部屋を出る。

　実のところジントも、うまくいくかどうかは怪しいと思っている。

　ダメで元々。もし思惑通りにいかなかった場合は、剣を折ってやるつもりである。

　あのとき──コルドリクスに刺されて心臓を貪むさぼられていたとき、ジントは感じたのだ。

　黒い剣の中に、無数の〈何か〉が囚とらわれていることを。

　もしかすると、あの剣に「喰くわれた」心臓は、ずっとあの中に囚われているのではないだろうか。

　だとすれば、剣を破壊すれば、あの中に閉じこめられた心臓も解放されるかもしれない。

　ジントはそう考えて、部屋を出るとき、作業台の上から重いハンマーを取って、懐ふところに忍ばせた。
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　ぎしぎし軋きしむ狭い階段を下りて、二人は通りに出た。

　垂れ込めていた雲は薄くなり、雨の勢いもやや衰えて、細かい霧雨に変わっていた。ジントとティラニアは、フードを下ろして歩き出す。

　家と家の間に走る道はぬかるんで、あちこちに茶色い水たまりができている。水がかぶっていない場所を踏んで歩くジントとは対照的に、ティラニアは、ブーツが濡ぬれることに頓とん着ちやくする様子もなく、水たまりをまっすぐに突っ切ってついてくる。

　──不用心な奴だな。

　ジントは内心呆あきれ返かえる。水たまりが深かったり、底に釘くぎでも突き出ていたらどうするつもりなのだろう。

　そんなことを考えていると、ティラニアが口を開いた。

「……しかし君も、不用心だよね？」

「はぁ!?」

　思わず大声を出してしまった。

「な、なによ。驚かせないでよ」

「いや……よりによっておまえにそんなことを言われると思わなかったんでな」

「どういう意味？」

「言葉通りの意味だよ。で？　なにが不用心だって？」

「私を家に入れたこと。君の自宅なんでしょう？　気を失っていたとはいえ、一度は自分を刺した相手を家族のいる自宅に連れ込むなんて」

「しょうがねえだろ、他に選択肢がなかったんだ」

　実のところ、ジントは考えもなしにティラニアを家に入れたわけではない。

　自分がどうなってしまったのか、元に戻す手段はあるのか、ティラニアには訊ききたいことがたくさんある。しかし、あの場に留とどまるのは得策ではなかった。待ち伏せ部隊が戻らないのを訝いぶかしんで、誰かが様子を見に来るだろうと思ったのだ。

　となれば、どこか安全なところにティラニアを運び込むしかない。スナガラの街は廃屋だらけだから、人目を忍ぶことは難しいことではなかった。だが、考えた末、ティラニアを運び込む先は、結局自分の家になった。

　目立たず自宅に出入りできる道筋を熟知している……というのもあるが、最大の理由はそれではなかった。

　飯である。

　自宅なら、飯を作れる。

　腹が減った人間を懐柔するには、飯を喰くわせるのが一番だということを、ジントはよく知っていた。

　縄を解いたのも計算のうちだ。こちらから折れたふりをして、油断を誘ったのだ。

　最初は粥かゆに毒を盛って弱らせようかとも考えたが、それはやめにした。相手は手て練だれの剣士だ。不自然な味がしたら、警戒を強める。それに、空腹の相手には毒の効きが早い。体調次第では、うっかり殺してしまいかねない。

　唯一、妹や弟たちの存在が不安材料だったが、ティラニアが暴れ出したとしても、あの剣さえなければ制圧できると判断した。なにしろ場所はジントの自宅だ。いくら腕利きでも、得物を持たない剣士一人くらいどうにでもできる。

　もちろん、こんなことを説明してやるつもりはない。ティラニアがジントのことを、不用心なゴロツキに過ぎないと思ってくれていれば、いざというときに有利だからだ。

　霧雨が髪をじっとりと湿らせる。煮炊きの煙と、魚の腐った臭いが、どこからか漂ってくる。廃屋の連なる曲がりくねった路地を抜けて、スナガラの中央を貫く大通りを足早に横切った。大通りの路面には割った丸太が敷かれていて、他の場所よりは足を濡ぬらさず歩くことができる。

　街道と直接つながるこの通りには、つぶれた酒場や飯屋が虚むなしく軒を連ねている。黒々と口を開けた戸口の中に、金目の物は何一つ残されていない。

　ふたたび家々の間を縫って、裏道から街の外に出た。

「なんだ。どこに案内するのかと思えば──」

　拍子抜けしたようにティラニアが言った。

「ここ、私が君たちと戦った場所だね？」

　ジントがティラニアを導いたのは、あの待ち伏せ場所である。

　崩れた石組みや、瓦が礫れきの間の地面は、乱れた足跡で踏み荒らされている。見る者が見れば、ここで激しい戦いがあったことはすぐにわかるだろう。

　ティラニアが不審そうな目をジントに向けた。

「剣を隠したと言ったのは嘘うそ？」

「……隠したさ」

　ジントは顎あごで瓦礫の山の一つを指した。

「埋めたの!?」

　ティラニアが目を剥むいた。

「……コルドリクスをここまで粗雑に扱った人間は君が初めてじゃないかな、ジント」

「うるせえ……」

　言い返そうとして、声がかすれた。

　瓦礫の山から目を離せない。無意識のうちに、舌で唇を湿らせていた。

　──くそ、なんだこれは。

　ジントは心の内で毒づいた。

　怖い。

　怖いのだ。

　ジントは怯おびえていた。あの黒い剣が、今にも瓦礫をはねのけて飛んできて、ジントを貫き、残った心臓を吸い取るのではないかという恐怖が、どうしても頭から離れないのだ。

　本当はどこか別の場所に隠しておくべきだとわかってはいたが、どうしても触れる気にならなかった。瓦礫を上に載せておくだけという、粗雑な隠し方しかできなかったのはそのせいだった。

　──落ち着け、たかが剣だ。あれはひとりでに飛んできたりしない。ただのモノだ。

　自分に言い聞かせながら、外套の懐ふところに潜ませたハンマーを握りしめる。

　ジントがねぐらにしている家は、かつては鍛か冶じ屋だったらしく、一階には錆さびた金床や工具が放置されていた。その作業場から拝借した、ずっしりとしたハンマーである。どんな剣も、これで打てば真っ二つに折れるはずだ。それなのに、その重みもひどく頼りなく感じられた。

「どうかした？　ぼうっと突っ立って」

「なんでもねえ。ほら、さっさと剣を取れよ」

「瓦が礫れきをどけるのを手伝ってくれない？」

「嫌だ。自分でやれ」

　ジントは即答する。

　ティラニアはため息をついた。

「なんて了見の狭い男。やっぱり子供だ」

「なんとでも言え。とにかく、俺は近付きたくない……」

　そう言いかけたとき、雨の向こうから足音が聞こえてきた。

　ティラニアも同時に気付いたようで、剣に近付こうとした足を止めた。

「誰かこっちに来るね」

　──くそ、まずい。もっと急ぐべきだった。

　ジントは顔をしかめる。〈兄弟団〉の誰かが、待ち伏せ部隊の様子を見に来たに違いない。

　今から隠れても無駄だ。足跡を読まれて、すぐに発見されるだろう。

　ティラニアのことをどう説明するか頭を巡らせるうちに、三人の人影が姿を現した。

　先頭に立つのは〈傷顔の〉ビルム──ジントたちの上役にあたる年老いた悪党だ。その二つ名の通り、痩やせた顔の真ん中を、大きな刃物傷が横切っている。後ろに控える二人の巨漢は、ビルムの配下の「殴り屋」だ。腰に提げた太い棍こん棒ぼうは、何人もの血を吸ってどす黒く変色していた。

　ビルムが地面に目を向けたまま、ぐるりと首を巡らせた。

「おう、おう」

　しゃがみ込んで、泥の中にまき散らされた水晶の欠片かけらを一つ摘つまみ、顔の前に持ってきてしげしげと見つめる。

「なんだこいつは、ええ？」

　低い声でそう言うと、ようやく顔を上げてジントを見た。

「おう、奴らァ、どこへ消えた？」

　ジントが黙っていると、ビルムは水晶の欠片をピンとはじき飛ばして立ち上がった。

「おめえに聞いてんだ。待ち伏せてた連中、どこへ行った？」

「知らない」

　ジントの答えに、ビルムが唇をひん曲げた。

　その手が蛇のように疾はしって、ジントの横よこ面つらを張った。

　よろめいたジントに向かってビルムが怒鳴る。

「使いっ走りのおめえが知らねえで済むか！」

「……知らない」

「ガキが、下へ手たな嘘うそつくんじゃねえぞ。来た足跡ばかりで、どこにも行ってねえ。戦った跡はあるのに死体がねえ。おまけにこの水晶──妙だ。何があった？」

「知らない。俺が来たときにはこうなってた」

　ビルムが目をすがめて首を振った。

「ジント、嘘はいけねえ。特に最初からバレてる嘘は最悪だ」

　そう言いながら、背後の二人に指で合図する。

「このガキの口の滑りをよくしてやれ」

　二人の「殴り屋」がにやりと笑い、これ見よがしに棍こん棒ぼうを弄もてあそびながら近付いてくる。

　──畜生、どうする？　この場を逃げるのは簡単だが、マトリたちを巻き込んじまう……。

　必死に頭を回転させるジントの背後から、そのとき声が上がった。

「あー、紳士の皆さん、取り込み中のところ申し訳ないんだけど──」

　振り返ると、ティラニアが緊張感のない顔でジントたちを眺めている。

「ジントをあまり、殴らないでほしいな」

「ああ？　なんだおめえは、どこから生えてきた」

　ティラニアに不審の目を向けるビルム。最初から存在を認識していたはずなのに、今気付いたような態度を取るのが、この老盗賊のいやらしいところだ。

　ジントは思わず割り込んだ。

「ビルムさん、こいつは俺の新しい妹で」

「黙ってろ。おめえには訊きいてねえ」

「そうだよ、ジント。私は君の妹じゃないし」

　──こいつ、人の気も知らずに……!!

　殺気立った目を向けるジントだが、当のティラニアは涼しい顔で続けた。

「ビルムさんだっけ？　私はそこのジントくんには少々恩おん義ぎがあって。目の前で殴られたりしたら、黙っていられないんだよね」

　これにはビルムばかりか、ジントまで怪け訝げんな顔になった。

　──恩義だと？　何を言ってるんだこいつ……。

「何者だ、嬢ちゃん」

「ティラニア・ストームブライド。嬢ちゃんと呼んだ無礼は許してあげる」

「そいつはありがたいこって」

　ビルムはおどけて頭を下げた。へらへらとした口調だが、目は笑っていない。

「嬢ちゃん、ここにいたむさ苦しい奴ら、どこに行ったか知らねえか？」

「皆殺しにしたよ。私が」

　あっさりとティラニアが答えた。

　ジントは天を仰ぐ。なんとかごまかそうとした苦労もこれで水の泡だ。

　正直、ティラニアがどうなっても知ったことではない。ジントの心配は、家に残した妹たちだけだった。

「おいジントォ」

　ティラニアに目を据えたまま、ビルムが低い声で言った。

「どういうことだ、ああ？」

「…………」

「聞いたか、この嬢ちゃん、あいつらを皆殺しにしたとよ……知ってたな、てめえ？」

「…………」

「わかってて隠してやがったのか、この野郎」

　口をつぐんだままのジントに、殺気に満ちた視線が突き刺さる。

「てめえ……裏切ったな、ジント」

　ビルムがゆっくりと短剣を抜いた。

　──くそ、殺し合いかよ。

　この状況を脱する計画を、ジントは頭の中で組み立てる。

　一、ビルムと殴り屋二人を倒し、

　二、他の連中に勘付かれる前に家に戻り、

　三、妹たちを連れて街を出る。

　完かん璧ぺきな計画だ。どの部分をとっても成功の見込みがないことを除けばだが。

「殴り屋」二人はなんとかなる。問題はビルムだ。

　ビルムの持つ短剣の、三日月型の刀身が、霧雨の中でうっすらと輝いている。魔法がかかっているのだ。刃の縁には鋸のこぎりのようなギザギザが刻まれている。喉のどを掻かき切るのに適した形をしたこの短剣は、〈雛鳥殺しヤングベイン〉。その魔力で、持ち主より年下の人間に致命的な一撃を与える。組織の中でビルムが恐れられるのは、この短剣のせいでもあった。

　袖そで口ぐちからちらりと覗のぞいたビルムの腕に、無数の傷跡があるのが見える。〈雛鳥殺し〉には、誰かを殺すたびに、持ち主の身体にも傷が残る呪のろいがかかっているという噂うわさだった。

「おう嬢ちゃん」

　ビルムがドスの利いた声で言った。

「自分が何言ったかわかってンだろうな？　ただじゃすまねえぞ」

「そう？」

　ティラニアがきょとんと首をかしげる。

「ただではすまないの？　いくら払えばいい？」

「舐なめた口叩たたいてんじゃねえぞ、このアマ──」

「ああ、口の達者なご老人」

　ティラニアの澄んだ声が、ビルムの脅し言葉を遮った。

「その薄汚いナイフ一本で、何ができると言うの？」

　ビルムの皺しわだらけの額ひたいに青筋が浮かび上がった。

「丸腰でよく言った。楽には殺さねえ──手足から始めて、たっぷり後悔させてやるぜ」

「おい、よせ──」

　思わずジントの口から制止の言葉が出た。それがビルムに対してのものか、ティラニアに対するものか、ジント自身にもわからなかった。

　殴り屋二人とビルムが、得物を手にティラニアへ迫る。

　ティラニアがすうっと息を吸い込むと、叫んだ。

「来たれ、コルドリクス！」

　高らかに呼ばわる声が、廃はい墟きよの石壁に響き渡った。

「来たりて喰くらえ！　貪どん食しよくの黒こつ剣けんよ！」

　ぶるぶるっ、と瓦が礫れきの山が震えたかと思うと、積まれた石や廃材をはねのけて、ティラニアの黒い剣が宙に浮かんだ。その切っ先が、空中でぴたりとジントを指す。求める獲物を見いだした猟犬のように。

「うわああ!?」

　ジントは思わず叫んで、二歩、三歩と後ずさった。

　──たかが剣だ。

　──あれはひとりでに飛んできたりしない。

　自分に言い聞かせていた信念が、木こっ端ぱ微み塵じんに消し飛んだ瞬間だった。

　飛ぶじゃねーか！

　ひとりでに飛ぶじゃねーかあの剣！

　引き絞られた弓から放たれる矢のように、コルドリクスがジントの心臓めがけて飛び出そうとする。

　その柄つかを、ティラニアの白い手がはっしと掴つかんだ。

　刀身がぶるりと震え、唸うなり、渋々と持ち主に従う。

　切っ先がふいとジントから逸それた。それでようやく、ジントは自分が息を止めていたことに気付いた。

　ビルムたちも目を丸くして足を止めていた。

「てっ、てめえ、なんのまじないだこいつは!?」

　ビルムがジントに向かって怒鳴る。ジントは呻うめくように答えた。

「……あんたが思ってるより、ずっとヤバいまじないだよ」

「ああ!?」

　ビルムは自分たちがどれほど危険な状況にいるか認識していない。

　その一瞬の混乱を縫って、ティラニアが間合いを詰めた。

　魔剣が「殴り屋」の一人を捉とらえた次の瞬間、「殴り屋」の巨体は、あっという間に透き通って、その場で砕け散った。

「うおっ」

　とっさに顔を背ける。フードの布地に、飛び散る水晶の欠片かけらが当たって霰あられのような音を立てた。

「他た愛あいもない！」

　ティラニアの勝ち誇った声が響き渡る。

　最初の戦いで見たときとはまるで別人だった。

　あのときは剣に振り回されているような戦い方だったが、今は違う。

　からからと笑いながら、ティラニアがもう一人の「殴り屋」に斬きり込んだ。斬ざん撃げきを防ごうとした太い棍こん棒ぼうが真っ二つになって飛んだ。二人目も水晶の彫像と化して、悲しげな呻うめきと共に砕け散った。

　満腹で気力充分のティラニアの視線が、次なる獲物に向けられた。

「……クソがッ」

　ビルムがティラニアから飛び離れて、ジントに斬りかかった。

　燐りん光こうを放つ〈雛鳥殺しヤングベイン〉が、ジントの顎あごの下へと生きもののように迫る。

　頭をのけぞらせてかわしたジントの外套を、ビルムの左手がむんずと掴つかんだ。

　ジントをティラニアの方へ突き飛ばして、自分はその隙すきに逃げるつもりだ。

　だが、その思惑は未遂に終わった。

　身を翻そうとしたビルムの背を、コルドリクスが無慈悲に貫いていた。

「クソッ、馬鹿野郎、アリかよ、こんな──」

　啜すすり泣なくビルムもまた、次の瞬間、粉こな微み塵じんになって散った。何人の子供や若者を手にかけてきたか知れない、怪物じみた老盗賊が、瞬まばたき一つの間にこの世から消え去ったのだ。〈雛鳥殺し〉も、持ち主と運命を共にした。

　そして魔剣は、当然のように、ふたたびジントへ切っ先を向ける。

「おい、待て──」

　制止する暇もなかった。ティラニアの腕が持ち上がり、ジントに向かって黒い刃が振り下ろされる。

　身を沈めた頭上すれすれを、背筋の寒くなるような刃鳴りが通り過ぎた。ジントは外套の中からハンマーを取り出した。コルドリクスの刃を叩たたき折ろうと、無我夢中でハンマーを振る。その重いハンマーが、手の中でふっと軽くなった。ハンマーの頭が、チーズの塊のようにあっさりと両断されていた。

　勢い余って、泥の中に倒れ込む。身を起こそうとするジントに向かって、必殺の魔剣が突き出されようとする。

「やめろ！」

　ジントは怒鳴った。もうそれしかできることがなかった。

「やめろこの馬鹿！　殺す気か！」

　瞬間、ティラニアの赤い双そう眸ぼうが怒りにきらめいた。

　ジントの胸が高鳴った。半分しかない心臓が、跳ねた。

　きれいだ。

　状況にもかかわらず、ジントは見とれていた。

　こんなきれいなものは、初めて見た。

　あまりにもきれいだったので、動きが止まった。もっと見ていたかったのだ。

　迫るコルドリクスの切っ先を忘れて、ジントはティラニアの目を見つめていた。

　赤い瞳が、不意にジントに焦点を合わせる。

「あっ!?」

　ティラニアが息を呑のんで手を止めた。

　その手の中で、不満げに魔剣が蠢うごめく。コルドリクスの刃は、ジントの身体に触れる間際、皮一枚で止まっていた。

「ご、ごめん！」

　よろよろと後ずさるティラニア。ジントは息を荒げながら立ち上がる。

「な……何してくれてんだよ！　敵味方の区別もできねーのか！」

「ごめんなさい……本当に」

　ティラニアがジントから目をそらして、コルドリクスを背中のハーネスに納める。魔剣はようやく唸うなるのをやめた。目を合わせないまま、ティラニアが続ける。

「君を敵と間違えたわけじゃないんだ。むしろ、敵ではなかったからというか……」

　言い訳じみた口調でティラニアが言った。

「敵じゃなかったから？　どういうことだ」

「この魔剣は……親しい者の血を特に好むの。つまり……」

　要領を得ないティラニアの説明に、ジントは眉まゆ根ねを寄せる。

「親しい者の血？」

「つまり、私が君に気を許して、少し親密になったから──あっ」

　そう言いかけて、ティラニアはハッと口を押さえた。

「い、いや！　勘違いしないで！　ただ、食事を出してもらったから……ただそれだけだからね！」

　手をばたばた動かして、ティラニアはそう主張した。

　何やら慌てているようだが、ジントはそれどころではない。

　ティラニアの間合いを警戒しながら、ジントはじりじりと後ずさった。

「つまり……あんたと俺が親しくなればなるほど、その剣は俺を狙ねらうようになるってことか？」

「そう……だと思う。あっ、でも──」

「それ以上来るな」

　ジントが手のひらを突き出すと、ティラニアは途方に暮れたような顔で立ち尽くした。

「冗談じゃない。あんたと親しくなるなんてお断りだ」

「ジント──」

「たかだか飯を喰くわせただけで懐かれちゃ困る。あんたとこれ以上親しくなる気はない」

　ティラニアが唇を噛かんで、目を伏せた。その表情に、ジントの胸が、ズキリと痛む。唾つばを飲み込んでから、ジントは続けた。

「俺は家族を守らなきゃいけないんだ。業腹だが、心臓の半分はくれてやる。だから、もう──近付かないでくれ」

「ジン……ト」

「じゃあな」

　ジントは冷たく言い捨てる。

「……わかった」

　叱しかられた子供のように、ティラニアがしょんぼりと頷うなずいた。

　フードを深く下ろすと、その場で踵きびすを返す。

　靴底に踏みしだかれた水晶が、透明な音を立てる。

　ジントの見守る前で、悄しよう然ぜんとした姿は霧雨の向こうに消えていった。

「……なんだよ」

　一人残されたジントは呟つぶやく。去り際の表情が、目に焼きついていた。

「あれじゃ、俺がひどい奴みたいじゃねーか」

　目をつぶって頭を振ると、ジントは背を向けて、その場を立ち去った。
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　考え事をしながら、ジントは濡ぬれた街路を足早に歩いていった。

　──なんだよ、あの顔。

　胸の内で、もやもやしたものが渦巻いている。

　──あんなに心細そうな顔しやがって。

　足取りが乱れる。

　深い水たまりに踏み込んで、大きな足音を立ててしまった。

　ジントは舌打ちする。

　──一体何を気にしてるんだ。悪いのはあいつだぞ。俺は被害者だ。金をもらっていいくらいだ。

　それなのに、なんだこの、スッキリしない感じは。

　ぶるぶるとかぶりを振る

　やめよう。俺らしくもない。

　あいつのことはもう忘れる。

　だいたい、あんなに強いんだから、自分の面倒は自分で見られるはずだ。

　心臓を半分持っていかれたのは腹が立つが、まあ死んでないし、なんとかなるだろう。

　どこかで魔法使いを見つけて、なんとか取り戻せないか訊きいてみてもいい。

　そうだ、そうしよう。スナガラにいる魔術師は、〈兄弟団〉の頭ザルガンをのぞけばケチなまじない師だけだから、大きな街に探しに行く必要はあるだろうが。どのみちこんなところに骨を埋める気はないのだ。弟たちがもう少し大きくなったら、街を出よう。

　だから、もうあいつのことは忘れる。

　さっきから胸が死ぬほどスウスウするのも、じき慣れるはずだ。

　自分に言い聞かせながら、スナガラの表通りを大おお股またに歩いていく。

　ティラニアはもういないから、こそこそ身を隠す必要もない。

　そろそろ日が暮れ、スナガラにも明かりが点ともり始めている。炊事の煙も立ち昇り、この時間は、街がかつての賑にぎわいを少しだけ思い出したかのような雰囲気に包まれる。

　もともと街道筋の宿場として栄えていたスナガラは、盗賊のねぐらとなってからも、一応の宿場の体裁は保っている。あくまで一応の……ではあるが。

　うっかり普通の旅人が迷い込んだら、賭博で身ぐるみ剥はがれるか、寝ている間に持ち物を奪われるか、いずれにしてもろくな目には遭わないだろう。しかしそれでも、街道を外れて黒水川や森を行くよりはマシなのだ。得体の知れない怪物に喰くい殺されるよりは、盗賊の方が話が通じるだけまだいい、と考える旅人は多い。

　朝から降っていた雨も、ようやく止やんだようだ。フードを後ろに除よけて、ささやかな街のざわめきに耳を澄ませた。

　悪い夢のような体験の後で、まともな人間の世界に触れたかったのだ。

　……いや、盗賊がまともかどうかはともかく、少なくとも人間ではある。

　そのとき、ようやく気がついた。

　街の雰囲気がおかしい。

　普段なら人が出入りしている宿や雑貨屋の扉が閉ざされている。

　なじみの人間が、ジントと目を合わせない。

　通り過ぎる後ろから、ひそひそと囁ささやき交わす声が聞こえる。

　ぴりぴりした空気、剣けん呑のんな視線──殺気。

　そこではたと思い至った。

　──俺はなんて馬鹿なんだ！

　待ち伏せ部隊が帰らず、ビルムもいなくなった。

　ジントだけがのこのこ歩いている。待ち伏せに加わっていたはずの、下っ端のジントが。

　──どう見ても、俺が何か事情を知っているようにしか……はっきり言ってしまえば、俺が何かやらかしたようにしか思われないだろう。あるいは……裏切りを。

　ちょっと考えてみればわかったはずの認識が一気に襲ってきて、ジントは目眩めまいを覚えた。

　何を考えてたんだ？　黙っていればバレないとでも？

　なんでこんなことに思い至らなかった？

　──ティラニアのことしか考えていなかったからだ。

　そのことに気付いて、猛烈に腹が立ってきた。

　──あいつ、どこまで俺に迷惑を……！

　いや、そんなことを考えている場合ではない。

　ジントは肩越しに来た道を振り返る。いくつもの人影が、軒先のランタンや篝かがり火びの明かりが届かぬ場所を、さりげない足取りで近付いてくる。

　ここはもう安全ではない。今やジントは、〈兄弟団〉の裏切り者だ。

　前に向き直って、ジントは駆け出した。

　ジント一人だけではない。今やマトリたちの身も危険に晒さらされているのだ。

　もうなりふり構っていられなかった。路地を抜け、塀に飛び乗り、廃屋の屋根を伝って、最短の道のりで家路を急いだ。

　ジントがねぐらにしている、元鍛か冶じ屋の建物の二階には明かりが点ともっていた。

　屋根から天窓を開け、飛び降りる。ジントの部屋は出たときのままだ。誰もいない。

　扉を開けて、廊下に出た。

「マトリ！　タルク！　トト──」

　妹と弟たちの名を呼んだとき、頭に強い衝撃が走った。

「ぐっ……」

　たまらずその場にぶっ倒れるジント。

　見上げた視界に、砂を詰めた革製棍棒ブラツクジヤツクを持った男のシルエットが目に入った。

　──そうだよな、当然家で待ち構えてるよな。

　薄れる意識の中でジントは思った。

　──しょうがねえ、あいつらを見捨てて逃げるなんてできなかった。

　動揺していなければ、いつものようにかわせたかもしれないが、もう遅い。

　男はもう一度ブラックジャックを振りかぶったが、二度目の打撃は必要なかった。ジントは速やかに意識を失った。
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　顔に水をかけられて意識を取り戻した。

「つっ……」

　両肩の痛みに顔をしかめる。

　手首を鎖で結わえられて、頭上高く吊つられている。かろうじて爪つま先さきが床に着くくらいの、苦しい体勢だ。

　松明たいまつの明かりに照らされた石造りの部屋。さして広くはない部屋の中、何人もの男がジントを取り囲んでいた。

　壁際の炉で、焼きごてが熱されている。暗がりの中から、刃物を研ぐ音が聞こえる。床一面に汚れた帆布が敷かれているのは、飛び散った血や死体の処理を簡単にするための用意だ。

「よう、ジント」

　浅黒い肌に口ひげを生やした小太りの男が、ジントの顔を覗のぞき込こんだ。

〈兄弟団〉の二番手、〈伊だ達て男おとこ〉パゴスだ。いつも仕立ての良い服を着ているが、それらはみな自分が殺した犠牲者から剥はぎ取とったものである。微妙に丈の合っていないズボンに、余り気味のベスト。よく見れば血の染みや、刃物でつけられた裂け目があちこちに残っている。

「パゴス、誤解だ。俺は裏切ってない」

　ジントは早口で言った。

　パゴスは首をかしげる。

「はーん？　言い分があるなら言ってみろ」

「あの女は魔物だ。恐ろしい剣で、みんなあっという間に殺された。俺も殺されるところだった。脅されたんだ」

「ほうほう、そうか。なあ、ジント」

　いちいち頷うなずきながら、パゴスが呆あきれたように言った。

「おまえ、嘘うそが下へ手ただなあ」

「嘘じゃねえ──」

「残念ながら、見ていた奴がいてな」

　パゴスが指で差し招くと、ジントの背後にいた人物が、視界に姿を現した。

「……フリック」

　死んだと思っていた男を目にして、ジントは驚いた。

　全身泥だらけではあるが、傷らしい傷も負っていない。

「見てたぜ、おまえが女と家から出てくるところ」

　ぎらぎらした目でジントを睨にらみつつ、フリックは床に唾つばを吐いた。

「仲間を殺した奴と通じやがって、裏切り者が」

　それは違う……と言いたかったが、やめた。

　ティラニアと一緒にいるところを見られていたなら、どんな抗弁も無駄だろう。

「……わからねえ。どうやってあの場を生き延びたんだ、フリック」

「へっ、俺ほどの素早さと機転がなきゃ、あの場で俺もくたばってただろうな」

　その一言で、ジントはすべてを悟った。

「フリック、おまえ、人をけしかけといて、自分だけ逃げたのかよ」

「う、うっせえ！　裏切り者にとやかく言われる筋合いはねえ！」

　フリックが気色ばんで叫ぶ。

「そこまでにしときな、ガキども」

　パゴスが面倒そうな声で割って入った。

「ジント、おまえも〈兄弟団〉の掟おきては知ってるはずだ。裏切り者は見せしめに嬲なぶり殺ごろしにされる。例外はねえ──おまえみたいなチビのガキでもな」

　パゴスが合図をすると、ぎりぎりと鎖が巻き上げられた。たちまち足が床を離れ、体重が腕にかかる。関節が軋きしみ、ジントは呻うめいた。

　そのとき、横合いの扉が開いて、聞き慣れた声が叫んだ。

「お兄ちゃん！」

「マトリ!?」

　吊つられた不自由な姿勢の許す限り首をねじって、ジントは戸口に目をやった。

　盗賊に腕を掴つかまれて入ってきたのは、まぎれもなく妹のマトリだ。その後ろから、弟たちも引きずられてきた。べそをかいているトトを、タルクがかばおうとしている。

「守るものが多いと、枷かせも増える」

　パゴスが口ひげを撫なでつけながら、したり顔で言った。

「ジントよ、おまえは見所のある奴だと思っていたが、失望したぜ。結局こういうところは二流三流──半端者のままだったな」

　マトリたちが部屋の隅に投げ出された。怯おびえた弟たちが、マトリにひしと抱きつく。

「俺の家族は関係ないだろ。手を出すな」

「なに、心配すんな。特等席でおまえの拷問を見物させてやろうってだけだ。その後は自由にしてやる。どこにでも行けばいい」

　そう言って、パゴスは口ひげの下で歯を剥むいた。

「頼りの兄貴を失ったガキ三人、どうやって生き延びるのか知らねえがな」

「てめえ……!!」

　鎖を解こうと暴れるが、足の着かない高さで無様にもがくことしかできない。

　シャッ、シャッ、と刃物を研ぐ音が止やんだ。

　革エプロンをした拷問者が、床に敷かれた帆布を踏んで、無表情に歩み寄ってくる。手にした小さな刃物は、猟師が使う皮かわ剥はぎナイフだ。

　ジントの死は、苦痛に満ちたものになりそうだった。

　拷問者がジントの顎あごを掴んで持ち上げ、右、左と眺め回す。どこから刃を入れるか、見極めようとしているのだ。

　方針を決めたのか、拷問者は、顎を掴んだままジントの頭をぐいと横へ向けた。

　皮剥ぎナイフの刃先が、左耳の下へと近付いてくる。

　と──そのとき、扉の外が騒がしくなった。

　叫び声と、何かが砕ける音。

　狼ろう狽ばいした声が近付き、短い悲鳴となって途絶えた。

「……なんだ？」

　盗賊たちが立ち上がる。

　ジントは顔を横に向けられていたので、最初から扉が視界に入っていた。

　扉の前にいた一人が、ドアノブに手を伸ばしたとき、その背中から、黒い刃が生えた。

　コルドリクスだ。

「うわあああ!?」

　ジントは悲鳴を上げてしまった。

　半分の心臓が飛び跳ねた。全身から冷や汗が噴き出す。今まさに生きたまま皮を剥がれようとしていたというのに、黒い剣をふたたび目にした恐怖の方がはるかに大きかった。

　扉越しに貫かれた盗賊が、水晶の像と化して砕け散った。

　盗賊たちが唖あ然ぜんとして見守る中、扉が真っ二つになって倒れ込む。

　戸口をくぐって現れたティラニアは、鎖で吊つられたジントを目にして顔を曇らせた。

「ああ、ジント。そんなに怯おびえた顔をして、かわいそうに」

　ジントはしばらく口をぱくぱくさせていたが、やっとのことで言葉を絞り出した。

「……なんでここに!?」

「食事の礼というところかな」

「い、要いらない要らない」

　激しく首を振るジントに、ティラニアは鷹おう揚ように微笑ほほえみかけた。

「遠慮しなくていいよ。実際、殺されるところだったじゃない」

　ティラニアはジントに向かって歩を進める。部屋中にひしめくむさくるしい男たちなど目に入っていないかのようだ。その手に握られた黒い剣は、低くハミングするような唸うなりを上げている。尋常ではない武器であることは、誰の目にも明らかだ。

「……おいジント。こいつがその、例の女か」

　パゴスがかすれた声で訊きく。視線はコルドリクスに据えられたままだ。

「……ああ」

「ふーむ。そうか、こいつか」

　じろじろと自分を眺め回すパゴスの視線に、ティラニアが眉まゆをひそめた。

「なにか？」

「いやなに、いただける服があるかと思ってな」

「はい？」

「上背はあるが、幅はねえな。惜しい……」

「ジント、こいつ何言ってるの？」

　ティラニアが訊たずねる。なんと説明したものか、ジントはただ、かぶりを振るばかりだ。

「まあいい、だいたいわかった。おいおまえら──」

　パゴスが声を張り上げる。

「──この女をぶっ殺せ！」

　うおお、と盗賊たちが喚わめいて、得物を抜いた。

　ティラニアに向かって殺到する盗賊たちの頭越しに、ジントは必死で叫んだ。

「マトリ！　弟連れて逃げろ！　絶対こっち来んな！」

　人垣に阻まれて、その声がマトリに届いたかどうかはわからなかった。

　たちまち室内に怒号と悲鳴が満ちた。白はく刃じんのきらめき、のけぞり倒れる男たち、砕け散る水晶に松明たいまつが照り映える。

「くそっ、くそっ、なんで俺がこんな目に」

　ジントは鎖を両手で握って、自分の身体を持ち上げた。自分を吊つるした鎖をがしがしとよじ登り、梁はりの上に待避する。鎖をゆるめて解きながら見下ろすと、手を伸ばせば届きそうな距離で、死の竜巻と化したティラニアが盗賊たちを次々に屠ほふっていた。

「おっかねえ……あいつ、なんで俺の居場所がわかったんだ、ってうおおお!?」

　まるでジントの独り言が聞こえたかのように、コルドリクスの刃先がジントめがけて飛んできた。間一髪、鎖を解いて飛び降りた背後で、太い梁がやすやすと両断される。

「馬ッ鹿野郎あぶねえ！　気をつけろ！」

　床に着地して叫ぶジント。そこは乱戦のまっただ中だ。突然飛び降りてきたジントに向けて、周囲の盗賊たちが短剣を振り下ろす。恐るべき魔剣の遣い手を前にして、ほとんど恐慌状態に陥っているようだ。

　這はうようにして攻撃を避よけ、脚の間をかいくぐり、人垣の後ろへ抜けようとした頭の上で、盗賊が三人まとめて黒い大剣に薙なぎ払はらわれた。

「ひいっ」

　降り注ぐ水晶の欠片かけらを払いのけながら、ジントは野良犬のように四つんばいで逃げた。

「おいガキが逃げるぞ！　そいつも殺やれ！」

　乱戦の中でもみくちゃにされながら、パゴスが命令を飛ばしている。

「怯ひるむんじゃねえ！　来るな！　来るなっつってんだろ、服が皺しわになるじゃねえか、この馬鹿野郎！」

　足を滑らせながら立ち上がったとき、背中に冷たい殺気を感じた。

　──あ。

　やられる。

　そう悟った直後、脇わき腹ばらに熱い衝撃が突き刺さった。

「ぐう……っ」

　深い。内臓をやられた。

　いつもならやすやすとかわせたはずの短剣の一撃。コルドリクスを恐れるあまりの失態だった。脚がもつれ、ふたたび転倒する。肉厚の刃が傷口からずるりと抜けると、湯のように熱い血が服の下にあふれた。

　激痛に声も出せず、身体を丸める。

　──よりによってこんな、つまらねえ死に方かよ……。

　魂を貪むさぼる魔剣に殺されかけて九死に一生を得た。〈雛鳥殺しヤングベイン〉からも逃れた。拷問も免れた。なのに、乱戦の中で誰のものとも知れない短剣に刺されて死ぬことになるとは。

　横たわったまま、後ろを見上げる。折しもティラニアが盗賊を皆殺しにするところだった。最後まで残っていた〈伊だ達て男おとこ〉パゴスの首が飛び、胴体もろとも砕け散った。

　流れた血を嗅かぎつけたように、コルドリクスがジントの方を向いた。

　あの邪悪な魔剣に、残った心臓を奪われたくはない。脇わき腹ばらの激痛に歯を食いしばりながら、ジントは魔剣から遠ざかろうと這はいずった。床を覆う帆布に血が滴したたる。意識が遠ざかっていく……。

　……意識が戻ってきた。

「ん？」

　ジントは目を瞬しばたたいた。

　何かがおかしい。

　あれほど痛かったはずなのに、嘘うそのように痛みがない。

　おそるおそる上体を起こし、立ち上がってみた。

　あっさり立てた。

「どうなってんだこれ──」

　脇腹に手をやる。手のひらにべったりと血がつく。

　しかし──

「…………嘘だろ？」

　傷がない。消えていた。確かに服が破れ、血で汚れているが、刺されたはずの皮膚は滑なめらかで、確かにあったはずの傷はいくら指で探っても見つからない。

　──気のせい？　いや、確かに刺された。そのはずだ。

　どうにも解せない。わけがわからない。

　しかし、考え込んでいる場合ではなかった。

　コルドリクスを引っ提げて、ティラニアが近付いてきたからだ。

　ちゃりちゃりと水晶の欠片かけらを踏んで立ち止まり、ジントの表情を見て首をかしげる。

「どうしたの？　無事？」

「刺された」

　脇腹をさすりながら、ジントは曖あい昧まいに答える。

「そのはずだったんだが……」

「傷は浅いようね。よかった」

　ティラニアが微笑ほほえみ、ジントは不ふ明めい瞭りような呻うめきで答えた。

「お兄ちゃん！」

　呼ぶ声に振り返ると、部屋の隅に置かれたテーブルの陰から、マトリと弟たちが顔を出していた。乱戦に巻き込まれないよう、うまく隠れていたようだ。

「お兄ちゃん、血が出てる！　たいへん──」

　駆け寄ってくる妹たち。ティラニアの手の中で、コルドリクスがひくりと動く。

「だめだ！　近付くな！」

　思わずジントは叫んでいた。

　転がるようにティラニアから離れ、マトリたちを抱き留とめる。

「お、お兄ちゃん？」

「近付くな。あれは……あれはヤバい」

「でも、助けてくれたんでしょ？」

「それは……」

　口ごもるジントを、三人の妹弟が不思議そうに見つめる。

「大丈夫だよ、ジント」

　ティラニアがそう言って、黒い剣を背中に納める。

「大丈夫？　何がだよ」

「私はちゃんと、この剣の手綱を取っている。だからそんなに警戒しなくてもいい」

　そう言うティラニアの背中で、黒い剣が不満げに身震いした。

「……いやいやいやいや」

　ジントはふるふると首を横に振る。

　ティラニアはこくこくと首を縦に振る。

「大丈夫だから」

「どこがだよ」

「まだ食事の礼も済んでないし」

「充分だよ！」

「足りないの。なぜなら」

　ティラニアの腹が鳴った。

「その……今の戦いで、すっかりおなかがすいてしまって……」

　唖あ然ぜんとして見つめるジントをもじもじと見下ろして、ティラニアが言った。

「何か食べ物を持っていたら、少し分けてくれないかな……？」
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　ジントが囚とらわれていた建物は、スナガラの中心部にある石造りの館やかただった。

　かつてはこのあたりの領主が暮らしていたのか、しっかりした造りだが、荒くれた盗賊たちが出入りして、今や見る影もなく荒れ果てている。

　現在の館の主あるじは、〈兄弟団〉の首領、魔術師ザルガンだ。地獄のデーモンと契約して力を得たと噂うわさされており、ジントの知るところ、噂は根拠のないものではなさそうだ。ビルムに〈雛鳥殺しヤングベイン〉を与えたのはザルガンだし、〈兄弟団〉に捕らえられた不運な旅人が、デーモンへの生いけ贄にえに捧ささげられていると耳にしたのは一度や二度ではなかった。

　幸い、ザルガンは川上の荒れ野へ出かけている。邪悪なまじないのために、今なお障気を放ち続けるバジリスクの死し骸がいに近付いて、おぞましい材料を採取しているのだ。しかし、出かけたのはこの日の夜明け。時刻は既に夜半近く、いつ戻ってきてもおかしくはない。

　松明たいまつの煤すすに汚れた通路を、ジントたちは足早に抜けていく。

「早く来い！　さっさと逃げるぞ！」

　囁ささやいたつもりの声が、石壁に反響する。

　しかし、聞きつけて出てくる者は誰もいなかった。

　静かだ。静かすぎる。ザルガンが留守のときにも、この館やかたには〈兄弟団〉の盗賊がたむろしているのが常だ。それなのに今日は、全員死に絶えたかのような静寂に支配されている。

　死に絶えたかのような──。ジントはティラニアを振り返る。この恐るべき魔剣の遣い手は、腹を押さえて、情けない顔で言った。

「ジント。本当に、何かないかな？　おなかがすいて、もう……」

　ぐ────。

　静寂の中に、腹の虫の声が響き渡った。

「……いったい、何人殺した？」

「知らない。数えてない」

　ティラニアが拗すねたように顔を背けたかと思うと、ふらついて壁に手をついた。

　コルドリクスを振るうと、腹が減るというのはどうやら本当らしい。

「……マトリ、なんか持ってるか」

「うーんと」

　マトリは懐ふところから小袋を出して漁あさり、小さな乾ほしイチジクを二、三個取り出した。

「これでいいかな」

「新しい妹に食べさせてやれ」

　マトリが振り返って見上げると、ティラニアは目を輝かせた。

　手のひらを差し出して、潤んだ目でマトリを見つめる。

　マトリは胸を張って、ティラニアを見上げた。

「いーい、ティラ。あたしがお姉ちゃんなんだからね」

「お姉ちゃん？」

　ティラニアは目をぱちくりさせる。

「私が君の妹なの？」

「そうよ。お兄ちゃんの妹になったのは、あたしが先。だから、お姉ちゃんの言うこと聞くって約束できる？」

「できるできる。できますとも」

　手のひらを差し出したまま、ティラニアは即答した。

「ちょうだい、お姉ちゃん」

「いい子ね。それならあげる」

　イチジクを一つもらうと、ティラニアは目にも留とまらぬ速さで口に放り込んだ。

「あ！　行儀悪い！」

「もぐもぐ？」

「もー！　ちゃんと落ち着いて、静かに食べないとダメなのよ」

「もぐもぐ」

　ティラニアはもっともらしく頷うなずいた。

「あー！　いいなー！」

「ぼくも！　ぼくも！」

「はいはい、あげるからお利口にしてて」

　タルクとトトが騒ぎ始めたので、マトリは慣れた手つきで、二人の弟の口にイチジクを放り込んだ。

　ティラニアは実に満足そうな顔をして、固い乾ほしイチジクを噛かみ続けている。

「お兄ちゃんは？」

「要いらない。マトリ食べろ」

「これからどうするの？」

「街を出る」

　ジントは簡潔に答える。ティラニアがかなりの数を片付けてくれたとはいえ、〈兄弟団〉はまだ何人も残っている。この街の外で「出稼ぎ」している連中もいるし、ザルガンが荒れ野への遠征に連れて行った手勢も一人や二人ではない。ここに留とどまるのは危険だ。

　戦いになったときに、妹たちを守る自信はなかった。コルドリクスは味方どころか、いつ背中を刺すかもしれない脅威だ。マトリたちを連れて行かなければならない現状ではなおさらである。ティラニアに悪意がなさそうなのがせめてもの幸いだが、空腹でふらつくこの剣士は、はたして心強い味方か、たちの悪いお荷物か──。

「街を出て、どこへ行くの」

　マトリが小声で訊たずねる。弟たちの手前、元気に振る舞っているが、不安なはずだ。街の外に身寄りなどないし、ジントが拾って以来、この三人の妹弟きようだいはスナガラ以外の世界を知らない。

　実のところ、それはジントもたいして変わらなかった。街の外も少しは知っているが、育ての親が死んでからは、〈兄弟団〉に言いつけられた用事で、何度か近場に出かけたことがあるくらいだ。スナガラを出てどこに行けばいいのか、ジント自身わかってはいない。

「……東だ。東に行く。馬を奪って、川下に向かう」

　ジントはマトリと目を合わせないまま、そう答えた。

　ザルガンが向かった荒れ野は、街の西にある。だから反対方向に逃げる。今はただ、それしか思いつかなかった。

　不気味に静まりかえった館やかたの廊下を抜けて、外に続く扉を開ける。

「いいか、トト、タルク、静かに行くぞ。教えただろ、音立てないで歩くやり方。おぼえてるか？」

　ジントの問いに、弟たちが頷うなずく。

「よし。じゃあ行くぞ」

　扉を出て、壁伝いに馬小屋に向かった。

　抜き足、差し足、忍び足──マトリは年の割に、なかなか様になっている。いい盗賊になるだろう。トトとタルクは、まだまだ真ま似ね事ごとの域を出ないが、幼い子供に可能な限り頑張っている。最後尾のティラニアは──

　ぐ────。

　腹の鳴る音が、夜のしじまに響き渡った。

　忍び足がばからしくなるほど大きな音だった。

　イチジク一個では、とうてい足りないだろうと思ってはいたが。

「……おい」

「ごめん」

　幸い、聞きつけて出てくる者はおらず、無事に馬小屋にたどり着いた。

　いつもと違う気配を感じたか、気の立った馬をなだめて、荷馬車につなぐ。

「いいぞ。みんな乗れ」

　幌ほろもない粗末な荷馬車に、マトリ、タルク、トトが次々と乗り込む。

　所在なげに立っているティラニアを、ジントは振り返った。

「乗らないのか？」

「……私もついて行って、いいの？」

　遠慮がちにジントを見下ろすティラニアに、ジントは仏ぶつ頂ちよう面づらで頷いた。

「好すきにしろよ」

　ティラニアの顔が、ぱあっと明るくなった。

　こくこくと熱心に頷いて、荷馬車に飛び乗る。

　ジントは御者席に登って手綱を取った。

　スナガラの夜は暗い。盗賊たちの棲すむ廃はい墟きよの街、夜遅く点ともっている灯あかりはわずかだ。

　誰が見ているかも知れない闇やみの中、ジントの駆る荷馬車は、街道を東へと向かった。
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　しばらく後。

　ジントが囚とらわれていた部屋に、一人の男が佇たたずんでいた。

　鋭い目をした大柄な男である。頭を剃そり上あげ、黒い髭ひげを長く伸ばしている。身につけているのは、黒地に金糸で装飾を施したローブ。手には宝石の嵌はまった金属の杖つえを持っていた。

〈兄弟団〉の首領にして魔術師、ザルガンである。

　足音がして、数人の盗賊が部屋に駆け込んできた。

「変です、お頭。詰めてた連中が誰もいねえ」

「どこかに行ったにしちゃ、荷物がそのままだ。飯の最中にいきなり消えちまったみたいで気味がわりいです」

「…………」

　ザルガンは身体をかがめ、水晶の欠片かけらを一つ摘つまみ上げた。

「こりゃなんですかね、お頭。そこら中に散らばってる」

「何か、魔道を使った奴がいるな」

　低い声でザルガンが言った。

「お頭！」

　新たな盗賊が一人駆け込んできて報告した。

「馬が二頭足りません。荷馬車もです。それと──こいつが」

　そう言うと盗賊は、連行してきた若い男を部屋に押し込んだ。

　怯おびえた顔で周囲を見回す男に、ザルガンが声を掛ける。

「誰だ、おまえは」

「お、俺、フリックです。待ち伏せ隊の」

　フリックの外套は、乾いた泥で汚れた上、怒り狂った群衆に袋ふくろ叩だたきにされたかのようにもみくちゃだった。よく見ればあちこちに刃物の傷があり、髪もぐしゃぐしゃだ。

「何があった、フリック」

「う、裏切りです。ジントってガキが、変な剣を持った女を連れてきて、そいつがみんなを殺やっちまった。俺は追いかけたんですけど、あいつら、馬車で逃げちまって」

　息せき切って喋しやべるフリックを見下ろしていたザルガンは、フリックを連れてきた盗賊に向かっておもむろに訊たずねた。

「おい、このガキどこで見つけた」

「便所で震えてました」

　フリックの顔が白くなる。

「す、すいません！　俺完全にびびっちまって──」

「フリック」

　ザルガンはフリックの両肩に手をかけた。

「びびるのは当然だ。逃げるのも、隠れるのもな。他の連中が死んだのに、おまえだけ生き残ったのは、おまえが優秀な盗賊だからだ。違うか？」

「あ……は、はい、どうも……」

「だが、生き残った人間には一つだけ役目がある」

　ザルガンの手が猛もう禽きんの爪つめのように、フリックの肩に食い込む。

「何があったか言え。一つでも隠し事をしたら、おまえを生きたまま豚の餌えさにしてやるからそのつもりでいろ」

　フリックは声も出せずにがくがくと頷うなずいた。

　ザルガンが肩を掴つかんでいた手を離すと、フリックがその場にへたり込んだ。

「話せ」

　震え上がったフリックが、つっかえつっかえ、目撃したことを報告するにつれて、ザルガンの眉み間けんに深い皺しわが刻まれていった。剃そり上あげた頭にビキビキと血管が浮く。

　手にした杖つえの石突きを、ガン！　と床に叩たたきつけると、居並ぶ盗賊たちが一様にびくりと身を震わせた。

「……俺の仕事ビジネスをめちゃめちゃにしやがって」












　ザルガンの口調に、盗賊たちが怯ひるんだように後じさる。体内にみなぎる魔力の影響か、魔術師の目は緑色の光に輝いていた。

「どこの手先か知らないが、ふざけた野郎だ。そいつの親兄弟、一族郎党、残らず見つけ出して地獄に送ってやる」

　盗賊たちをぎろりと睨ねめつけて、ザルガンは怒鳴った。

「さっさと行け！　行ってそのガキと女を追え！」

　盗賊たちがあたふたと出て行くのを、腰を抜かしたままのフリックは呆ぼう然ぜんと見送った。
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　夜の街道ハイロードを荷馬車は東へと進む。左手に黒水川を臨んで、堤防の上を行く道である。

　遙はるかな昔、世界を統べる大帝国が造った道だという。何千年という歳月を経て、石畳はあちこち凹へこみ、波打っている。崩れていて、迂う回かいしなければならない場所も珍しくない。星明かりのみを頼りに馬車を走らせるのは、神経を使う仕事だった。

　後ろの荷台では、ジントの三人の妹弟きようだいが折り重なって寝息を立てている。傷んだ路面を車輪が踏むたびに、荷馬車は大きく跳ねたが、起きる気配もない。それほど疲れたのだろう。無理もない──子供には過酷な一日だった。

「ううう」

　もう一人の乗客は、一向に眠れないようだった。

「おなかが……おなかが」

　ぐ────。

「おなかがすいたぞ。うっうっ」

「うるっさいなあ。なんもないんだからしょうがないだろ」

　荷台に横座りして、上体だけをジントの座る御者席にぐったりと垂らしたティラニアが、恨めしそうな視線を向けてくる。

「そんな目で見てもだめだ」

「ううう」

「寝ちまえってば」

「おなかすきすぎて眠れない……」

　呻うめき声ごえを上げるティラニアには、威厳の欠片かけらもない。

「ううう、ジントぉ」

　なんだか呼び方もだらしないし、なれなれしい。

「またなにか作ってくれない？」

「なにかって、なんだよ」

「あのスープ……おいしかった」

　ティラニアがうっとりと目を閉じた。

「表面に浮いた鶏の脂……ほどよい塩加減……ほぐした身と……刻んだ香草……ちょっとだけ芯の残った麦粒……」

　味を思い出しているのか、幸せそうに顔が緩む。

　ぐ────。

　また腹が鳴って、眉まゆ毛げがへにょりと垂れる。

「ううう。おなかすいた。おなかすいたってば」

「わーかったよ！　今は我慢しろ！」

「我慢できないから言ってるの。まじめに聞いてくれないかな」

「うっせえ。俺は今、もっと大事なことを考えなきゃならないんだ」

「ごはんより大事なことって、なによお」

　荷台で眠る三人をちらりと振り返って、ジントは答えた。

「これからどこに行くかだよ」

　そう言うと、うるさかったティラニアが急に黙り込んだ。

「……どうした？　腹が減りすぎて気絶したか？」

「…………」

　ティラニアはしばらく黙っていたが、不意に改まった口調で言った。

「このまま東に行くと、何があるか知ってる？」

「え……あ、ああ、街があるだろ。でかい街が」

「そう。黒水川の河口に、ジャララマールの街がある。行ったことは？」

「ない」

「ジャララマールには、縁のある者がいるの。そこなら、君の妹たちを安全に預けられると思う」

　ジントは思わず、ティラニアの顔を見返した。ティラニアがまじめな顔で続ける。

「君の心配は、そういうことでしょう？　君一人ならどうとでもなるけど、妹弟の安全が確保できない。どうにかして安全な隠れ家がを見つけたい。違う？」

「……ああ。そうだ」

　ジントの返事に、ティラニアが頷うなずいた。

「それなら、安心して。なんとかできると思う……」

　ぐ────。

　そこで気力が尽きたのか、ふたたび腹が鳴った。

「ううう……でもジャララマールは遠い……」

　情けない顔でティラニアが呟つぶやく。

「もうちょっと近くに知り合いがいればよかったのに……」

　と、そのとき。

　ジントの耳に、不穏な音が届いた。

「しっ」

　ティラニアの呻うめきを手で制して、耳を澄ます。

「……どうしたの？」

「聞こえるか？」

「……わからない。なに？」

「蹄ひづめの音だ」

　ジントは御者席から立ち上がり、後方に目を凝らす。

　すぐに見えてきた。灯あかりだ。

　馬の鞍くらにつけるランタンの輝きが、闇やみの中で揺れている。

「追っ手？」

「この荷馬車じゃたいした速度は出ない。追いつかれる前に街道を外れるか──」

　ジントが言いかけたとき、鋭い鳥の鳴き声が夜を切り裂いた。

　はっと見上げると、星空を背景に、一羽の鴉からすが飛んでいる。荷馬車と速度を合わせて飛ぶ鴉の目は、毒々しい緑に燃えていた。普通の鳥ではない──ザルガンの使い魔だ。

「くそ、見つかった！」

　鴉は嘲るように三度鳴いた。それを合図に、蹄の音は急速に近付いてきた。
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「マトリ！　マトリ起きろ！」

　ジントの呼びかけに、マトリがハッと目を開ける。

「お兄ちゃん？」

「追っ手だ。弟たちを守れ」

　マトリが後ろを振り返り、息を呑のんだ。

　ランタンの光が、いくつも近付いてくる。

「タルク、トト、起きて」

「んー……」

「お姉ちゃん……？」

「しっ。大丈夫、隠れてて──」

「あ」

　タルクとトトががばりと起き上がり、後ろに目を凝らした。

「追いかけてくる」

「何人いる!?」

　ジントが叫ぶと、二人が声を揃そろえて答えた。

「八つ！」

　上の弟のタルクはエルフ、末のトトは半獣人である。人間よりはるかに夜目が利く。

「よし！　いいか、お姉ちゃんの言うこと聞いて隠れてろ！　できるな？」

「うん」

「で、できる！」

　マトリがジントと目を合わせて頷うなずいた。タルクとトトが荷台の床に伏せ、マトリが毛布で二人を覆う。

「はあッ」

　ジントが手綱で馬を煽あおると、二頭立ての荷馬車は速度を上げた。

「ジント。ジント、聞いて」

　ティラニアが荷台から御者席に身を乗り出して、深刻な顔で言った。

「なんだ」

「本当に、本当に食べものを持ってないの？」

「は……？」

　ジントはまじまじとティラニアの顔を見上げた。

　ティラニアも大まじめにジントを見下ろす。

「ないの？」

「……ないって言ってるだろ」

「よく考えて。今襲われたらどうなるか──」

　話す間にも、腹の鳴る音が止まらない。

「追いつかれるのは時間の問題だよ。君は妹弟を守りたいんでしょう。この状況で、全員を守れるのは私だけだよ。そのためには、何か食べる必要がある」

　探るように目を細めて、ティラニアが言った。

「本当に、何も持ってないの？」

「…………」

　ジントはしばらくティラニアと顔を見合わせていた。

　吹きつける風に、白い髪が踊る。赤い目が星明かりにきらめく。話の内容が違ったなら、さぞかし様になっただろうとジントは思う。

　気を取り直して、ジントは口を開いた。

「仮に持ってたとしてもやらねえよ。おまえの剣、おっかないから」

「だ、大丈夫だってば！」

「何が大丈夫なんだ」

「私はコルドリクスをちゃんと手なずけてるから。勝手に君を殺させたりはしない！」

　疑いの目を向けるジントに、ティラニアは熱弁を振るう。

「ほ、ほら、思い出してみて。私が最初に君を刺したとき──」

「よくおぼえてるよ。その節はどうも」

「──あのとき、私はとてもおなかがすいていた。だからコルドリクスが制御できなかったんだよ。ほらほら、どう？　おなかがすいたままだと、かえって危険だぞー。あまり私を飢えさせない方がいいぞー」

　論破してやったとでも言いたげに、ティラニアがジントを見下ろした。

　ジントはあっさり首を横に振った。

「その剣、抜かなきゃいいだけだろ」

「なにをー!?　で、でも、戦いになったら──」

「心配すんな。逃げ切ってやる」

　ジントは言い切った。あながち根拠のない発言でもない。こういうときのために、多少の用意はある。速度では勝てないが、盗賊らしい小細工ならいくらでも──

「あっ！」

　ティラニアが大きな声を上げた。

「どうした？」

　御者席から振り仰ぐと、ティラニアは立ち上がって、後方を呆ぼう然ぜんと見ている。

「なんだ、何があった？　追いついてきたか？」

「……落とした」

　ぽつりとティラニアが言った。

「え？　なに？」

「落とし物をした。止めて」

「はあ!?　止められるわけねえだろ、諦あきらめろ！」

　ティラニアはふるふると首を振った。

「できない」

　そう言うと、ティラニアは荷台をすたすたと歩いて、ジントが反応するより早く、さっと空中に身を躍らせた。

　飛び降りたのだ。

「ティラちゃん!?」

　弟たちの上に伏せていたマトリが、がばりと起き上がった。

「お兄ちゃん、あの子、飛び降りちゃったよ！」

　ジントは声も出ないほど驚いていた。

　身体をねじって振り返るが、ティラニアの姿は、既に後方の闇やみに呑のまれている。

「……あの馬鹿、どういうつもりだ!?」

　こんなところで飛び降りたら、あっという間に追いつかれて、取り囲まれるはずだ。

　戦えないと言っていた。嘘うそではないだろう。腹が減って、あれほどふらふらだったのだ。

「くっそ……なんで俺がこんな……」

　ジントは歯ぎしりして呟つぶやいた。

「お兄ちゃん？」

「マトリ。手綱を任せていいか」

「えっ？」

「馬を一頭切り離す。このまままっすぐ走れ。一頭立てになるから遅くはなるが、俺が追っ手を止めるから大丈夫だ」

「う、うん──」

「タルク！　トト！」

　弟たちが毛布の下から顔を出す。

「ちょっと出かける。お姉ちゃんを守れ。いいな」

「うん、わかった」

「わかった！」

「よし。三人とも頼んだぞ。すぐ戻る」

　ジントは手綱をマトリに渡して、二頭立ての右の馬の背にまたがった。

　別の手綱をつけてから、荷馬車から馬具を外す。

「はあッ」

　腹を蹴けると、荷馬車から解き放たれた馬は、速度を上げて走り出した。

　少し前に出てから、大きく右に曲がる。街道の外の土を蹴立てて、ジントの馬は荷馬車とすれ違い、ふたたび街道に戻った。

　今来た道を全力で戻る。ジントの頭の中では呪のろいの言葉が渦巻いていた。

　──女神キーラのおっぱいにかけて、あいつはいったいなんなんだ!?　まだ生きてたら、あの空すきっ腹ぱらに石詰めて縫ってやるからな！

　行く手にランタンの灯あかりがみるみる近付いてくる。その数八つ、弟たちの目は確かだ。

　騎馬の盗賊たちに取り囲まれて、ティラニアが一人立っているのが見えた。白く輝く髪は夜でも目立つ。その手にコルドリクスが握られているのを見て、ジントは怖おじ気けづきそうになった。近付きたくない！

　馬を止めて引き返そうかとすら考えたが、そのとき、ティラニアの様子に気付いてしまった。足はふらつき、コルドリクスを頼りない手つきで振り回して、なんとか盗賊たちを寄せつけないようにしている。空腹も限界で、立っているのがやっとなのだろう。追っ手が一人もやられていないのがその証拠だ。

　──放っておくか？　いや、だめだ、ここまで来て引き返せるか。

　馬の腹を蹴けって、ジントは突入した。

　石畳を叩たたく蹄ひづめの音に、盗賊たちが反応する。

　向こうはランタンを使っていて、視界が暗くら闇やみに慣れきっていない。こちらが有利な点はそれくらいだ。

「ティラニア！　こっちだ！」

　叫ぶと同時に、ティラニアの身体がぐりんと回った。ティラニアよりも先に反応したコルドリクスが、遣い手の身体を引っ張ったのだ。

　その動きで、ティラニアを背後から短槍ジヤベリンで突こうとしていた盗賊が斬きられた。盗賊は馬ごと水晶の彫像と化し、星明かりを映してきらめきながら砕け散った。

　勢いでたたらを踏んだティラニアが、驚きよう愕がくに目を瞬まばたく。

「ジント!?」

「何やってんだよおまえは!?　早く乗れ！」

　突っ込んできたジントに、盗賊たちが殺気立った。

「裏切り者のガキだ！」

「野郎、させるか！」

　短たん槍そうと半月刀シミターを振りかざし、ジントに襲いかかる盗賊たち。ティラニアから距離を取ったのは、彼らもこの魔剣遣いの危険さを悟ったのだろう。

　馬の背に身を伏せて、続けざまの攻撃をかわす。必死で手綱をさばいて、一人ずつ避よけていく。

　こんな状況にもかかわらず、ジントは不思議と冷静だった。自分でも意外なほどに。

　どんなに肝を冷やすような攻撃も、コルドリクスに狙ねらわれることに比べたらマシなのだ。

　とはいえ、甘く見ていい連中ではない。取り囲まれたら終わりだ。七人の攻撃を避けきって、ティラニアの方へ馬首を巡らせる。

「こっちだ、乗れ──いや、待て、馬鹿、先に剣を納めろ！」

　ティラニアが抜き身の魔剣を持ったまま近寄ってくるので、ジントは泡を食って叫んだ。しかし、ティラニアは言うことを聞かない。ジントが怯おびえているのがわかっているのかいないのか、つんのめりそうになりながら走ってくる。

「き、斬るなよ！　絶対斬るなよ！」

　恐怖に目をつぶりそうになりながら、ジントは馬上から手を差し伸べる。ティラニアがその手を取る。

「来い！」

　馬を走らせながら、全力でティラニアを引っ張り上げようとする。荷馬車から外した馬だから、鞍くらもなければ鐙あぶみもない。ただでさえ乗りにくい裸はだか馬うまの上、鎧よろいと剣とティラニアを合わせた重量が、ジントの腕一本にかかる。

「ぐうっ……！」

　無謀だったか、と思った次の瞬間、コルドリクスを握ったティラニアの右手がぴくりと跳ねて、凄すさまじい斬ざん撃げきがジントを襲った。

「ひっ」

　馬から転げ落ちそうになって、たてがみにしがみつく。馬が抗議のいななきを上げる。

「うおおい！　勝手に俺を殺したりしないんじゃなかったのかよ！」

「だから言ったじゃない……私を飢えさせない方がいいって」

「開き直ってんじゃねえ──!!　早く登れ！」

　ジントは怒鳴るが、ティラニアの手にはほとんど握力がない。足が地面に引きずられて、馬の速度が落ちていく。

「もーだめ……おなかがすいて……力が……」

「あーもー！　わかったよ！」

　ジントは左手を腰の道具入れに伸ばして、掴つかみ取とったものを差し出した。

「ほら！　取れ！」

「なによ……それは」

「食い物だよ！」

「!!」

　いきなり目の輝きが変わった。

　さっきまで息も絶え絶えだったはずのティラニアが、ジントの差し出した乾ほし肉にくを、摘つまんだ指ごとぱくりと咥くわえた。

「うわっ、それ俺の指だからな!?　食うなよ!?」

　幸いにして、飢えたティラニアがジントの指を噛かみちぎるという事態にはならなかった。

　肉を咀そ嚼しやくするティラニアの顔に、満足そうな表情がじんわりと広がっていく。

「ん♡」

「んーじゃなくて！　いいから早く、上がれ……」

　と言いかけたそのとき、背後から殺気が急速に近付いた。

　──しまった！

　避よけられる体勢ではなかった。左の肩口から右腰へ、斜めに激痛が走った。斬きられた！

　──またかよ！　どうしちまったんだ俺!?

　勘が鋭く、どんな攻撃も避けられる……そう自負していたジントは、少なからず動揺していた。待ち伏せからのブラックジャック、乱戦中の短剣、そして今度はこれ。悪条件が重なっているとはいえ、やられすぎである。

　──くそっ。なにもかも、コルドリクスに刺されてからだ……。

　目の前が暗くなる。急速に力が抜けていく。支えきれない。ティラニアを掴つかんでいた手が緩み、身体が傾いた。

　──ああ……落ちる。

　もうどうしようもなかった。ぐったりしたジントの身体が、馬の背から落ちていく。

　その落下が、急に止まった。

「う……？」

　見上げる視界に、星空を背景にして、白く輝く髪の少女。

　ティラニアが、落下するジントを捕まえていた。

　最初から馬上の人だったかのように平然と、ティラニアがジントを見下ろしている。

　口をもぐもぐ動かしながら。

「やっぱり持ってたじゃない」

　ジントを見下ろして、ティラニアが言った。

「……何の話だ」

「食べ物の話だよ、もちろん。隠していると思ったんだ。予想通り」

　勝ち誇ったように言う。

「……せめて、食い終わってから喋しやべれ」

　かすれた声で返すと、ティラニアがふっと微笑ほほえんだ。

　一片の乾ほし肉にくでどれだけ元気が出たのか、ティラニアはぐったりしたジントを片腕で持ち上げて、馬の背に戻してしまった。ジントがティラニアの前にまたがる形になる。ジントの方が背が低いから、抱きかかえられているようで面白くない。

「ちょっ……待て、これ、やだ」

「なによ。もぞもぞしない」

「やめろ、俺が後ろに乗る、おまえが前になれ」

「そんなことしてる場合じゃないよ。だいたい私の後ろに乗ったら、前が見えないでしょ」

「う、うるせえ！」

　ジントの抗議に、ティラニアは屈託のない笑い声で答えた。

　言い合っている間に、ジントは妙なことに気付いた。

　背中の傷が、痛まないのだ。深手だったはずなのに。

　あんな風に斬きられたら、喋るどころか、息をするだけで痛むだろう。

　それなのに、どんどん痛みが引いていく気がする。

　死にかけて痛みを感じなくなっているにしては、意識もはっきりしている。

　──どうなってる？

　傷を確認しようと背中に手を回していると、ティラニアが戸惑ったような声を上げた。

「ちょ、ちょっと。鎧よろい越しとはいえ、あまり触らないでほしいかなって」

「おまえを触ってんじゃねーよ！」

　とは言ったものの、確かに今の体勢では傷の状態を確かめるのも難しい。ジントは諦あきらめて手を戻した。

　ティラニアが馬首をめぐらせて、二人は追っ手と向かい合う。

　白はく刃じんをきらめかせて殺到する盗賊たちに向かって、コルドリクスを頭上に掲げる。

「イエ・ベハルダン・ストームブライド！」

　ティラニアの澄んだ声が、夜の街道に響き渡った。その古めかしい言葉の意味はわからなかったが、盗賊たちに向けた挑戦の叫びであることは察せられた。

　だが、盗賊たちは戦意を失っていない。怯おびえて暴れる馬をなだめつつ、二人を押し包むように向かってくる。

「突っ切るよ、ジント」

　ティラニアが囁ささやき、ジントは頷うなずいた。

「ハッ」

　ティラニアの鋭い気合を合図に、二人の馬は飛び出した。

　たちまち包囲の輪が縮まり、白刃の林が行く手を阻む。

「手綱は任せろ。間違って俺の首を飛ばすなよ」

「わかってる、大丈夫。心配しないで」

「心配しないわけねえだろ、おまえ自分で何言ってるかわかってんのか」

　返事の代わりに、コルドリクスが唸うなった。

　先頭の盗賊が木こっ端ぱ微み塵じんに砕け散り、続く馬が棹さお立だちになって足を止めた。振り落とされた騎手が、頭から石畳に落ちる。

　ジントは容赦なく馬を突っ込ませた。

　コルドリクスが右に左に振るわれ、更に二人の盗賊が心臓を喰くわれた。

　残る三人の攻撃をかいくぐり、二人の馬は囲みの外に躍り出た。

「よし！　次を──」

　快かい哉さいを叫ぶジントに、ティラニアは力なく答えた。

「いや、だめ……」

「は？」

「おなかがすいた。もーだめー」

「もう!?」

　呆あきれて振り返ったジントの目に、上空から高速で近付く何かが映った。

　緑の目の鴉からす。ザルガンの使い魔だ！

「うおっ」

　危ういところでのけぞらせた首筋を、カミソリのような嘴くちばしがかすめた。

「痛いって！」

　ジントは首を押さえて喚わめく。手のひらに温かいものが伝う。危うく太い血管をえぐられるところだった。

　鴉は地上すれすれに滑空し、ふたたび空高く舞い上がる。

「また来るぞ！」

　鴉が翼をすぼめて突っ込んできた。速い！　石弓クロスボウから放たれた矢のように、黒い嘴が近付いてくる。

「くうっ」

　ティラニアがコルドリクスを持ち上げ、黒い鏃やじりと化した鴉を危ういところで迎え撃った。

　ギャアッと耳障りな声が上がり、黒い羽根がぱっと飛び散った。コルドリクスの切っ先が、鴉の頭部を捉とらえていた。

　不格好に羽ばたいて体勢を立て直した鴉が、距離をとって二人を見下ろす。片目が潰つぶれていた。右目のあった部分は黒くごつごつと結晶化して、残った左目は身震いするほどの怒りと憎しみに輝いていた。

　鴉は翼を一打ちして舞い上がり、スナガラの方へと引き返していった。

「あいつ、コルドリクスに斬きられて死ななかったぞ」

　ジントが呟つぶやく。ティラニアが大儀そうに頷うなずいた。

「デーモンだよ。ふつうの生きものとは違う」

　そう言いながら、馬からずり落ちそうになる。

「おい、大丈夫か!?」

「おなかすいただけ……」

「わかった、俺に掴つかまれ。その剣だけしっかり捕まえとけよ」

「だから、おなかすいたんだってば。もっと食べ物があるでしょ、知ってるんだから。ちょうだい」

「あとでな」

「人でなし！」

　ティラニアの抗議を聞き流し、道具袋から撒き菱カルトロツプを取り出して後ろに放り投げる。

　すぐに馬のいななきが聞こえ、遠ざかった。ちらりと振り返ると、残る三人の追っ手はその場に留とどまって、悔しそうにこちらを見ていた。ジントは密ひそかに安あん堵どの息をつく。一人でも引っかかれば、これ以上の追跡はしないだろうと踏んでのことだ。

　なんとか切り抜けた。また死にかけた気がするが。

「……そういえば、落とし物をしたって言ったよな」

　背中に寄りかかるティラニアにジントは訊たずねた。

「いったい何を拾いに戻ったんだ。よっぽど大事なものだったんだろうな？」

「ああ……これ」

　ティラニアが背中越しに手を差し伸べた。

　その手のひらに載っているのは、幅広の紐ひも──リボンだ。

　思い出すまでに少し間があった。ジントがティラニアに与えたものだ。粥かゆを食べるとき、髪を束ねるようにと、作業机の上から適当に取って渡した、何の変哲もないリボン。

「おまえ……」

　ジントは呆ぼう然ぜんとリボンを眺めた。

「まさか、これのために馬車から飛び降りたのか？」

「風で飛んじゃったの」

「こんなどうでもいいもののために!?」

　怒って口走ったその言葉に、思いがけずティラニアが激げき昂こうした。

「どうでもいいとはなによ！」

「どうでもいいだろこんなもん！　おまえ、全員の命を危険に晒さらしたんだぞ！」

　そう言うと、ティラニアは黙り込んでそっぽを向いた。

「何考えてんだ……死んでたかもしれないのに」

　ジントは不機嫌に呟つぶやいた。怒っていた。

　険悪な雰囲気になった二人は、荷馬車に追いつくまで、ついに一言も喋しやべらなかった。
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　フリックの目の前で、突然ザルガンが絶叫したかと思うと、顔を手で覆った。

「ぐおお……っ！」

　苦痛に満ちた呻うめき声ごえ。

「お、お頭……？」

　震え声で問いかける。しばらく返事はなかった。

〈兄弟団〉の頭目が、何かまずい事態に陥っていることは明らかだった。

　今のうちにこの場からずらかるべきか、それとも居残って忠誠を示すべきか、フリックが悩んでいるうちに、ようやくザルガンが顔を押さえた手を離した。

　フリックは息を呑のむ。

　右目を中心にして、ザルガンの顔の半分が結晶化していた。

「お頭!?　そ、その顔」

「ぬうう」

　ザルガンの残った左目が怒りに燃え上がる。

「甘く見たわ……。加護を施した使い魔を傷つけるとは、あの剣、あの小娘、何者だ？」

　怒りが燃え移ったかのように、部屋に敷かれた帆布が突然燃え上がった。分厚い布があっという間に黒く縮み、灰になっていく。

「ひえっ」

　泡を食ったフリックは部屋の隅へと這はって逃げる。

　ザルガンはフリックには目もくれない。杖つえで灰の上にくるりと円を描き、何事か唱え始める。詠唱の声が大きくなるにつれて、部屋の中に異様な気配が漂い始めた。

「来たれ、力ある者よ、地獄の魔神よ、我が召喚に応えよ」

　ザルガンの呼ばわる声がびりびりと石壁を振動させる。人間の喉のどから出る音とは思えないその声に、フリックは肝を潰つぶす。

「古き約やく定じようにより来たれ。汝なんじの七つの真名のうち一つにおいて来たれ。汝の契約者、大魔術師ザルガンの名において来たれ、〈黒き獅し子し〉アシュタルゴン！」

　ズシン！　地響きと共に、床を覆った灰の上に、突如足跡が現れた。大きな裸足はだしの跡である。同時に、強い獣臭が室内に立ちこめた。目にこそ見えないが、そこに何か異様なものが立っている。フリックにはそれがはっきりと感じ取れた。

「き、キーラ様、助けてくれ……！」

　フリックの口から、盗賊の守り神への祈りが漏れた。

　魔法のことなどほとんど何も知らない。しかし、フリックの乏しい知識でも、ザルガンが何らかのデーモンを召喚したということは察せられた。

　デーモン──この世の外から来る超自然の存在。虫や動物程度の力しかない下位のものから、神に等しい知性と魔力を備えた上位のものまで、その姿も能力もさまざまだ。この世界の外には無数の異世界があり、デーモンはそれら異世界の住人なのだという。

　主あるじのいない足跡は、灰を踏んで近付き、ザルガンを囲んだ円の前で立ち止まった。

「久しいな、ザルガン」

　虚空から響いた声は、思わず聞きき惚ほれるほど深く美しかった。

「健勝か？　贄にえもなしに我を呼びつけるとは、偉くなったものだな」

　ザルガンは苛いら立だちを隠さない。

「これはどういうことだ。貴様と契約して加護を得たはずが、なぜ俺の配下が死んでいる」

「ふむ？　汝に授けた加護を上回る、強力な魔術が使われたようだ。驚くべきことだな」

　悠揚迫らぬ口調で、不可視の魔神──アシュタルゴンが答える。ザルガンの語調が強くなった。

「貴様には充分すぎるほど供く物もつを捧ささげている。俺に従え、アシュタルゴン」

「足りぬ、足りぬ。あの程度の供物では、我にできることは限られている」

「足りぬだと！　バジリスクを使って、街一つ捧げてやったのだぞ」

「街一つとは言うが、死んだ者は住人の半分にも満たぬではないか……ん？」

　アシュタルゴンの声がからかうような調子を帯びた。

「どうした、その面つらは？　この前に会ったときよりずいぶんと男前になったな？」

「そのことよ。黒い剣にやられた。飢えた狼おおかみのごとく唸うなり、泣き妖よう精せいのごとく歌う。斬きられた者は水晶と化して砕け散る。俺の使い魔を傷つけ、俺にまで届く呪のろいを打った。なんだ、あの剣は？」

　アシュタルゴンの声が黙り込んだ。

「どうした、アシュタルゴン」

「……ザルガンよ、汝なんじの言うことがまことならば、面白い」

「心当たりがあるのか」

「ある。その剣はコルドリクス。貪どん食しよくの魔剣、〈ハートスレイヤー〉コルドリクスだ。汝には想像もつかぬほど強力な魔剣よ。とうの昔に失われたと思っていたが……」

　考え込むようにアシュタルゴンの声が低まった。

「ザルガン。手を貸してやってもいい。本来ならばしかるべき贄にえを求めるところだが、特別だ。その剣を手に入れて我の下に持て。剣の遣い手もだ。そうすれば、汝にさらに強力な加護を与えてやる」

「そんな口約束を信じろと言うのか。貴様の加護は俺の配下になんの効果も及ぼさなかったのだぞ」

「魔術師よ、汝がどれだけ我が加護に助けられてきたか忘れたわけではあるまい？　汝の築き上げた富も、異次元の城じよう砦さいも、我がおらねば存在しなかったのだぞ」

「ならば、今のこの状況はなんだ！」

「コルドリクスに並の加護は効かぬよ。あれほど強力な存在を相手取るならば、それ相応の準備がいる──」

　ザルガンを囲む円の周りを、足跡がゆっくりと回る。

　その歩みが、ぴたりと止まった。

「ところで……これはなんだ？」

　見えざる存在とザルガンとの対話を呆ぼう然ぜんと見ていたフリックは、不意に総毛立つ思いに囚とらわれた。

　砂の上に足跡のみを印しるすそれの注意が、自分に向けられたことを感じたのだ。

「こいつだけ円の外に置かれているということは、喰くっていいということだな？　供物にしては扱いが雑だが」

「好すきにしろ。腰抜けの役立たずだ」

「ならば、遠慮なく」

　さくり、さくりと灰を踏んで、足跡が近付いてくる。フリックは声も出せずにそれを凝視していた。

　逃げなければ死ぬ。そのことだけは、はっきりとわかっている。しかし身体は凍りついたように動かない。

　何もない空中に、二つの黄色い輝きが生まれた。

　目だ。魔神の目が、フリックを見つめているのだ。

　人の目の位置より、ゆうに頭二つ分は高い。

　狩りをする猛獣にも似て、瞬まばたきもしない黄色い目。

　その輝きが、ぐうっとのしかかってくる。バジリスクに睨にらまれたように、フリックは身動きひとつできない。

「震えているな。寒いのか？」

　気遣うような声が降ってきた。優しさを装った、とてつもない悪意に、フリックはその場で嘔おう吐としそうになる。

「ふうむ。おまえをどうしてやろうな？　この場で喰くってやってもいい。我が地獄の住処すみかへ連れて行ってもいい。それとも……いや、待てよ。いいことを思いついたぞ」

　不穏な含み笑いに、嫌な予感が膨れあがる。

　見えない指先が、フリックの額ひたいにひたりと触れた。蛇の腹に触れられたかのような感触に、ぞっとして身を引こうとしたものの、既に遅かった。何かが頭の中に入ってくる！

「腰抜けの盗賊よ。汝なんじを我が猟犬にしてやろう」

　アシュタルゴンが囁ささやいた。

　フリックの絶叫が、スナガラの夜に吸い込まれていった。
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「……ねえ、お兄ちゃん。やっぱりおかしいよ」

　ジントの背中の傷を診みていたマトリが言った。

「ほんとに斬きられたの？　返り血じゃないの、これ」

「どうなってる？」

「傷がないの。確かに古傷みたいな痕あとはあるけど、よーく見ないとわかんないくらい」

「そうか。ありがとう、もういいよ」

　ジントはそう言って、脱いでいたシャツを着る。布地は確かに切り裂かれていて、乾いた血でごわごわするのに、受けたはずの傷はない。自然に治ったとしか思えないが、いくらなんでも速すぎる。

　コルドリクスに斬きられたことが、何か影響しているのだろうか。

　──だったら、こっちはなんで治らない？

　ジントは首筋に手をやった。ザルガンの使い魔にやられた傷は、一向に治る気配もなく、貼はりつけた膏こう薬やくの下でズキズキ疼うずいている。

　自分の身体におかしなことが起きているのに、何が起こっているのかはさっぱりわからない。その事実がもたらす不安は大きかった。目の前で焚たき火びが燃えているにもかかわらず、ジントは寒気をおぼえていた。

　追っ手を振り切ったジントたちは、林間の空き地に野営の場を設しつらえていた。

　空き地の周りには、細い針金をめぐらせて、簡単な鳴なる子こを仕掛けておいた。

　野営をするのは久しぶりだ。出稼ぎの下働きとして、兄貴分の盗賊に連れられてスナガラの外に出たことが何度か──ジントの経験はそれだけだし、マトリたちはこれが初めての野営となる。

「お姉ちゃん、おなかすいた」

「すいたー」

　タルクとトトは、マトリのそばを片時も離れようとしない。

「しょうがないわねー。もうちょっと待ってて」

　草を食はむ馬の方に向かうマトリの後を、弟たちもついていく。火から少し離れると、あたりは真っ暗だ。野営地の周りに何があるのか、既に肉眼では確かめられなくなっていた。

　追っ手が来ても焚き火の明かりが見とがめられないよう、街道から下りた細い脇わき道みちに入り込み、できるかぎり痕こん跡せきを消してある。相手も盗賊、本気で捜索されれば発見される可能性は高いが、過半数を失った追っ手はおそらく態勢を立て直してから来るはずだ。盗賊は数を頼む。強いとわかっている相手に、わざわざ少人数で挑んだりはしない……。

　──そう考えると、俺は盗賊失格かもな。

　ジントの口元が自じ嘲ちように歪ゆがむ。

　盗賊にとって重要なのは仲間だ。一人で動く盗賊はいないし、いても長生きしない。仲間を裏切った盗賊となればなおさらだ。

　あのとき、こいつの喉のどを掻かき切っておけば……。

　そう思いながら、焚き火の反対側に座るティラニアに目をやる。

　長身の魔剣遣いは、まだ拗すねたように口を尖とがらしていた。

　ジントの視線を感じたのか、顔を上げる。目と目が合うと、露骨にそっぽを向いた。

「なーに、まだケンカしてるの？」

　馬から下ろした鞍袋サドルバツグを抱えて、マトリが火のそばに戻ってくる。

「もういいじゃない、みんな無事だったんだから。ね、お兄ちゃん」

「…………」

「いや、うん、私が悪かったよ」

　渋々ながら、という感じではあったが、ティラニアが言った。

「軽率だった。ごめん」

「うんうん。素直に謝れるティラはいい子いい子」

　マトリがティラニアの頭を撫なでる。

「ほら、お兄ちゃん、もういいでしょ」

　ふーっ、とジントはため息をつく。

「わかったよ」

「はい、仲直り！　じゃ、ごはんにしましょうね。タルク、トト、手伝って。お兄ちゃんは休んでて」

　マトリは強引にまとめると、元気よく食事の準備を始めた。

　家にいるときと変わらない態度に、ジントは驚かされる。物心ついてからずっと住んでいたスナガラを出て、心細くないはずはないだろうに。日が暮れてから街の外を旅する人間はほとんどいない。今この瞬間も、どんな怪物が野営地に忍び寄っているか知れたものではないのだ。

　──俺のせいで、こいつらを不ふ憫びんな目に遭わせちまった……。

　そんなジントの心中も知らずに、ティラニアは食い入るようにマトリの手元を見つめていた。鞍袋サドルバツグから、干からびたニンジンや芋が取り出されるにつれて、ティラニアの目がきらきらと輝き出す。

　見かねてジントは口を挟んだ。

「おい……あらかじめ言っとくけど、あんまりたいした食い物はないからな。ザルガンの館やかたの厨ちゆう房ぼうからくすねてきたもんだけだぞ」

「スナガラを発たつ前に？　あの短時間にそんなことを？」

　なぜかティラニアは感心したような目でジントを見つめた。

「さすが盗賊だね、ジント。食べ物を盗むことにかけては右に出るものがない……」

「変な褒め方すんな！　マトリたちがやってくれたんだよ」

　二人が言い合っているところに、マトリが小さな鍋を持ってやってきた。

「ティラちゃん、そこ場所開けてくれる？　お兄ちゃんの隣に座ってて」

「えー」

「えーってなんだよ」

　ジントに睨にらまれたティラニアが目を背ける。

「だってジント不機嫌だし、まだ怒ってるし」

「怒ってねえよ別に」

「絶対怒ってる」

「いいからほら、早く早く」

　マトリに追い立てられたティラニアが、焚たき火びを回ってジントの方にやってきた。

　微妙な距離を置いて隣に腰を下ろす。

　そのまま、何か言いたげにジントを見下ろしている。

「……なんだよ」

　耐えかねて水を向けると、顔を寄せてきた。

「あのね──」

　耳元で囁ささやかれて、思わずぶるりと震えてしまった。

　焚き火の明かりに紛れて、ジントが赤くなっているのは気付かれなかったようだ。ティラニアは小声で続ける。

「あのね。最初から気になってることがあるんだけど──」

「……あいつらのことか？」

　ジントがマトリたちの方を目で示すと、ティラニアがこくりと頷うなずいた。

「聞かない方がいい？」

「いや……。たいした話でもない。あいつらは俺が拾ったってだけだ」

　妹弟きようだいたちの方を見ながら、ジントは言った。

　エルフのタルクは、焼かれた森で捕獲された。ザルガンに命じられて〈兄弟団〉が襲った森だ。捕虜は少なかった。ザルガンが何か恐ろしい儀式をして、エルフたちの血をデーモンに捧ささげたのだと、襲撃から戻ってきた大人たちが噂うわさするのを聞いた。数少ない捕虜の中に、タルクがいた。ひどい火傷やけどを負い、死にかけていた。

　獣人のトトは、もともと奴ど隷れいだった。強引にスナガラを通ろうとして襲われた異国の隊商の中に、奴隷商人の檻おり馬車があり、その片隅でぼろ切れのように横たわっていたのがトトだった。〈兄弟団〉の戦利品となった奴隷たちの多くは転売され、何人かは〈兄弟団〉に加わり、何人かはザルガンの館やかたから二度と出てこなかった。

　二人とも、〈兄弟団〉に見つかったときには衰弱していて、商品としては適さない不良品だった。それを、どうせ捨てるならと、ジントが引き取ったのだ。

「マトリちゃんは？」

「あいつは、俺の師匠が連れてきた。そのときはまだ俺もガキだったから、生まれはよく知らないが、やっぱり〈兄弟団〉が襲った隊商の生き残りだと思う」

「師匠？」

「飢え死にしかけてた俺を拾って、盗賊の業わざを教え込んだ男だ。何年も前に死んだけどな。俺がタルクやトトを拾ったのも、師匠の真ま似ねをしてるだけで」

「ふうん？」

　小さい声でぼそぼそと喋しやべっていたせいか、ティラニアがジントの言葉を聞き取ろうと身体を寄せてくる。いい匂いがして、ジントは動揺する。訊たずねられてもいないのに、言葉を続けていた。

「し……師匠は、変な信念みたいなのがあってな。俺たちみたいな仕事の人間は、誰かを育てておかないとダメになるって……」

「盗賊の時点でダメなんじゃない？」

　きょとんとした顔でティラニアが言う。

「うるせー。そうじゃなくて……盗賊とか、剣士とか、魔術師とか、冒険者……要するにまっとうじゃない稼業の人間は、何か守るものをつくらないとヤバいって言っててさ。だ、だから、おめーも他人事じゃねーぞ」

「どうヤバいのかな」

「えと、ほら、俺たち、ずっと一人でやってるだろ。仲間がいるっちゃいるけど、基本的に自分の腕で飯を食って、一人でなんとか生きていけてる。明日にも死ぬかもしれないけど、死んだら死んだでいいと思ってる」

「うん」

「でも、自分一人の食くい扶ぶ持ちだけ考えてると、死ぬとき悲惨だってさ。だから、弟子をとるとか、犬を飼うとか──なんでもいいから誰か面倒を見なきゃいけない奴を見つけろって、そう言ってた」

「……よくわかんないな」

　ティラニアが考え込むように顔を伏せたまま、ゆっくりとかぶりを振る。

「ま、俺に訊きかれてもよくわからん。師匠も変人だったからな。でも師匠の言った中で、一つだけ正しいと思うことがある」

「なに？」

「飢えてる奴に飯を食わせることだ。師匠がそうしてくれたから、俺は生き残ったんだ」

　ティラニアが顔を上げた。

「それが、ジントの信念？」

　ジントは曖あい昧まいに肩をすくめた。信念というほど立派なものではない気がした。

「私にごはんをくれたのは、その信念があったから？」

　そのとき、マトリが鍋を木べらでカンカン叩たたいてジントたちを呼んだ。

「できたよー」

　マトリが小さな鍋の蓋ふたを取った。夜空に湯気が立ち昇り、香草の匂いが漂う。

「わあっ」

　ティラニアが顔を輝かせる。

「ティラちゃん、手伝ってくれる？」

「はあい」

　マトリに呼ばれたティラニアが立ち上がって、鍋の方に歩いていく。

　会話が途と切ぎれて、ジントはほっとしていた。

　夢から覚めたような、不思議な感覚。

　こんな話は、誰にもしたことがなかった。
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　鍋の中身は、ちびた野菜と乾ほし肉にくと塩のスープだった。

　手持ちの材料と今の状況で、マトリは最大限の努力をしたと言っていいだろう。何より温かい料理というだけでありがたい。

　五人は鍋の周りに身を寄せ合って、かちかちのパンをスープでふやかして食べた。

　ティラニアも幸せそうに食べている。

　リボンでくくられた髪の束が、後頭部でぴょこぴょこと揺れていた。

　──こんなリボンの、何がそんなに大事だったのかね。

　解せないままに、ジントは薄いスープを啜すすった。












　食事を終えて、おのおの寝る支度を整える。ジントも弟たちに小便をさせると、二人の寝床を作ってやって、自分も毛布にくるまった。

　話し声が途と切ぎれると、森の静寂がのしかかってくる。

　森の夜は暗い。ジントたちのささやかな野営地の周りは、完全な闇やみに閉ざされている。

　得体の知れない鳥の声。下生えの中を駆け抜ける、小さな生きものの足音。

　どこかで木立が折れる音がしたのは、猪いのししか、熊くまか、それとも夜をうろつく怪物か。

　街道には魔法がかかっていて、邪悪な魔物を遠ざける──などと言われているが、自分で確かめたわけではない。なにしろまともに街の外を旅するのは初めてなのだ。

　しかも、すぐ近くにとびきり邪悪な魔剣が、遣い手と共に横たわっている。

　馬具の鳴る音や、誰かの寝息が、魔剣の不穏な身じろぎに聞こえて、ジントはなかなか寝付けなかった。

「……眠れないの？」

　暗闇の中、思いがけないほど近くで、ティラニアが囁ささやいた。

　思わずジントはびくりと跳ねる。

「お、脅かすな」

「別に脅かしたつもりじゃ……。怖いの？　そばに行こうか？」

「やめろよ、子供じゃねーんだぞ」

「遠慮しなくていいよ」

　言うが早いか、背後からティラニアが抱きついてきた。

　長い手足が毛布の中を泳いで、ジントをぎゅっと締めつける。

「ちょ、こら、やめろって！　くっつくな！」

「しーっ。騒がないで。みんな起きちゃうよ」

　たしなめるように言われて、ジントは動きを止める。

「んー、あったかい」

　ジントの首筋に顔を埋めて、ティラニアが満足そうに言った。

「な、なんなんだよもう」

「いいじゃん、減るもんじゃなし」

「うう……」

　ジントは胸を押さえて呻うめいた。

「どうしたの？　大丈夫？」

「大丈夫じゃねえ。おまえに刺された傷が疼うずくんだよ！」

「そっか。痛む？」

「痛くはない。ただ……なんだか、すごく切ない感じがする。なんだこれ」

「ごめんね。どうしてあげたらいいのかな」

　ティラニアが、ジントを抱きしめる腕に力を込める。

　──あ。

　なぜか少し、胸の疼うずきが和やわらいだ気がした。

「…………」

「苦しい？　離れた方がいい？」

「いや」

　思わずジントは首を横に振っていた。

「いや？」

「いい。このままで……大丈夫だ」

　──俺は何を言ってるんだ？

　自分でもよくわからなかった。

　ティラニアに抱きしめられていると、どんどん心が穏やかになってくる。

　なのに、矛盾しているようだが、鼓動が速くなってくる。

　半分の心臓が脈打つごとに、わけのわからない焦燥感が湧わき上がってくるのだ。叫び出したくなるような、それでいて、ずっとこのままでいたいような──

「あのねえ、ジント」

「……なんだ」

「助けに来てくれるなんて思わなかったよ」

　ティラニアがそう言って、付け加えた。

「ありがとね」

「別に……たいしたことじゃねえよ」

　ジントはぼそぼそと答える。

　と──ガチャッ、ガチャッ、と金属の触れあう音がどこかから聞こえてきた。

　完全武装した兵士が歩くような音だ。

「なに？」

　ティラニアが頭を持ち上げた。起き上がろうとするのを、ジントは制する。

「大丈夫。あれは知ってる──〈巡検ガード〉だよ。街道をさまよってるだけだ」

「さまよってる？　兵士なんでしょ？」

「人間じゃないんだ。ずっと昔から、街道を歩き続けてる」

　訝いぶかしげなティラニアに、ジントは説明した。

「多分、魔法の生きものなんだ。生きものってのも正しくないかもしれないけど。旅の間に遭ったことないか？　古びた全身鎧よろいでのろのろ歩いてるやつ」

「そういえば……」

　ティラニアが、記憶を探るように束つかの間ま黙り込んだ。

「苔こけや泥にまみれた鎧よろいの戦士と行き合ったことがある。あれかなあ」

「多分、それだ。魔法で歩く鎧か、ゴーレムなのか知らないけど」

「危険じゃないの？」

「目の前で殺しや盗みをすると襲ってくるってさ。だから、街道の見回りをしてるのは間違いないんじゃないか」

「誰が作ったの、そんなの」

「さあ……。昔の人だろ。街道を造った連中と同じかも」

　足音は石畳を一歩一歩踏みしめながら、夜の中を遠ざかっていく。

　その音を聞いているうちに、いつしかジントの意識は眠りに落ちていった。
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　明け方に野営地を発たち、街道に出た。

　川霧に霞かすんだ街道の上に、追っ手の姿は見あたらない。石畳に耳をつけてみたが、馬蹄の響きも聞こえなかった。

　眠い目をこする弟たちを、マトリが急せかして荷台に乗せた。もう一人の「妹」の世話はジントの役目だ。

「ティラニア！　何ぐずぐずしてんだ、早く乗れよ」

「ええー……朝ごはんは？」

「悠長なこと言ってんじゃねー」

「朝ごはんほど重要なことなんかないよう。乾ほし肉にく一枚くらいあるでしょー」

「昨日のスープに使ったので最後だよ、諦あきらめろ」

「うー」

　にべもないジントの答えに、ティラニアが情けない顔になる。

　ゆうべ自分から毛布の中に入ってきたはずのティラニアは、ジントが夜明け前の肌寒さに目覚めたときには、毛布を独り占めして丸まっていた。起こそうとしてみたが、ムニャムニャ言うだけで一向に目を覚まさなかった。朝からジントの機嫌が芳かんばしくないのも、仕方がないことだったと言えるだろう。

　ときおり聞こえる腹の音をお供に、荷馬車は街道を進む。

　日が昇り、川霧がぬぐい去られたように消える。

「お兄ちゃん、川がきれいになってきたよ！」

　荷台から下を覗のぞき込こんだマトリが声を上げた。

　土手に生えた灌かん木ぼく越しに覗き込むと、濁っていた川が澄んできている。気のせいか、水音までもが爽さわやかになってきたようだ。

「もう黒水川じゃないな」

「水が毒になる前は、白水川ホワイトウオーターと呼ばれていたって聞いたよ」

　ティラニアが言った。

「もう少し下れば、魚も食べられるようになるかな？」

「この辺は詳しいのか？」

　意外に思ってジントは訊たずねる。

「そういうわけでも。ジャララマールに知り合いがいるから、立ち寄ったことがあるだけ」

　黒水川改め白水川ホワイトウオーターは、徐々に川幅を広くして流れていく。

　トトが顔を仰あお向むけて、すん、と鼻を鳴らした。

「しょっぱい」

「ん？」

「しょっぱいにおいがする」

　ジントも嗅かいでみたが、まだトトの鼻が捉とらえた匂いは識別できない。

　だが、匂いの源が判明するまでは、それほど時間がかからなかった。

　街道が坂になり、丘の上に差しかかると、行く手の光景にマトリが息を呑のんだ。

「海だ！」

　丘の上からは、白水川が海へと流れ込んでいるのが見えた。河口の周辺は大きな街になっている。壁で囲まれた中に、見たこともないほどたくさんの屋根が並び、あちこちから尖せん塔とうが突き出ていた。街道は川に沿ってゆるやかに下り、その街へと続いていた。

　目指していた港町、ジャララマールである。

「おっきな街……」

　タルクが腰を浮かせて、呆あつ気けにとられたように呟つぶやいた。トトもしきりに首をめぐらせて、鼻をすんすんいわせている。嗅いだことのない匂いがたくさんあるのだろう。

「ほら、座ってろ。落ちるぞ」

　弟たちをたしなめるジントに、ティラニアが問いかける。

「ジントは来たことあるんだ？」

「いや。初めてだ」

「ほんとに？　スナガラから一日で来られるのに」

「盗賊は縄張りがあるからな。いくら近くても、〈兄弟団〉の人間がジャララマールで仕事をしたらただじゃ済まない」

　それはジントの心に引っかかっていることの一つだった。

　この街の盗賊ギルドにとって〈兄弟団〉は敵だ。うっかり街中で騒ぎを起こしたら、縄張りを荒らしたといって殺されかねない。

　ジントがもう〈兄弟団〉を抜けたという事実も、状況を好転させるわけではない。盗賊の社会では、裏切り者は尊敬されないのだ。

　しかし、それを心配するのはあとだ。所しよ詮せん、ジントは〈兄弟団〉の下っ端。面が割れてはいないし、この街の盗賊も、ジントのような小物に目を光らせるほど暇ではないはずだ。

　そう自分に言い聞かせて、ジントは馬車を街へと進めていった。
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　街道からの入口だというのに、ジャララマール西門の周りは閑散としていた。

　荷馬車が近付くと、金と青銅の鎧よろいで身を固めた兵士が、長い槍やりを手にして門番詰め所から出てきた。

　仮にも大きな街の門なのだから、もっと兵隊が詰めているかと思いきや、出てきたのは一人だけ。その一人も、見るからにだるそうな態度だった。

「スナガラから来るとは珍しいな」

　じろじろとジントたちを見ながら、門番が言った。

「物売りにも旅人にも見えんが、ジャララマールに何の用だ？」

「助かったよ、逃げてきたんだ」

　ジントは疲れ果てた口調で答える。疲れているのは嘘うそではない。

「スナガラで盗賊に襲われた。近道したのが運の尽きだ。だから俺は危ないって言ったのに、旦だん那な様が無む理り矢や理り──」

　ジントは隊商の生き残りを装おうとした。街道で隊商が襲われるのは、珍しいことではない。現に〈兄弟団〉は、何度もスナガラを通ろうとした隊商を襲っている。うち何回かは、ジントも伝令や雑用としてこき使われた。

「そうか、そいつは災難だったな……なんだ、子供だけじゃないか」

　門番の顔に落胆の色が浮かぶ。一行がたいした金を持っていないことを察したのだろう。

　ジントは演技を続けた。

「旦那様も奥様も、荷運びも、みんな殺されちまった。盗賊どもが荷物を奪っていく間、俺たちは荷馬車の下に隠れてた。馬車が空になってから、隙すきを見て逃げたんだ」

「うわーん怖かったよー」

「びえええ」

「よしよし、もう大丈夫よ」

　タルクとトトが泣き出して、悲痛な顔のマトリが慰める。

　門番はたいして心を動かされた風でもなかったが、ジントの服についた血を見て顔をしかめた。

「おまえ、やられてるじゃないか。ひどい血だ」

「こ、このくらい平気だ……つうっ」

　ジントは大げさに痛がってみせる。斬きられたことを完全に忘れていたので、とってつけたような演技だったが、血まみれの背中は説得力があったようだ。門番は同情するように頷うなずいて、視線を荷馬車の後ろに移し、そこで不審そうに眉まゆをひそめた。

「……そいつは？」

　武装したまま荷台に倒れ伏しているティラニアは、ジントたちが装おうとしている、「身一つで盗賊から逃げてきた子供たち」とはあまりにも異質だった。

「そいつは……行き倒れだ」

　ジントは苦しい説明をひねり出す。嘘うそではない。嘘ではないが、はっきり言ってティラニアの出いで立たちは不審で、どんな説明も無効化する浮世離れしたものがあった。

　しかも、街が見えてからたどり着くまでにかかった時間のあいだに、ティラニアはまたしても空腹に倒れていた。手持ちの食料が今度こそ尽きたと言われて、絶望したティラニアは、体力の消耗を避けるためか、荷台につっぷして動かなくなったのだった。

　案の定、門番は警戒の度を強めたようだ。槍やりの柄つかで、うつぶせのティラニアをつつく。

「おい。おまえは何だ」

　ぐう────。

　腹の鳴る音が答えた。

　門番はぎょっとして身を引き、問いかけるように御者席のジントをもう一度見上げた。

「行き倒れだ」

　ジントは仕方なく繰り返す。門番が納得しかねるように首をひねった。

　と、ティラニアが地獄の亡者のように顔を上げた。

「……おなか　すいた」

　力なくそう言って、ふたたびばたりと倒れ伏す。

　門番は戸惑っているようだったが、ティラニアがそれほどの脅威ではないと見たのか、追及をやめた。

「……まあ、事情はだいたいわかった。気の毒だとは思うが、無条件で入れてやるわけにはいかんぞ。おまえたちが盗賊の手先でないとも限らん。誰かこの街に知り合いがいるか、通行手形でもあれば別だがな」

　門番はわざとらしくそう言って、目をそらした。

　ジントはマトリと顔を見合わせる。

　要するに、この門番が言っているのは、賄わい賂ろをよこせということだ。

　こういう事態を予想してはいたが、手持ちの金がないのはどうしようもない。

「銀貨がちょびっとしかないよお兄ちゃん」

「足りねえだろうなあ」

「有り金って言って出してみる？　足りなかったら、私泣いてみる」

　二人がひそひそ言っていると、ティラニアが地獄の亡者のように腕を持ち上げた。

「……これを」

　ティラニアが門番の手に何かを落とす。それを見た門番の目玉が飛び出しそうになった。

「こ、これは……白金貨!?」

「ええっ!?」

　ジントとマトリも驚いて、思わず身を乗り出す。

　門番の手のひらで輝いているのは、金貨の何倍も価値がある白金貨だった。ドラゴンの首が彫られている。見たことのない意匠だ。

　慌てて手の中の硬貨を隠しながら、門番はあたりをきょろきょろ見回す。

「なっ、なんのつもりだこりゃ」

「通行手形の代わりになる？」

「あ、ああ……」

　門番が気もそぞろに脇わきへどき、荷馬車はふたたび進み始めた。

「……白金貨だって？」

　ジントが肩越しに振り返ると、門番はまだこちらを見送っていた。

「金がないなんて嘘うそつきやがって。やっぱり持ってたんだな」

「あれが最後の一枚よ。ブーツに隠してたの。ジントだって食べ物隠してたでしょ」

「そういう問題じゃねえよ。賄わい賂ろに白金貨なんてやりすぎだ。あれ一枚で、何頭馬が買える？　俺だってそうそうお目にかかったことがないぞ」

「さっさと街に入りたかったのよ。いいから、早く行こうよ」

　西門を抜けて壁の内側に入ると、小さな広場になっていた。ここもさっぱり人通りがない。かつては酒場や馬屋が軒を連ねていたようだが、どこも潰つぶれて久しいようだ。スナガラ方面の街道に需要がなくなったため、ジャララマールのこちら側も寂さびれてしまったのだろう。スナガラにいた間には、ケチな盗賊団としか思っていなかったが、こうして見るとザルガンと〈兄弟団〉の影響力は決して小さなものではなかったようだ。

　閑散とした広場からは、三方向に道が延びている。

「それで？　おまえのその知り合い、どこに住んでるんだ？」

「上のほうー」

「上って……」

　ジントは視線を上げる。大きな丘の表面に建てられた街なのか、屋根の向こうに屋根が連なり、中心部には何本もの尖せん塔とうが立ち並んでいるのが見える。

「登っていけばいいのか？」

「そうだよー」

「しゃんとしろよ、もう……」

　ティラニアのおざなりな指示にしたがって、ジントは荷馬車を上り坂へと進めた。
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　閑散とした西門の光景で拍子抜けしたが、坂を登って進んでいくと、周囲の街並みは徐々に賑にぎわいを増していった。

　見捨てられた街区は、柄の悪い貧民街になり、金物や布を扱う問屋街を通って、ようやく商業区に出た。さまざまな商品が並ぶ店が軒を連ねる道を、見たこともないほどたくさんの人々が行き来している。

　建物の間を縫って曲がりくねった道は、踏み固められた土だったが、ところどころぬかるんでいる。道の両側の建物は、二階から上が大きく張り出していた。荷馬車を進めるジントたちに、路上からも、頭上からも、物売りの声がひっきりなしに降りかかる。

　食べ物の匂い、人の汗や生ゴミの臭気、嗅かぎ慣れない香料。トトはくしゃみを連発していた。煙に乗って鼻をくすぐる、串焼き肉や香辛料の匂いに、ティラニアが呻うめく。

「ジントぉ」

「なんだよ」

「買ってぇ」

「何をだよ。もうちょっと我慢しろよ」

「飢えた人間に食べ物を与える信念はどこ行ったのよぉ」

「うるせー！　おまえにはもうなんにもやらねー！」

「ひ、ひどい！　マトリおねえちゃん、今の聞いた？」

「もう少し我慢してね、ティラちゃん」












「ううー」

　大きな長方形の広場に出た。広場の中央部には市が立っていて、野菜や魚が商われている。どこもかしこも人でごった返して、荷馬車を動かすのも大変だ。人の流れを見ながら、のろのろと馬を進める。

　広場の周りには、さまざまな神々の神殿が建っていた。建物の上に掲げられたシンボルで、どの神を崇あがめているかがわかる。商売を司つかさどるカブーラや、太陽神ゾアの神殿は、さすがに多くの拝観者を集めていた。

「あっ、見て見て、キーラさまだ」

　ほっそりした女神像が飾られている神殿を見つけて、マトリが弾んだ声を上げた。幸運の女神キーラは、盗賊たちには守護神として尊ばれている。

「ほら、お祈りしといたほうがいいよ、みんな」

　マトリが胸に手を当てて、口の中で何事かキーラに祈りを捧ささげる。弟たちも見よう見まねで祈っていた。

「ほら、ティラちゃんも。お兄ちゃんも」

「俺の分まで祈っといてくれ」

「もー、バチ当たりなんだから」

　盗賊は縁起を担ぐ。実際、神々は気まぐれで地上に手を差し伸べ、自らの信徒を手助けしてくれるとも言われている。

「キーラさま、お兄ちゃんに幸運を。どうかバチを当てないであげてください」

　ようやく荷台の上に起き上がったティラニアは、マトリに言われるまま、形だけは祈る真ま似ねをしていたが、どうしたらいいのかわからないようだった。祈るという行為自体になじみがないのか、マトリを見下ろして訊たずねる。

「キーラに祈ると何かいいことがあるの？」

「ツキがよくなるし、女には特別に御ご利り益やくがあるのよ」

「へえ、どんな？」

「キーラさまは、あるときカブーラさまの宮殿に盗みに入ったの。おっぱいが大きい、色っぽい女官に変身して、宝物庫に忍び込んだの」

　マトリは得意げに、キーラにまつわる神話を語り始めた。

「でも、いっぱい宝石を盗とって帰ろうとしたら、戸口から出られなくなっちゃったのね」

「捕まったの？」

「ううん。キーラさまは、大きかった胸を小さくして戸口をすり抜けたの！　だからね、女の盗賊はキーラさまにお願いするの、いざというとき狭いところをすり抜けられるように、おっぱいを小さくしてくださいって！」

　ティラニアはキーラ神殿の女神像を見てから、自分の胸に視線を落とし、ゆっくりと、慎重に、祈りの手を下ろした。
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　ようやく市場を抜け出して、荷馬車は閑静な街区へと入っていった。

　ジャララマールの高層に位置するこのあたりは、煉れん瓦がで舗装された広い道の両りよう脇わきに、高い塀や庭に囲まれた邸宅が並んでいる。

　高級住宅街とでもいうのだろうか。門衛が立っている屋敷も多く、通り過ぎる荷馬車にうさんくさげな視線を向けてくる。ジントたちはいかにも場違いだ。

「わー、すごい」

「お金持ちそう！」

　弟たちが荷台から顔だけ覗のぞかせて囁ささやき交わす。

「ほんとにこっちでいいのか？」

　ジントは不安になって訊たずねるが、ティラニアは気楽な顔で、大丈夫大丈夫と言うだけだ。

「止まって。ここだよ」

　ティラニアの合図で、荷馬車は大きな鉄の門の前で止まった。

　泥棒避よけのかえしがついた鉄てつ柵さくの向こうに、噴水のある前庭が広がり、三階建ての豪ごう奢しやな屋敷が建っている。

　門番はいないようだ。

「よいしょっと……はー、おなかすいた」

　ティラニアが荷馬車から降りて、ふらふらと門の前に進み出た。

　すると頭上から、小さな羽ばたきが聞こえてきた。

　見上げると、皮の翼が生えた青いトカゲのような生きものが舞い降りてきて、ティラニアの肩に止まった。

　マトリがジントの袖そでを引っ張る。

「お兄ちゃん、あれって──」

　ジントは言葉もなく頷うなずいた。

　ドラゴンだ。

　大きさこそ猫のようだが、長い首も、背中に並んだトゲも、鞭むちのようにしなる尻尾しつぽも、言い伝えに聞くドラゴンそのものだった。

　青いミニドラゴンはティラニアの顔を見て、喉のどをクルクル鳴らした。

　翼を広げてふたたび飛び立ち、鉄柵を越えて屋敷の方へと滑空していく。

　門の掛け金がひとりでに外れて、ゆっくりと開かれた。

　ティラニアがためらいもなく入っていく。

「お、おい」

　ジントが呼びかけると、ティラニアは振り返らずに手招きした。

「大丈夫、入ってきて」

　おっかなびっくり、ジントは荷馬車を進める。

　前庭の噴水にたどり着く前に、屋敷の正面扉が開いて、背の高い女性が出てきた。

「姫様！」

「セリ、ひさしぶりー」

　女性は駆け寄ってきて、感極まったようにティラニアを抱擁した。

「姫様、こんなところまで！　事前に連絡をいただければ、お迎えに上がりましたのに」

「たまたま近くまで来ただけだよ。悪いんだけど、またちょっと厄介になっていいかな」

「それはもう！」

　一目で人を惹ひきつける人物だと知れた。動作は大きく、迫力があるが、明るくにこやかな態度で、相手を怖おじ気けづかせない。商人っぽいな、とジントは感じた。

「ジント、紹介するよ。魔術師にして大商人、冒険家のセリカリアだ。私の親しん戚せきでもある」

　セリカリアが戸惑ったようにジントたちを見た。並んで立つと、ティラニアよりもさらに背が高いことがわかる。

「姫様、この者たちは……？」

「スナガラのジント。それに、妹のマトリ、弟のタルク、トト」

　一人一人の名前を挙げて、ティラニアは付け加えた。

「私の命の恩人だよ」

「なんと！」

　訝いぶかしげにジントたちの様子を窺うかがっていたセリカリアは、それを聞くと胸に手を当てて深々と一礼した。

「姫様の命の恩人とうかがっては、粗略にはできません」

　セリカリアが恭うやうやしく言った。

「スナガラのジント様。ご弟妹きようだい様。どうぞ我がささやかな歓待をお受けください。私を従僕と思って、なんなりとお申し付けを」

「あ、ああ……」

　気け圧おされながら頷うなずいて、ジントは、ティラニアに目を向けた。

「おまえ、何者なんだ……？」

「えへへ」

　ジントの問いに、ティラニアはきまりが悪そうに笑った。
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　いったんティラニアと別れて、見たこともないほど豪華な部屋に通された。

　広く、明るく、天井も高い。窓からは花壇と植木で飾られた庭が見下ろせる。

　足元は毛足の長い絨じゆう毯たん。天てん蓋がい付きのベッドには、ふかふかの寝具が敷かれている。

「い、いいのかな。私、ここにいて、ほんとにいいのかな」

　雰囲気に呑のまれたのか、マトリは珍しくおろおろしている。

　対照的に、弟たちはさっそく探検を始めていた。

　黒こく檀たんのテーブルの下に潜り込んだり、異国の紋様に彩られたカーテンにくるまって遊んだり、子犬のようにはしゃぎ回っている。

「あああ、タルク、そこ花瓶、危ない！　トト、それ高そうだから登っちゃだめ！」

「お、落ち着け、マトリ。とりあえず座ろう」

「う、うん、お兄ちゃん」

　ジントも動揺している。こんな金持ちの屋敷は初めてだ。ザルガンも金は貯ため込こんでいたはずだが、快適な家にこだわる男ではなかった。

「きれいな水。これもらっていいと思う、お兄ちゃん？」

　ソファに座ったマトリが、卓上に置かれたガラスの水差しをほれぼれと見つめる。

「いいんじゃないか……多分」

　ジントは言いかけて、慌てて付け足した。

「いや、水差しは置いとけよ。水だけだぞ」

「あ、当たり前でしょ。盗とらないよ、こんなとこで」

「そ、そうか。そうだよな」

　前庭でのセリカリアの言葉を思い出す。

　スナガラのジント、というティラニアの紹介を、セリカリアはそのまま繰り返した。スナガラが盗賊の住処すみかであることは当然知っているだろう。ジントたちの素性はわかっているぞ、という念押しだ。

　不意に、ドアを叩たたく音がして、ジントは飛び上がった。

「ジント様。お着替えをお持ちしました」

　呼びかける声にドアを開けると、メイドらしい女が立っていた。メイドは籠かごに入れた衣類をジントに渡して言った。

「そちら、奥の扉が浴室になっております。どうぞ皆様でお使いください。落ち着いた時分に、我が主あるじが夕食にお招きしたいと申しております」

　そう伝えると、メイドは一礼して去っていった。後ろ姿を見送ってジントは首をかしげる。警戒していたはずなのに、部屋に近付く気配を感じなかったのだ。

「……まあいいか。おい、みんな。風呂に入るぞ」

「お、お風呂！　やったー！」

　とマトリが歓声を上げ、

「えーやだー」

「お風呂やだー」

　と弟たちが不満を述べた。

「だーめだ。ほら行くぞ」

　浴室の扉を開けたジントは、あまりの広さにのけぞった。洗い場だけで、スナガラで住んでいた家と同じくらいの面積があるのではないだろうか。

「広っ！　お兄ちゃん、広い！」

「でっかい……」

「すげー！」

　いったいどんな魔法のなせる業わざか、なんと浴槽には熱い湯が張られていた。さすがに毒気を抜かれた様子の弟たちを、マトリと協力して湯の中に放り込む。四人はしばらく垢あか落としに専念した。

　ジントの胸の傷を初めて見たマトリたちが目を丸くする。

「わ、お兄ちゃん、これ大丈夫なの」

「痛くないの？」

「かっこいい！　すげー！」

　よくわからんが大丈夫だ、となだめつつも、ジントはまたもや不思議な切なさに苛さいなまれていた。屋敷に入って、ティラニアと離れてから、どうにも胸が重苦しくて仕方がない。

　浴室を出て、いつの間にか用意されていた乾いたタオルで身体を拭ふき、着替えに袖そでを通す。妙なことに、どの服もあつらえたようにぴったりで、着心地がよかった。

　ジントたちがさっぱりしたのを見計らったかのように、ふたたびドアがノックされた。

「ジント様、我が主あるじがお呼びです」

　さきほどと同じメイドが告げる。

「まだ夕食には早くないか？」

「お茶をご一緒にいかがか、と」

「お茶？　俺だけか？」

「ご弟妹きようだい様がたには、夕食までこちらでおくつろぎいただければ」

　菓子や茶のポットを載せたワゴンを押して、どこからともなくもう一人のメイドが現れた。ワゴンが部屋に入っていくと、弟たちが歓声を上げて駆け寄る。

「マトリ、ちょっと出てくる。あとは頼む」

「うん、お兄ちゃん」

「また後でな」

　ジントは一人で部屋を出て、メイドの後をついて行った。

　長い廊下の窓からは、午後の日差しが射さし込こんでいる。

　階段を下り、玄関ホールに出て、家の裏側に回った。そのまま外へ出て庭を歩いていくと、枝振りのいい樫かしの木の下に四阿あずまやがあった。

　四阿の周囲には、几き帳ちよう面めんに手入れされた生け垣が巡らされ、剣けん歯し虎こやワニ鳥など、猛獣の形に刈り込まれた植木が躍動的なポーズで並んでいる。

　四阿の中に座ったセリカリアが、立ち上がってジントを迎えた。

「どうぞ、スナガラのジント。かけてください」

　短い石段を上って四阿の中に入る。

　八角形の屋根の下は日陰になって、ひんやりと涼しい。

　用心深く椅い子すに腰掛けるジントを、にこやかな笑みをたたえてセリカリアが見つめる。

　二人の間のテーブルには、黄色く透き通った葡ぶ萄どう酒しゆの瓶とグラス、干した果物とチーズの皿が置かれていた。

「あいつは？」

「あいつ？」












「ティラニア」

「姫様はゆっくり休んでおられます」

「ああ……」

　腹を満たしているってことだな、とジントは納得する。

　セリカリアが手を伸ばして葡ぶ萄どう酒しゆの瓶を持ち上げ、ジントと自分のグラスに注いだ。

　ジントを案内したメイドはいつの間にかいなくなっている。

「どうぞ」

　ジントに勧めてから、セリカリアが自分のグラスに口をつける。

　ジントも一応グラスを手に持ちはしたが、飲むのはやめておいた。

　セリカリアが口を開いた。

「だいたいのいきさつは、姫様から聞きました」

「そうか」

「お世話をおかけしました。さぞかし大変だったでしょう」

「まあな」

　居心地の悪さをおぼえながら、ジントは頷うなずく。

　この人物に対してどういう態度で接すればいいのか掴つかめない。

　確かに友好的ではあるのだが、それが本心だと思うほどジントも緩んではいない。

「あんたは……あいつとは親しん戚せきと聞いたが」

「ええ。私も姫様も、出身は同じです。北方の帝国からこの国へ来ました」

「帝国ね。ふうん」

　ジントの反応が薄かったためか、セリカリアが拍子抜けしたように眉まゆを上げた。

　もしかすると感銘を受けるべきところだったのかもしれないが、生まれ育った場所以外の地理を知らないジントには、そう言われてもピンとこないのだ。

　ジントは美しく整えられた庭園を見回す。猛獣型の植木の向こうに、庭園迷路の入口が見えた。これを維持するには、相当な手間と金がかかるだろう。

「ずいぶん立派な邸宅だ。あいつは、あんたをなんて紹介してたっけ？　商人ってだけじゃなかったよな」

「しがない商人ですよ。幸運に恵まれて多少の成功は収めましたが」

　ジントが首をかしげると、セリカリアは苦笑を浮かべて付け加えた。

「ちょっとしたまじないを心得ていて、あちこち出かけるのが好すきでして……姫様は私を魔術師だとか、冒険家だとか持ち上げてくれますが、大げさなもので、お恥ずかしい」

　恐縮するように頭を下げるセリカリアに、ジントは訊たずねる。

「あいつのことを姫様と呼ぶのはどうしてだ？」

「どうしてと言われても。姫様だからです」

「どこの姫様？」

「ですから、帝国の」

「帝国──」

　ここでようやく、ジントの頭の中で、点と点とがつながった。

「ってことは、あいつほんとに、その、北方の帝国とやらの姫様だったのか!?」

「だからそう言っているではありませんか。ティラニア姫様は、かつては世界のすべてを支配していた大帝国、アギタニアの王女です」

「マジかよ……」

「第一王女だったのですよ。順当に行けば、王位を継ぐはずでした」

　ずぼらな中にも垣かい間ま見みえる育ちの良さは、それが理由か。

　合点はいくが、そう簡単に呑のみ込こめる話ではない。

「なんで国を出たんだ？　あんな物騒な剣まで持って」

「逆ですよ。あの剣を手にしたのが、すべての悲運の始まりだったのです」

　セリカリアがいたましげに目を伏せた。

　──悲運？

　どういうことか、重ねて訊たずねようとしたジントを遮るように、セリカリアが逆に訊ねた。

「スナガラ出身ということですが、お仕事は？」

「……雑用、下働き、そんなものだ」

　ジントは注意深く答える。

「ここを出たら、また戻るのですか」

「戻らないと思う」

「なぜ？」

「地元の人間と揉もめてる」

「なるほど」

　ぶっきらぼうなジントの答えに、セリカリアが頷うなずいた。

　その目がすっと細められる。

「では──聞かせてほしい。姫様に近付いて、何を企たくらんでいるのだ、スナガラのジント」

　さきほどまでの友好的な色は微み塵じんもない声だった。

　気温が急に下がったかのように、ジントの背筋に震えが走った。

「最初からそう訊きけよ。あんたが俺を面白く思ってないのは最初からわかってた」

　飛んで逃げたくなる気持ちを隠そうとしながら、ジントはにやりと笑ってみせる。

「いきさつは聞いたと言ったな。あいつ、俺のことはなんて？」

「スナガラで行き倒れて、貴様に助けられたと聞いた。貴様が自分のせいで盗賊に狙ねらわれる羽目になったので、借りがあると」

「間違っちゃいないな」

　ジントは少し驚く。ティラニアはどうやら、ジントが〈兄弟団〉の一員だったことは伏せて話したらしい。少しでもセリカリアの印象をよくしようという気遣いだろうか。だとしても、スナガラの出だと言ってしまったことで、その気遣いも水の泡なのだが。

　セリカリアはもはや不審を隠そうともしない。

「姫様に貸しをつくって満足か？　目当てはなんだ？　いくら欲しい？」

「白金貨で一千枚」

　ジントは即興で答えた。

　セリカリアが大げさにのけぞる。

「欲張ったものだな！　王族と聞いてふっかけたつもりか？　そんな金額を出せる商人などほとんどいないぞ」

　ジントは驚いていた。即座に拒否されなかったからだ。

　──ってことはこいつ、白金貨一千枚出せるのかよ。

　ちまちま盗賊などやっているのが馬鹿らしくなってくる額だった。それだけあったら一生困らないだろう。

　しかし、ジントの抱える問題は、ただ金をもらうだけでは解決しないのだ。

「まあ、金額は相談だ。それより、他にやってほしいことがある」

「言ってみたまえ」

「俺の妹弟をここで匿かくまってくれないか」

「……え？」

　セリカリアが目を瞬しばたたく。

「俺は元いた盗賊団を裏切った身だ。俺だけじゃない、身内のあいつらも危ない。だが、ここなら安全だとティラニアは言ってた」

　意外そうな顔のセリカリアに向かって、ジントは言った。

「あんた、金持ちなんだろう。あいつらはまだ子供だ。ティラニアに比べりゃ、食べる量もたかが知れてる。姫様の命を救った恩を返してもらえるなら、頼むよ。あいつらをしばらく匿ってやってくれ。そうしたら金は要いらない」

　セリカリアは何事か考えているようだった。

「……それだけでいいのか？　妹弟を匿うだけで、金は要らないと？」

「ああ」

「信じがたいな。貴様は盗賊だろう」

　疑いに目を細めるセリカリアに、ジントは苦笑いを返す。

「まあ、金以外の目当てが他になかったわけじゃないが」

「なんだ」

「あいつから俺の傷のことは聞いたか？」

　セリカリアが眉まゆをひそめる。

「なんの話だ」

「これだよ」

　ジントが懐ふところに手を伸ばした瞬間、背後から強烈な殺気が突き刺さった。

　とっさに身をひねったジントの視界に、緑の茂みが飛び込んできた。

　こんな近くに生け垣があったかと、一瞬混乱した次の瞬間、いきなりジントの身体はひっくり返って、テーブルの上に背中から叩たたきつけられた。

「なん──」

　見上げる視界に、緑の虎とらが大きな口を開けていた。牙きばの代わりに、植物の長い棘とげがびっしり並んでいる。それは四阿あずまやに入る前に見た、猛獣の形に刈られた植木だった。

「おお、急な動きをしないでほしいな、スナガラのジント。私はか弱い女だ。びっくりしてしまう。生垣獣ヘツジビーストがいなかったら悲鳴を上げていたところだ」

「どこがか弱いんだ、やっぱり魔術師じゃねーか！」

「いやいや、しがない商人だよ、私は」

　グラスを口に運びながら、セリカリアが言った。

「何を出そうとした？　毒か？　投げナイフか？」

　生垣獣に押さえ込まれて身動きの取れないジントの胸に、セリカリアが手を伸ばして、服の前を開ける。

　その手が凍りついたように止まった。

　あらわになった胸の傷に、セリカリアが目を見開く。

「これは──」

　顔に浮かぶ動揺は本物のようだった。

　──あいつ、言わなかったのか。怒られるとでも思ったか？

「コルドリクスに刺されたんだ」

　心臓を半分魔剣に喰くわれたことを、ジントは語った。

「あいつにくっついてきた目当ては何かと訊きいたな。これだよ。俺は、自分の心臓を取り戻したいんだ。おかしな話じゃないと思うがね」

「……なるほどな」

　食い入るようにジントの胸を見つめていたセリカリアが、ようやく手を離した。

　生垣獣も鋭い枝でできた爪つめをジントから離して、元の位置に戻っていった。

　ジントは起き上がって、はだけた胸元を直す。

「白金貨は冗談だ。もらえるもんならもらっとくけどな。賠償金で手を打ったと思われちゃつまらねえ。あんたに頼みたいことは、まず第一に、妹弟の保護だ」

「……その半分になった心臓は？」

「治す方法があるなら教えてくれ。あの魔剣と縁が切れるなら、なんでもしてやる」

　ジントのグラスはさっきの騒ぎで倒れていた。空になったグラスを取り上げて、勝手に瓶から葡ぶ萄どう酒しゆを注ぐ。

「あの腹減り姫様も同様だ。うっかり飯を食わせちまったのが運の尽きだった。もうあいつの腹が鳴る音を聞きながら旅するのはうんざりだからな。縁が切れるなら大喜びだ」

　グラスを呷あおるジントに、セリカリアが低い声で言った。

「そうか？　私が見るに、貴様は姫様に惚ほれているようだが」

　ジントは口に含んだ葡萄酒を噴いた。

「なっ、なっ、なにを馬鹿なことを」

「違ったか？」

「違うに決まってりるれ！」

　動揺のあまり、舌を噛かみそうになった。まだ酒の一滴も喉のどを通っていないのに、酔っぱらったみたいに耳が熱かった。

　セリカリアは顔を覆ってため息をついた。

「一つ言っておくぞ、スナガラのジント」

「なっ、なんだよ」

「貴様が姫様についてきたのは、まず第一に、魔剣の呪のろいのせいだ」

　思いがけないことを言われて、ジントは戸惑う。

「呪い……？」

「コルドリクスのことは私もかなり調べた。貴様のような犠牲者を見たのは初めてだが、心臓を半分取られたとなれば筋は通る……」

「なんの話をしてる？」

「一般的に、誰かに魂を奪われた者は、奪った者に強く執着する。可能であればつきまとい、そうでなければ相手を探し求めてさまよい歩く。貴様の場合も、同じことが起こったのだろう」

「まさか──」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやくジント。セリカリアが続ける。

「不自然だとは思わなかったか？　心臓を半分奪われながら、姫様の命を救い、自分の身を危険に晒さらして手助けする──およそ正気とは思えない。そうは思わないか？」

　確かに──言われてみれば不自然かもしれない。

　ティラニアを殺す機会や、見捨てる機会は何度となくあった。

　ジントは何よりも、自分と妹弟きようだいが大事な人間だ。そのはずなのに、ティラニアと出で逢あってからは、ぐずぐず自分に言い訳をして、ティラニアの味方をしてきた。

　それは自分の意思ではなく、コルドリクスの悪い魔法のなせる業わざだったというのか。

　では、胸に渦巻くこの切なさも、自分自身ずっと否定しようとしてきたティラニアへの感情も、何もかも呪のろいのせいなのか──。

　街の中心にそびえ立つ大きな尖せん塔とうから、夕焼けの空に鐘の音が響き渡った。

　セリカリアが背を向けて、四阿あずまやの階段を下りていく。

「もうすぐ夕食の時間だ。落ち着いたら来たまえ」

　混乱して立ち尽くすジントを残して、セリカリアは四阿を去っていった。
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「あっ、ジント」

「……ティラニア」

　動揺が収まらないまま屋内に戻ったジントは、玄関ホールでティラニアと出くわした。

　最初に逢あったときから着ていた、ぴったりした黒い甲かつ冑ちゆうを脱ぎ、代わりに見違えるような白いドレスに着替えていた。ただし、腰には剣帯を提げ、魔剣を帯びている。なにしろ両手剣、さぞかし邪魔だろうと思いきや、まるで身体の一部のように長い刀身をさばいている。

　まじまじと見つめていると、ティラニアがおろおろし始めた。

「そ、そんなに変かなあ」

「えっ」

「やっぱり着替えてくる」

　踵きびすを返そうとするのを、ジントはとっさに呼び止めた。

「いや、いい」

「へ？」

「いや、その、それでいい、そのままでいい」

　しどろもどろに言ううちに、変な汗が出てきた。

「変じゃない？」

「へ、変じゃない。むしろ──」

「むしろ？」

　──めちゃめちゃきれいだ。

　という言葉を危ういところで呑のみ込こむ。

「…………」

　ティラニアが不審そうに顔を覗のぞき込こんでくる。

「ジント、なんか汗かいてる。熱でもあるんじゃない？」

「ねえよ熱なんて！　ほら、さっさと行こうぜ。晩飯なんだろ」

「あっ、うん」

　背を向けてずんずん歩くジント。

「どこ行くのジント。食堂こっちだよ」

「し、知ってる」

　──やべえ、なんだこれ、なんだこれ。

　あれほど強烈だった胸の切なさは、ティラニアの顔を見た途端に霧散していた。

　代わりにわけのわからない高揚感が取って代わっていた。のぼせたように身体が熱い。

　──これが、呪のろいのせい？

　そう言われても、とうてい抗あらがえるものではなかった。

　しかし、それにしても。

　服装に文句はないが、どうしても一言だけ言いたいことがあった。

　──その剣、置いてくることはできなかったのか？

　魔剣から放射されるじっとりとした殺意は、どんな酔いも醒さめるほどに強かった。
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　もやもやしたものを抱えつつ、食堂に入った。

　長いテーブルの端に着いて、セリカリアが待っていた。

　マトリたち三人はもう来ていて、所在なさげに座っていた。ジントの顔を見て、露骨にほっとした顔になる。

「お兄ちゃん、遅いよ」

　小声で叱しかられた。いつも物もの怖おじしないマトリも、この豪ごう奢しやな屋敷では、さすがに勝手が違うようだ。

　ジントとティラニアが席に着くのを待っていたのか、すぐにメイドたちが食事を運んできた。

「冷やしバンカとトクト芋のサラダでございます」

「サイラ魚の酢漬けでございます」

「海鳥の香草詰め丸焼きでございます」

　見たこともない料理の数々に、ジントたちは目を白黒させる。

「お、お兄ちゃん、どうしよう。どう食べていいかわかんないよ」

「落ち着け。俺にもわからねえ」

　ジントたちが小声で言い交わす横で、ティラニアはセリカリアと和なごやかに話している。

「このサイラ魚、脂がよく乗ってておいしいね、セリ」

「ちょうどいい季節ですから」

　今夜のティラニアは、意地汚くない。背筋を伸ばして落ち着いて食べている。

　きっと夕食前にしっかり食事をしたのだろう。

　ティラニアの髪には、あのリボンが結ばれている。

　上品なドレスを着ているのだから、もう少し華やかなものにすればいいのに──そう思いながら見ていると、視線を感じたのか、ティラニアがジントの方を見た。

「なに？」

「あっ、いや、その──」

　しどろもどろになりかけて、ジントはようやく話題を見つける。

「ティラニア、おまえ〈姫様〉だったんだな」

「昔の話だよ。セリは今でもそう言ってくれるけど」

「姫様はいつでも姫様です」

　セリカリアの言葉には、二人だけの間で通じる感慨が込められているように思われた。ジントは少し面白くない。

　そんなジントの胸中も知らず、ティラニアが微笑ほほえみながら言った。

「セリはね、私にとっては年の離れた姉みたいな感じなんだ。小さいころの私を、実の妹みたいにかわいがってくれて」

　照れたようにセリカリアが微笑む。

「王位簒さん奪だつの騒ぎに巻き込まれて国を追われちゃったんだけどね。あのときは申し訳なかったなあ」

「おっしゃらないでください、姫様。もともと私は、国を出て世界を旅したかったのです。姫様が恐縮される必要はないですよ」

「うん。そのあと私も国を出て、今は放浪の身」

「ええ……そうですね」

　セリカリアは何か言おうとしたようだったが、複雑な表情で口を閉じた。

「あっ、それでね、セリ。お願いがあるんだ」

　ティラニアが話題を変えた。

「ここにいる、マトリとタルクとトト、私にとってはお姉ちゃんお兄ちゃんになるんだけど──」

「また、一気に増えたものですね、ご兄姉きようだいが」

　セリカリアが愉快そうに笑った。

「みんな、私を助けるために、盗賊団に追われる身になっちゃったの。ここでしばらく匿かくまってくれない？」

「もちろんです」

　セリカリアが頷うなずいた。

「さきほどジント様からも申し出がありました。そのくらい、たやすいことです。この屋敷を我が家と思ってくださっていいですよ」

　あまりにあっさりと引き受けてくれたので、ジントは拍子抜けする。てっきり、セリカリアはジントたち兄妹きようだいを嫌っていると思ったのだが。

　しかしどうも、口先だけではなさそうだ。彼女がマトリたちに向ける視線は、決して冷たいものではなかった。

　ジントに対する態度とはずいぶんな違いだ。

「……いいのか？」

「ずっと一人で暮らしているから、たまには人が増えるのも楽しいでしょう」

　疑わしげなジントに、セリカリアがすました顔で言った。

　──一人？

　確かに家族はいないようだが、メイドがたくさんいるじゃないか。

　そう思ったジントは、不意に気付いた。

　メイドたちの顔が、みんな同じだ。

　きっとこれも、魔法の産物なのだ。生垣獣ヘツジビーストと同じような。

「お兄ちゃん？」

　マトリたちがジントの様子を窺うかがっている。

「……よかったな、お礼言いな」

「ありがとうございます！」

「あ、ありがとう」

「がとー！」

　ばらばらに礼を言う三人に、セリカリアが微笑ほほえんで頷く。

　──俺にも普通に接してくれないかな。

　なんとなく解せないジントだった。
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　食事を終えて部屋に戻る途中、ティラニアに呼び止められた。

「ジント。ちょっと話したいんだけど、いいかな？」

　マトリたちを先に戻らせて、二人は二階ホールのバルコニーに出た。

　穏やかな夜風が二人を迎えた。明るい月が、流れる雲の間で輝いている。

「さて、これで約束は果たせたと思うんだけど」

　ティラニアが言った。

「マトリちゃんたちはもう安全。ここなら、招かれない人間は誰も入れない。〈兄弟団〉の親玉が魔術師だとしても、セリカリアを上回る術者じゃなければ無理だと思う」

「ありがとう。ようやくこれで安心できる」

「面倒に巻き込んでしまってごめんね。借りを一つ返せて、私もほっとしたよ」

　ティラニアがバルコニーの手すりに寄りかかる。

「この二日間、楽しかった。しばらくお別れだね」

「どういう意味だ？」

「また旅立とうと思って」

「どこへ？」

「どこってこともないんだけど、これ以上ここにいちゃいけないから」

　ティラニアが腰の魔剣に触れる。剣帯の上から軽く叩たたいただけだったが、それだけでもジントの身体には緊張が走った。ティラニアは穏やかな口調で続ける。

「この魔剣は、私が好意を持った者の血を求め続けるの」

　──好意。

　改めて耳にしたその一言に、ジントは不意打ちを食らったような気分になる。

「私と一緒にいたら、ジントは常に危険に曝さらされる。マトリちゃんも、タルクくんも、トトくんも。セリだってそう。危ないってわかってて迎え入れてくれてるの。すごいでしょ、彼女」

「…………」

「だから、これ以上ここには……ジントのそばには、いられない」

「……ティラニア」

　ジントが言葉に詰まると、ティラニアは慌てたように手を振った。

「いやいや、あんまり大げさに考えないでよ。昔からこういう感じで、流れ流れて生きてるからさ、すっかり慣れてるんだ」

　月が雲に隠れて、バルコニーに影が落ちる。ティラニアの表情もまた、影に沈んだ。その声だけが、おどけたように明るい。

「なんかねー、この剣嫉しつ妬と深いっていうのかな、ちょっとでも誰かと仲良くなるとすぐ殺そうとするの。だからねー、あんまり人と仲良くできないんだよね」

　あはは、とティラニアは笑った。

　ジントは衝撃を受ける。

　──笑って話すような話なのか、これは。

「おまえ……それって」

「ん？」

「それって、まるで……」

　言葉を探しているうちに、ジントはハッとした。

　ティラニアの手が、魔剣の柄つかに伸びていく。自分でも気付いていないのか、ゆっくりと、確実に、まるでジントを抜き打ちに斬きろうとでもするかのように、

「おい!?」

　とっさにティラニアの手を押さえるジント。

　二人の身体が近付く。柔らかいのに引き締まった、ティラニアの肉体の質感。ふわりと香ったティラニアの甘い匂いに、一瞬ジントは陶然とする。

　次の瞬間、ティラニアの腰で魔剣がぶるりと震えた。剣帯の革が軋きしみ、金具がちりちりと鳴る。ガチガチ歯は噛がみする人食いの獣のように、涎よだれを垂らさんばかりだ。

「……ね」

　ティラニアが、ジントの手を取って、そっと引きはがす。

　雲が流れ、ふたたび月の光がバルコニーを照らした。

「初めてなんだよ、君が」

　ティラニアが呟つぶやくように言った。

「だって、今まで、私の剣に刺されて生き残った人間なんかいなかったから」












　武勇を誇っているようにも取れる言葉だったが、ティラニアの口調は自慢とはほど遠く平板だった。

「コルドリクスの刃にかかった者は、みんな死んだ。私の意思にかかわらず。ただの一人も、例外はなかった。君と出で逢あうまでは。──だから」

　ティラニアは、ジントを見下ろして微笑ほほえんだ。

「君を殺したくない。ほんとなら、もっと話していたいけど、それはまた、別の機会かな」

　ティラニアはあくびをして、踵きびすを返す。

「おやすみ、ジント。──またね」

　何も言えずに、ジントはティラニアの背中を見送った。

　月の光を浴びた後ろ姿に、黒い刃が影のように寄り添っていた。
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　夜のジャララマール西門。

　門番詰め所から、フードつきの外套を着た一人の男が出てきた。

　ランタンの光が、詰め所の中から流れ出す赤黒い液体に反射する。

　キン！　と鋭い音がした。男が指で跳ね上げたのは、血で染まった白金貨だ。

「羽振りがいいじゃねえか、ジント」

　男は白金貨を無造作に懐ふところへしまい込み、開け放たれたままの門をぶらぶらと抜けて、広場に足を踏み入れた。

「このフリック様をコケにしやがって──見てろよ、ぶっ殺してやる」

　フードの下で獰どう猛もうな笑みを漏らし、スナガラのフリックはジャララマールの市街に入っていった。













　　第四章　デーモン襲来
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　朝の日差しで目が覚めた。

　床の上に上体を起こして、ジントはぼりぼりと頭を掻かく。

　ベッドの上では、マトリと弟たちが子犬のように身を寄せ合って眠っていた。

　四人でも広々眠れる大きさだったが、あまりにふかふかで落ち着かず、毛布だけ奪って床で寝たのだった。

　貧乏性だよな、と苦笑が漏れる。

　またも、見計らったようにノックの音がして、扉の外からメイドが言った。

「食堂に朝食をご用意しております」

　マトリたちはまだぐっすり眠っている。いつもならジントより先に目が覚めて騒ぎ始めるのに、珍しいことだった。いや、当然かもしれない。昨日は相当疲れたはずだ。

　このまま寝かせておくことにして、ジントは寝床から起き上がった。

　浴室の大きな甕かめの中に、冷たい清水が満たされていた。顔を洗って部屋を出る。

　食堂に行くと、セリカリアが窓際に立って、庭の木立で蜜みつを吸う蜂鳥たちを眺めていた。

「おはよう。よく眠れたか？」

「おかげさんでな。あいつはまだ起きてないのか？」

　卓上の水差しからグラスに水を注ぎながら、ジントは訊たずねた。

「姫様は、もう発たった」

「え!?」

　ジントは水を飲みかけていた手を止めた。

「明け方に旅立った。いつもは何日か滞在してくださるのだが、今回はお急ぎだったな」

「もう……？」

　信じられない思いで、ジントは立ち尽くした。

　昨夜の、バルコニーでの会話が脳裏に蘇よみがえる。

　確かに、旅立つとは言っていたが、こんなに早く？

「ど、どこへ行ったんだ？」

「さて」

「訊きかなかったのかよ！」

「貴様に追いかけてこられては困ると言っていたぞ」

「だっ……誰が追いかけるか！　あの剣がいなくなってほっとしたっつーの！」

「そうか。では、問題ないだろう」

「うっ……」

　二の句が継げなくなって、ジントは唇を噛かむ。

　ジントの胸中には、複雑な想おもいが渦巻いていた。

　黙って発った水くささへの苛いら立だち。この心臓はどうしてくれるんだという怒り。

　あの恐ろしい魔剣から解放されて、ほっとしたという思い。

　そして、なによりも──圧倒的な寂さびしさ。

「くそ……」

　ジントは胸を押さえた。

　心臓のあたりが、ひどく切ない。

　テーブルに並ぶ朝食を見て、ジントは思う──

　あんなに大食いなのに、朝飯も食わずに出たのか。

　今ごろもう、腹を減らして動けなくなっているんじゃないだろうか。

　出で逢あってから何日も経たっていないというのに、ジントの人生において、ティラニアの存在は恐ろしく大きなものになっていた。不意にいなくなったことで、それを強制的に自覚させられてしまった。

　何も言えないジントを眺めて、セリカリアが呟つぶやいた。

「姫様は、だいぶ貴様を気に入ったようだな」

　その口調は、喜んでいるようにも、憤慨しているようにも感じられた。
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　困ったことに──

　時間が経たつにしたがって、胸の切なさは、どんどん強くなっていった。

　あてがわれた居室のソファに横たわったまま、ジントは呻しん吟ぎんしていた。

　──なんだこれ、くそ、超つらい。

　痛いとか、苦しいとか、そういうことではないのだが、ただただ胸が詰まって、泣き出しそうに切ない。

　この感じは、もしかして、ティラニアとの距離に比例している？

　もしそうだとしたら、距離が開けば開くほど切なさが増すことになる。

　このまま切なさが増していったら、死んでしまうのではないだろうか。

　心臓が張り裂けて──

　──いや、もう半分になっているんだった。

「お兄ちゃん、大丈夫？」

「うー」

「さっきから、うーとかあーとかしか言ってないよ」

「あー」

「ちょっと、お兄ちゃん」

「……いや、大丈夫だ。ちょっと歩いてくる」

「それがいいよ」

　心配そうなマトリに見送られて、ジントは起き上がって部屋を出た。

「何か必要ですか」

　どこからともなくメイドが現れて訊たずねた。

「セリカリアと話したい」

「お待ちを……はい、庭の四阿あずまやにおります」

「どうも」

　耳を澄ましてみると、メイドの服の下からは、何かが細かく振動する音が聞こえていた。彼女たちがどういう魔法の産物なのか、ジントには想像もつかない。

「ご案内が必要ですか？」

「要いらない。昨日行ったから知ってる」

「ご随意に。念のため申し上げますが、庭に出てから、生垣迷路の方に入られますと、二度と出られません。また、内側から塀を乗り越えようとすると、串くし刺ざしになって死にます。ご注意ください」

「……りょーかい」

　マトリたちにもよく言っておかないとな、とジントは思いながら、慎重に庭へと足を向けた。
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　四阿あずまやに座ったセリカリアは、書見台に置いた分厚い書物を読みながら、赤葡ぶ萄どう酒しゆを啜すすっていた。昨日はかけていなかった眼鏡をかけている。

　ジントが近付くと、セリカリアはレンズ越しにじろりと見上げた。

「ちょっと訊ききたいことが──」

　ジントが言いかけるのを、セリカリアが遮るように言った。

「貴様は〈残魂ハーフソウル〉という状態にある」

　機先を制されて、ジントは目を瞬しばたたく。

「……なんだって？」

「コルドリクスに刺されて、半端に心臓を食べられた貴様は、生死の狭間はざまにいるのだ。今の貴様は、死者が半分、生者が半分──文献に言うところの〈残魂〉だ」

　ジントは四阿の柱に寄りかかって腕を組んだ。

「それは、どういう状態なんだ？　心臓を半分失ったことで、俺はどうなる？」

「コルドリクスに噛まれてから、傷を受けたか？」

「ああ、受けた」

「その傷は、すぐに治ったのではないか？」

「……治った」

「そうだろうな」

　訳知り顔にセリカリアが頷うなずく。

「どういうことだよ」

「ジント、貴様が喰くわれたのは心臓だけではない。魂だ」

「魂……？」

「生命の熱、精髄……私なら情報と呼ぶが、ともかく、貴様を貴様たらしめているものだ。コルドリクスはそれを喰らう。心臓は、魂の容いれ物ものだ」

　セリカリアは熱のこもった早口で続けた。

「貴様はコルドリクスに、魂のもう半分を〈予約された〉状態にあり、通常の武器では死なない。傷がすぐ治るのはそのせいだ。コルドリクスは、他の武器に貴様の魂を渡そうとしないんだ」

「ちょ、ちょっと待て。全部の傷が治ったわけじゃない」

　ジントは首に貼はった膏こう薬やくを指差した。

「ザルガンの使い魔にやられた傷だ。これは治らなかった」

「そうだろう。魔力の籠こもった攻撃では傷つくし、治癒速度も普通になるはずだ。当たり所が悪ければ、普通に死ぬ。残った魂も失われる」

「魂がなくなると、どうなる？」

「さあな、死者の魂がどこへ行くのかは知られていない。魔術師同士ならば、議論を戦わせてもいいが、貴様は興味がないだろう。少なくとも言えるのは、コルドリクスに斬きられると、魂が本来行く場所ではなく、コルドリクスの中に吸い取られてしまうということだ」

　ジントはぞっとして立ちすくんだ。恐ろしい想像が頭に浮かんだのだ。

　今、ジントは、半分になった心臓と魂で、以前と同じようにものを見聞きして、考えることができている。

　では、コルドリクスに喰くわれた残り半分も、そうだったとしたら？

　喰われたジントの半身も、感じて、考えることができているとしたら？

　コルドリクスの腹の中がどうなっているのかは知らないし、知りたくもない。だが、絶対に快適な場所ではないだろう。

　自分のもう半分が、今もそこで苦しんでいるとしたら──。そう考えると、頭が痺しびれるような、底なしの恐怖に襲われた。

「ジント、顔が真っ青だぞ。どうした」

「……どうしたじゃねーだろ。こんな話聞いて、正気でいられる奴があるか」

　答えるジントの声は震えていた。

　赤葡ぶ萄どう酒しゆに口をつけるセリカリアの頬ほおは紅潮し、目はきらきらと輝いている。魔術師としての知識欲か、冒険家としての好奇心か、それとも怯おびえるジントを見て嗜し虐ぎやくの悦よろこびをおぼえているのか。思わずジントは一歩後ずさった。

「まあ、落ち着きたまえよ、ジントくん。悪い材料ばかりじゃない」

　猫なで声でセリカリアが言った。

「ほ、ホントかよ。いい材料なんかどこにあるんだ」

「普通の武器では殺されなくなったじゃないか。それだけでも充分な利点だろう。生者でもなく、死者でもない貴様には、おそらく他にもできることがあるはずだ。〈残魂ハーフソウル〉の能力については、文献でも推測されているに過ぎないが──」

　セリカリアが熱っぽく語り始めたそのときである。

　ジントのうなじの毛が逆立った。

　すぐ近くに、異様な気配が生じたのだ。

　振り返ったジントは、庭に立っている人影に気付いた。

　フードつきの外套で木陰に佇たたずむ男。一目で同業者と知れる後ろ暗い雰囲気。

　盗賊だ。しかも見覚えがある。

「フリック……？」

　ジントの呼びかけに応じて顔を上げたのは、果たしてスナガラのフリックだった。

「よう、水くせえじゃねえか、チビ。黙ってどこ行くんだよ、ええ？」

　フリックの笑みには、どこか異様なものがあった。この盗賊の歯は、これほど尖とがっていただろうか？

「何者だ？」

　セリカリアが戸惑ったように言うのに、ジントは答える。

「〈兄弟団〉の盗賊だ」

「馬鹿な。この屋敷は、盗賊風情が入れるようにはなっていない」

「盗賊風情とは言ってくれるねえ、お姉ちゃん」

　フリックが口を開いて笑った。見間違えではない。その口にはびっしりと、矢や尻じりのように尖った歯が生えそろっていた。

「俺はもう、ケチな盗賊じゃねえ。こんな屋敷の守り、突破するのは簡単だったぜ。俺にはでかい後見人バツクがついてるからな！」

　フリックは外套をばさりと広げた。いや、違う。外套ではない。そう見えていたのは、大きな皮の翼だ！　翼に隠されていた身体が露あらわになる。全身を黒光りする鱗うろこが覆っている。手には長い鉤かぎ爪づめ、足は猛もう禽きんのような逆関節。

「こんなもんが頼りになると思ったのか？」

　片手にぶら下げていた塊を、フリックは無造作に投げ出した。

　芝生の上に落ちたのは、あのミニドラゴンだった。

　翼は折れ、傷だらけで血を流し、弱々しく鳴いて首をもたげる。

　思わず哀れを催す姿だったが、次の瞬間起こったことに、ジントは驚きよう愕がくした。

　満まん身しん創そう痍いのミニドラゴンの口が大きく開いて、身体のサイズに似合わない凄すさまじい火球が飛び出したからだ。

　火球はフリックを直撃し、轟ごう音おんと共に炸さく裂れつした。

　だが、煙が晴れたあとに現れたのは、傷一つないフリックの姿だった。大きな翼で身体を覆って身を守ったのだ。翼の表面が煤すすで汚れているだけで、浅傷あさですら負わせられていない。フリックは一つ二つ咳せきをして、怒りに満ちた目をミニドラゴンに向けた。

「野郎……舐なめやがって！」

　フリックは猛禽の脚でミニドラゴンを蹴けり飛ばした。ミニドラゴンは悲鳴を上げて吹っ飛び、屋敷の壁に叩たたきつけられた。

「くたばりやがれ」

「貴様──」

　セリカリアが立ち上がり、ジントを押しのけて、四阿あずまやを出た。

「いい気になるなよ、チンピラが。少しばかり力を得たくらいで」

　その言葉が終わらないうちに、フリックの眼前にメイドが出現した。いつ現れたのかジントにもわからない、一瞬の出来事だった。

「あァ!?」

　これにはフリックも不意を突かれたようだった。

　メイドの両手には銀灰色の短剣があった。その手が目にも留とまらないほど速く振るわれ、フリックを突き刺した。めった刺しである。えげつない攻撃にジントでさえも顔をしかめた。生身の人間が喰くらったら、助かる術すべはないだろう。

　ところが、フリックは笑い出した。

「おいおい、くすぐったいぜ」

「なに──!?」

　セリカリアが目を剥むいた。

　機械的に繰り出される短剣の攻撃は、まったくフリックの身体に当たっていなかった。鋭い切っ先は、黒い鱗うろこの寸前で何かに弾はじかれている。

「小こ癪しやくなッ」

　セリカリアが手を振り、きらきら輝く粉をあたりにまき散らした。フリックの身体を取り巻いて、鈍にぶく光るベールが浮かび上がった。その表面には、禍まが々まがしい形の文字らしき模様が浮かび上がっている。

「高位デーモンの加護!?」

　愕がく然ぜんとした面持ちで、セリカリアが言った。

　粉が散っていくと、束つかの間ま見えた光のベールも消えていった。

「邪魔くせえ。どけよ」

　フリックが振り下ろした鉤かぎ爪づめが、メイドを肩から腰まで切り裂いた。

　その瞬間、メイドは内側から弾け飛んだ。極彩色の蜂鳥の群れが胸の中から飛び出して、混乱したように鳴き交わしながら四方八方に飛び散った。あとに残されたのは、鳥かごめいた細い木枠に、切り裂かれたメイド服がまとわりついた残ざん骸がいだった。

　フリックはあっという間に距離を詰め、セリカリアを四阿の壁に叩きつける。

「ぐあっ」

　苦鳴を漏らしてセリカリアがその場に倒れ込んだ。頭を打ったのか、こめかみから血が流れ落ちる。

「おおっと！　慌てるなよ、チビ」

　動こうとしたジントに向かって、フリックが指を突きつける。

　その指をパチンと鳴らすと、一枚の白金貨が現れた。本来の輝きは、表面を覆う乾いた血で損なわれている。

「これを持っていた女はどこだ？」

　そう言いながらセリカリアを引き起こし、白い喉のどに鉤かぎ爪づめを食い込ませる。肌の上に、みるみるうちに血の玉が盛り上がる。

「魔剣遣いの居場所を教えないと、この女を殺す。脅しだと思うなよ、チビ」

「だ、だめだ……」

　セリカリアがジントに必死の視線を向ける。教えるなと言いたいのだろう。

　だが、ジントは答えた。フリックが本気だと悟ったからだ。ここでセリカリアを失うわけにはいかない。ジントはともかく、マトリたちが今頼れるのは、この魔術師しかいないのだ。

「女はいない。出て行った」

「んだとォ」

「本当だ、今朝早く発たった」

「どこへ行った」

「知らねえ」

「態度悪わりィなあ、チビ。お仕置きが必要か？　正直に言わないと──」

　言いかけたフリックの右腕に、セリカリアがひたりと手を置いた。

「ん？　なんだこの手──」

　訝いぶかしげに見下ろした直後、フリックの腕が爆発した。

「ぎゃあッ!?」

　初めてフリックが苦痛の悲鳴を上げた。

　至近距離での爆発に、ジントとセリカリアも吹っ飛ばされる。

　芝生の上で転がって衝撃を軽減し、起き上がったジントは、凄せい惨さんな光景を目にすることとなった。

　フリックは立っていたが、しきりに頭を振っていた。右腕が肩からもぎ取られ、芝生の上に落ちている。

　セリカリアは、半壊した四阿あずまやまで吹っ飛ばされて横たわっていた。自分自身になんらかの防護措置を施していたのか、一応は五体満足だ。しかし、あれほどの規模の爆発に接して無傷ではいられなかったようで、起き上がれずにいる。

「痛いってえな、クソッ！　人の腕になんてことしやがるこの女アマァ！」

　怒鳴り散らすフリックの周囲は、いつの間にか生垣獣ヘツジビーストに取り囲まれていた。この奇妙な魔法生物は、見ているとまったく動かないのに、目をそらすと視界の外で動いて距離を詰めてくるようだった。

　セリカリアが頭を持ち上げ、何か呪文を呟つぶやき始めた。木立がざわめき、風が吹き始める。詠唱の声が高まっていく。

　腕を失って弱気になったか、フリックは不安げにあたりを見回した。自分が無敵ではないことに、急に気付いたようだった。

「ケッ、つまらねえ」

　落ちた腕を拾って、フリックはばさりと翼を打った。

「まあいい、ここにあいつがいないとわかれば用はねえ。本当ならその魔術師にもお仕置きが必要だし、おまえにもたっぷり借りを返さなきゃならねえところだが、残念ながらもっと大事な仕事があるんでな」

　フリックは大きく羽ばたいて浮き上がった。

「次に遭うときは殺してやるぜ、チビ。楽しみにしてな」

　そう言い残して、フリックは飛び去っていった。もぎ取られた腕を肩の傷口に押しつけながら。

　フリックが遠ざかるのを確認してから、ジントはセリカリアに駆け寄る。

「おい、大丈夫か」

　セリカリアが呪文を中断し、ぐったりと芝生の上に手をついた。

「姫様が……姫様が危ない」

　朦もう朧ろうと呟きながら、セリカリアは立ち上がろうとするが、果たせず草の上で足を滑らせた。ジントは慌てて支える。

「その身体じゃ無理だ」

「そんなことを言っている場合じゃない。行かなければ」

「俺が行く。休んでろ」

「だめだ。貴様には任せられない。敵は上位デーモン、貴様がどうこうできる相手じゃない。私が行かなければ──」

「ごちゃごちゃ言うな！　今動けるのは俺しかいねえだろうが！」

　ジントとセリカリアは睨にらみ合あう。

　やがて、セリカリアが目を伏せた。

「わかった。任せる──だが、気をつけろ。デーモンは人間より魂の容量が多く、コルドリクスをもってしても容易な相手ではない。一撃では即死しないだろう。急いで出発した姫様は、お腹なかがすいて持久力がないはずだ──」

　早口で言いつのるセリカリア。焦じれたジントが遮ろうとしたそのとき、屋敷の中から足音がして、マトリたちが庭に走り出てきた。

「お兄ちゃん！　どうしたの、これ!?」

　庭の惨状に驚いて立ち止まったマトリに、タルクとトトがぶつかる。ジントは叫んだ、

「マトリ！　敵が来た。セリカリアの介抱を頼む」

「わ、わかった！」

　駆け寄ってくるマトリ。セリカリアが目をつぶって、無念そうにため息をつく。

　マトリにあとを任せて、ジントは立ち上がろうとした。

「待て」

　横たわったセリカリアが、ジントの服を掴つかんだ。

「まだ言うのか」

　苛いら立だつジントに、セリカリアが苦しげな笑みを向ける。

「姫様の行く手も知らずに、どこへ向かう気だ」

「……！　どこだ!?」

「街道を北へ向かうと言っていた。北門を通れ。誰かに止められたら私の名を使え」

　セリカリアは少しためらってから、さらに続けた。

「姫様が、貴様に追ってくるなと言い残したのは、決して貴様を疎うとんじてのことではない」

「何が言いたい？」

　まわりくどい言葉に、ジントは眉まゆをひそめる。

「姫様にとって、貴様は特別なのだ」

　なぜか忌々しげにジントを睨にらみつけながら、セリカリアが言った。

「姫様は、できるなら貴様をそばに置いておきたいのだ。だが、放っておけばコルドリクスは貴様を殺す。ひとえに、あの忌まわしい魔剣に貴様を殺させたくない、それこそが姫様の──」

「セリカリアさん。大丈夫だよ」

　意外にも、マトリが口を挟んだ。

「お兄ちゃん、わかってるから。ちゃんとね」

　そう言って、ジントを見上げる。

「でしょ、お兄ちゃん」

「あ？　ああ……」

　ジントは戸惑って生返事をする。

「もう、お兄ちゃん！　しゃんとしてよ！」

　マトリが憤慨したように大声を出した。

「あの子、お兄ちゃんのことスッゴイ大事なんだよ！　あんな危険を冒してまで、リボン拾いに行ったじゃない！」

「リボン？　何の話だ？」

「はぁ!?　なんでティラちゃんがリボン拾いに行ったか、わかってないわけないよね!?」

　わからない。

　ジントには、何を言われているのかさっぱりわからない。

　そんな兄の様子を見て、心底呆あきれたというようにマトリが天を仰いだ。

「ああ、キーラさま、お兄ちゃんにもうちょっとでいいから知恵をお与えください」

「なんだよ！　言いたいことがあるならはっきり言えよ！」

「お兄ちゃんにもらったものだからだよ！　命かけるくらい大事だったんだよ！　なのに、それをどうでもいいとか言っちゃって……馬鹿じゃないの!?」

　横よこ面つらを張られたような気がした。

　そんなことは、思いつきすらしなかった。

　マトリがため息をつく。

「ほら、わかったら早く行って行って！　ここは大丈夫だから！」

　ジントが言葉に詰まっていると、セリカリアが続けて言った。

「頼む、ジント──姫様を、助けてくれ」

　セリカリアの目には涙が浮かんでいた。

　ジントは無言で頷うなずき、踵きびすを返した。

　庭を駆け抜け、屋敷の中を突っ切って、前庭の厩うまやに走り込む。

　馬具を置くのももどかしく、手綱を握って馬を駆り、屋敷を飛び出す。

　──待ってろ、ティラニア。

　坂道を駆け下りながら、ジントは無意識のうちに呟つぶやいていた。
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　誰かに呼ばれたような気がして、ティラニアは振り返った。

　ジャララマールの北門を出て、しばらく馬上の旅である。

　丘の上から、壁に囲まれた街が見える。大小の漁船や商船が湾を行き来している。

　このまま海岸線沿いの街道を北に向かうつもりだった。

　街にいるジントのことを、ティラニアは想おもう。

「──いい子だよね、あいつ」

　コルドリクスに語りかける。肉食獣が喉のどを鳴らすような深い振動が伝わってくる。

「ジントがいなくて寂さびしい？　残り半分の魂、食べられなくて悔しい？」

　肯定の唸うなり。

「私もジントと一緒にいたいよ。あいつの作ってくれたごはん、おいしかったし」

　肯定の唸うなり。

「でもだめ。あなたには殺させない」

　コルドリクスが不満に打ち震える。

　髪を縛ったリボンを引っ張って、ほどいた。

　海からの風を受けて、白い髪が広がる。

　握りしめたリボンに目を落とした。

　これがあれば──。

　これがあれば、ジントがよくしてくれた思い出を大事に持ったまま生きていける。

　そばにジントがいなくても、寂さびしくない。悲しくない。

　一人で生きていける。

　そう、自分に言い聞かせる。

「不思議。こうして一人で旅に出るのはいつものことなのに、なんだかいつもより辛つらいな」

　呟つぶやきを聞く相手は魔剣しかおらず、会話が成り立つわけでもない。

　ジントと一緒にいるときは、怖かった。いつ自分がジントを殺してしまうかわからなかったからだ。

　もう一度コルドリクスの刃にかかったら、ジントもばらばらに砕け散ってしまう。いままでティラニアが愛した人々と同じように。

　何気なくもらったリボンが大切な宝物になったのは、次の瞬間にジントが死んでも、思い出の品が残っていれば、それをよすがに生きていけると考えてのことだ。

　殺さないまま旅立つことができて、よかった。

　本当によかった。

　かぶりを振って感傷を振り払い、ティラニアはふたたび馬を進める。

　やがて街道は、針葉樹の森に入った。海からの風に、ときおり木立がざわめく。

　コルドリクスを折る手段を探しに行く──。

　いつもの通り、セリカリアにはそう言って出てきた。明確な手がかりがあるわけではない。最初からずっと、折る方法を探してきたのだ。放浪の目的は、ずっとそれだ。そのことは、セリカリアも理解している。

　しかし、コルドリクスは、ティラニアの愛する人々を刃にかけるほど、どんどん強大になっていった。

　このデーモンウェポンを折って解放される望みなど、失って久しかった。

　しかし、ジントに出で逢あって、それは変わった。

　ジントは、コルドリクスに斬きられて死ななかった初めての人物だったのだ。

　故国を出てから、ティラニアは終わりのない悪夢を生きていた。いつ殺されるとも知れない流浪の身。誰かにすがることもできず、近付いてくる者は例外なくコルドリクスに殺された。強力な魔術師であるセリカリアですら、何重もの防護措置を施した上で、ようやくティラニアとわずかな時間を過ごすことができるに過ぎない。

　剣を捨てることはかなわなかった。この剣は戻ってくるのだ。手放せば、なんの関係もない人間を魅了して運び手と化し、必ずティラニアの手に帰ってくる。そして、ティラニアの目の前で運び手を殺す。捨てようとしたティラニアを罰するかのように。

　その果てしない悪夢に初めて現れたのが、ジントという例外だった。

　しかもジントは、ティラニアを殺さなかった。ティラニアの生きる理不尽な世界において、魔剣を手にして以来初めて巡り逢あった、理性であり、情だったのだ。

「もう一度探してみようかと思うんだよね。あなたを葬り去る手段を」

　そう言うと、コルドリクスはカタカタと揺れた。嗤わらうように。

　冷たい風が吹き抜けて、晴れていた空が曇ってきた。

　頭上を、大きな羽ばたきが通り過ぎた。馬が怯おびえていななき、脚を止める。

「どうしたの？」

　馬の首筋を叩たたいてやって、顔を上げたとき、異変に気付いた。

　フードを目深に下ろした男が、前方の梢こずえに立っている。

「だれ？」

　男はフードをはねのけた。若い男の顔。ジントより少し年上か。

「よう、剣士様。この顔、忘れたとは言わせねえぜ」

　眉み間けんに皺しわを寄せて、ティラニアは男の顔を凝視した。

「いや……ごめん。ぜんぜんわかんない」

「なんだと!?」

　男がムッとした顔で名乗った。

「俺は〈兄弟団〉のフリックだ。ザルガン様の一の手下。魔神アシュタルゴンの猟犬よ」

　一の手下、というのは自慢なのだろうか？　ティラニアは首をかしげる。

「ザルガンって誰だっけ？」

「スナガラの領主様だよ！　魔神を従える偉大なる魔術師にして、〈兄弟団〉のお頭だ」

「ふーん。言われてみれば、あなたには見覚えがあるかも。戦ってるときにちらっと見たような気がする。死んでなかったんだっけ」

「やっと思い出したか。俺はしぶといのさ」

「それで、何のご用」

「おまえと、その剣に用がある」

「やめた方がいいと思うな」

　平板な声でティラニアは言った。旅をしていて、コルドリクスをよこせと言われたことは何度となくある。ある者は単なる金目のものとして、またある者は強力な魔法の武器だと考えて。自暴自棄になっていたころは、わざと持たせてやったこともあった。案の定、コルドリクスは気に入らない遣い手を自分で殺し、ふたたびティラニアの手に戻ってきた。

　しかし、フリックは自信満々である。

「俺はもう以前の俺じゃねえ。魔神アシュタルゴンの加護を得たデーモンの司祭だ！」

　フリックは翼を広げて、デーモンと化した姿を誇らしげに晒さらした。

「うわあ」

　とティラニアは思わず口に出してしまった。フリックが聞きとがめて喚わめき立たてる。

「なんだそのしょっぱい反応は！　もっとなんか、こう、あるだろうが!?」

「気持ち悪い姿になっちゃって……」

「カッコイイだろォ!?」

　ティラニアは黙ってかぶりを振った。

「て、てめえ……。やる気はねえのか、やる気は」

「ないなあ。戦うとおなかすくんだもの」

「これだからよォ。あの女魔術師の方がよっぽどマシだったぜ。ズタボロにされながら、俺の右腕をぶっちぎりやがった」

「──なに？　いま、なんと言った？」

　ティラニアの鋭い口調に、フリックがしてやったりと笑う。

「おめえの痕こん跡せきを追って、ジャララマールに寄ったのよ。俺が屋敷に入っていったら、小便チビりそうになってたぜ。あの女も、ジントも、ボコボコにしてやった」

「…………」

　ティラニアは、リボンを左手にぐるりと巻きつけると、無言のまま、背中のコルドリクスを抜いた。黒く輝く刀身が風を切り裂いて、むせび泣くような刃鳴りを上げる。

「おっほ、それだそれ。ヤバそうな剣だぜ」

　場違いにはしゃぐフリックにじっとりとした目を向けて、ティラニアは言う。

「降りてくるか？　それとも、その木を切り倒して、地に落としてやろうか？」

「いやあ、俺も多少出世したんでね。ヤバいときは部下にやらせることにする」

「部下……？」

　はっと気配に気付いて、ティラニアは頭上を振り仰いだ。

　何体もの有翼のデーモンが虚空から現れて、馬上のティラニアへ一斉に襲いかかった。

　蛾がのような模様のついた鳥の翼から、魚の頭と、触腕の塊がぶら下がっている。

　その触腕が、ティラニアの身体に向かって伸びてきた。

「くっ」

　触腕を切り払おうと、コルドリクスを振り回す。だが、触腕には蛸たこのように弾力があった。刃が表面を滑る。手応えがない。

　ならば、とティラニアは持ち手を回し、剣の平で敵を叩たたき落おとそうとした。翼や頭を叩かれたデーモンが、異様な鳴き声を上げて怯ひるむ。

　しかし、敵の数が多すぎた。

　デーモンたちは間合いを測りながら、交互に触腕を繰り出してくる。表面に並んだ吸盤が、コルドリクスの刀身や、ティラニアの甲かつ冑ちゆうに吸いついて絡め取ろうとする。

　触腕をふりほどいて、剣を振り回して遠ざける。それだけで体力が削られていく。

　おなかがすいて力が出ない。

　柄つかを握った手が徐々に緩む。握り直そうとした拍子に、左手に巻きつけていたリボンがはらりと落ちた。

　──しまった！

　宙に舞うリボンに気を取られた隙すきを、敵は見逃さなかった。

　一斉に繰り出された触腕が、ティラニアの身体とコルドリクスを絡め取り、鞍くらから持ち上げた。

「は……離せ……！」

「離すかよ、馬ァ鹿」

　手足も顔も構わずに締めつけてくる触腕の隙間から、フリックの嘲り笑う顔が見えた。

　その背後で、空中にぽっかりと穴が開いた。

　穴の向こうに、紫色の砂漠が見える。

　フリックが何やら合図をすると、デーモンたちはティラニアをより高く持ち上げていった。下から、恐慌に陥った馬が逃げ去る音が聞こえる。

　ティラニアは為なす術すべもなく穴の中へと運ばれていき、コルドリクスもろとも、この世界から姿を消した。
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　針葉樹の林の中、ジントは手綱を引いて馬を止めた。

　荒い息を吐く馬から飛び降り、地面を凝視する。

　セリカリアの屋敷を飛び出して、ジャララマール市街の混雑を強引に抜け、北門を出て休みなく駆け通してきた。街道を旅する者はまばらである。のろのろと進むキャラバンを追い抜くジントを、荷馬車を守る護衛たちが警戒の目で見送っていた。

　ジントは摩耗した石畳に膝ひざをつき、這はいつくばって目を凝らした。

　ごく最近、ここで何かがあった。路面を覆う土つち埃ぼこりの上に、馬が少しの間立ち止まって、ぐるぐるその場で足踏みしていたような痕こん跡せきがある。

　その後、馬が急に速度を上げて駆け去った。

　顔を上げてあたりを見回す。昼過ぎの街道、林の向こうには海のきらめき。振り返っても、木々に遮られてジャララマールは見えない。立ち止まって景色を眺めるような場所ではないし、休むには中途半端だ。

　逆に考えれば、待ち伏せにはちょうどいい場所と言えるかもしれない。

　しかし、他に目立った足跡はない。血痕も、コルドリクスが振るわれたときに生じるはずの、水晶の欠片かけらも見あたらない。

　デーモンと化したフリックには翼があった。ティラニアが上空から襲われたとすれば、足跡がないことには説明がつく。

　馬上で応戦しながら逃げたのだろうか？　馬を追うべきか？　ジントは忙しく頭を回転させながら、視線を上げて手がかりを探す。

　そのとき、見覚えのあるものが目に留とまった。

　リボンだ。木の枝に引っかかって、今にも風で飛んでいきそうだ。

　立ち上がって木に歩み寄り、リボンを掴つかむ。

　手に取って、少しためらった後、匂いを嗅かいでみた。

　思った通り、ティラニアの香りがした。

　あんなに大事にしてたのに──。

　どうでもいいと思っていたはずのリボンなのに、放置されているのを見ると、なんとなく寂さびしい。

　──いや、なにを馬鹿なことを。

　ジントは我に返って、ぶるぶると頭を振った。

　あいつはこれを拾うために命を賭けた。

　ティラニアが自分でこのリボンを捨てるわけがない。間違いなく、ここで襲われたのだ。

　どこへ行った？　フリックに襲われたとして、奴はどこへティラニアを連れて行った？

　前にも増して注意深く、周囲の地面と木立を観察する。

　しかし、リボン以外にはなんの手がかりも見つからない。

「くそっ」

　思わず呪のろいの文句が口をついて出る。

　悪い方向へ想像が膨らんでいく。

　デーモンが相手では、コルドリクスも決して無敵ではない。セリカリアはそう言っていた。ティラニアがフリックに連れ去られたのだとしたら、どんな目に遭っているか知れたものではない。

　やはり、馬の後を追うか。一刻も早く行方を捜さなければ──。

　焦って立ち上がったジントの懐ふところで、そのとき、なにかがもぞりと動いた。

「うおっ!?」

　不意を突かれてのけぞるジント。

　見下ろすと、胸元から小さな羽毛の塊が這はい出だしてきた。色鮮やかな蜂鳥だ。

　蜂鳥は黒くつぶらな瞳でジントを見上げて、口を開いた。

「まあ、落ち着きなよ、ダンナ」

「喋しやべった!?」

「そりゃ喋るさ。オイラの舌は器用なんだ」

　さも当然とばかりにそう言って、蜂鳥は小さな翼を羽ばたかせ、ジントの目の前に浮かび上がった。

「な、なんだおまえ。いつからいた」

「カーッ、気付かなかったんかい。腕利きの盗賊が聞いて呆あきれるね」

　蜂鳥は呆れたようにぐるりと頭を回した。

「オイラはピリクク。セリカリア様の使い魔さ。ご主人様がダンナの服にオイラを忍び込ませたのさ、監視と手助けのためにね。いつからいたのかは、ご想像にまかせるぜ」

　混乱しながらも、ジントは記憶を辿たどり、そして思い出す。ティラニアを追って屋敷を飛び出す前に、セリカリアがジントに触れた。おそらくあのときだ。

「なんだよ、そんなにショックだったかい？　まあそうだな、今のダンナじゃ、銭入れを掏すられたって気付かないかもだぜ」

　思わず懐を確かめそうになったが、さすがに思いとどまった。だが、ピリククはジントの気配を察したのか、訳知り顔で続ける。

「安心していいぜ。オイラが銭入れの中で寝てたからな、しっかり見張っててやった」

「ひ、人の財布の中で寝るなよ。何の用だ？」

「ダンナがあたふたしてるからさ、見てらんなくて出てきたのさ。ご主人様は、こういうときのためにオイラをよこしたんだ」

「おまえに何ができるってんだ？」

　疑いが声に出たか、ピリククはムッとしたように嘴くちばしを歪ゆがめた。

「あのさ、オイラ、これでもデーモンなんだぜ」

　そう言うピリククには、よく見ると脚が三本生えている。

「小さいからって甘く見んなよ。ダンナだってチビなんだから」

「うるせー！　ってか、なんも言ってねえだろ!?」

「ダンナの心を読むことくらい簡単だぜ。やーいチビスケ」

「このやろ」

　ジントが捕まえようとして出した手を、ピリククはやすやすとかわして、細い嘴くちばしから細い舌を出した。

「無理無理、ダンナがオイラに触れられるのは、オイラが許したときだけだぜ。暇があるならしばらく遊んでてもいいけど──」

「そ、そうだ、おまえ、ティラニアがどこにいるのか知ってるのか」

「なんでオイラが知ってるのさ。ったく、しっかりしてくれよダンナ。盗賊にしちゃ頭が鈍にぶりすぎだぜ」

　ただでさえティラニアのことで頭がいっぱいなのに、突然出てきた小生意気なデーモンに罵ば倒とうされて、ジントの頭に血が上る。

　が、確かにピリククの言うとおりだ。今の自分は普通ではない。冷静さを失いすぎている……。ジントは目をつぶり、ふーっと息を吐いた。

「おっ、少しはまともな顔つきになったぜ。ほんの少しな」

　目を開けたジントを、ピリククがえらそうに評した。

「何か手がかりがあるなら教えてくれ」

「手がかりはダンナが見つけるのさ」

　ピリククがジントの肩に止まった。

「オイラはご主人様と知識を融通し合ってる。オイラの言葉は全部、ご主人様の言葉として聞いてくれていい……まあ、ほとんど全部だ」

「それで？」

「ダンナは〈残魂ハーフソウル〉だろ。半分死んで、半分生きてる」

「ああ……」

「ダンナをそうしたのはコルドリクスだ。ご主人様は、ダンナとコルドリクスの間に結びつきがあると考えてる。言わば、見えない絆きずなだな」

　その考えに、ジントは顔をしかめる。あの魔剣との絆など、考えただけでおぞましい。どんな結びつきも全力で拒否したい。ティラニアとならともかく──。

「でだ、その結びつきを辿たどれば、ダンナは魔剣がどこに行ったかわかるかもしれないとさ」

「結びつきを辿るって、どうするんだ？」

「目を閉じて自分の中を見てみな。そうやってかすかな感覚を見つけ出すんだ。そいつに集中して、もっとよく見る。魔術の基本さ」

「へえ……魔術もそうなんだな」

「なんだよ？」

「俺の師匠が同じことを言ってた。盗賊の業わざを教えるときに」

「魔術師も盗賊もたいして変わらないってこったね。さあ、やってみなよ、ダンナ」

　言われるままに、ジントは目を閉じた。まぶたの裏の暗くら闇やみを見つめる。

　幼いころ、師匠に教えを受けたときのことを思い出しながら。

（おまえの外にあるものはすべて、おまえの中にもあるんだ）

　師匠の口癖が、脳裏に蘇よみがえる。

（忍び足、聞き耳、鍵開け──盗賊の業わざはいろいろあるが、基本はたった一つ。自分の中の感覚を研ぎ澄ますことだ。二流の連中は、指先や足裏の感覚に囚とらわれちまう。そうじゃねえんだ。もちろんそれも大事だが、一番に大事なのは、それらがおまえにとってどういう意味を持つかを見つけることだ。わかるか？）

　──全然わかんないよ師匠。

（マジかよ）

　師匠は実際、腕の立つ盗賊だった。

　だが、説明はヘタクソだった。

　重要なことを伝えてくれようとしているのはなんとなくわかるのだが、言い方が回りくどく、幼いジントにはとうてい理解が不可能だったのだ。

　それでも長く師事していると、少しずつわかってきたような気がしたのだが、そのうち師匠はあっさり死んでしまった。

「気が散ってないかいダンナ」

　ピリククに突っ込まれて我に返った。雑念を振り払って集中する。師匠の話は今はどうでもいい。重要なのは、ティラニアの行方だ。つまり──コルドリクスの。

　……確かに、何かに引き寄せられるような感覚がある。

　胸の奥に釣り針を引っかけられて、遠くから引っ張られているような。

　それに意識を向けるうちに、身体の感覚が変わってきた。

　軽いというか、寒いというか、なんだかスースーするような……。

「──おっ、ダンナ、なんだか透き通ってきたぜ」

　目を開けて、ジントは驚いた。自分の身体が、身につけているものも一緒に透き通っている。輪りん郭かくもぼやけて、風に流されそうだ。

「なんだこりゃ!?　これじゃまるで──」

「そうだな、ダンナ。まるで幽霊だ」

　呆ぼう然ぜんと顔を上げると、世界は光り輝いていた。

　周囲の木々は、幹の内側から脈打つ光に照らされている。足元を這はう蟻ありの一匹一匹が、地面にちりばめられた星ほし屑くずのようだ。

　その光が、生命あるものの輝きであることに気付くまでには時間がかからなかった。

「いい案あん配ばいに死んできたねえ、ダンナ」

　肩の上でそう言うピリククは、黒々とした蜂鳥の彫刻のように見える。目だけが赤く、爛らん々らんと光っていた。

「今ダンナは、死人の目でものを見てるのさ。コルドリクスの声に耳を傾けすぎると、どんどんダンナは死人に近付いていく。自分から、愛いとしいあの剣に貫かれたくなるはずさ」

「そんなこと考える……わけが……」

　反論の言葉は半ばで途と切ぎれた。

　ジントは戦せん慄りつと共に悟る。自分が、コルドリクスにもう一度刺し貫かれたいと思っていることを。残り半分の心臓を、魂を、あの魔剣に喰くらい尽くしてもらいたい──そんな欲求が、確かに己の中にあることを。

　さらに、ジントは気付いた。遠く、はるか遠く、何かがジントを呼んでいる。

　何か？　いや、その正体は明らかだ。コルドリクスである。

　生命の輝きに満ちた世界の向こうから、貪どん食しよくの黒こつ剣けんが、ジントを呼んでいるのだ。

「見つけたみたいだな？」

　ピリククが囁ささやいた。

　意思に反して、ジントは足を踏み出していた。

「次元間の壁を越えるぜ──足元に気をつけなよ、ダンナ」

　ピリククの警告を上の空で聞きながら、ジントは異世界へと踏み込んでいった。
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　紫色の砂が一面に広がる荒野に、ジントはただ一人立っていた。

　枯れ草の茂みが点在する中、ねじくれた木がまばらに生えている。

　空気はねっとりと重く、黴かび臭くさい。低く垂れ込めた雲は生きているように渦を巻いて、雷鳴に似た音を響かせていた。

「……どこだここは」

　呟つぶやいて、ハッと自分の手を見下ろす。幽霊のようだった身体は、ふたたび実体を取り戻していた。

　ピリククがジントの肩から飛び立ち、周囲を素早く飛び回る。

「フーム。ちっちゃい次元界だな。貧乏くさい。何かの隠れ家がか、見み棄すてられた場所か」

　ぶつぶつ言って、ツイとジントの目の前にやってくる。

「おっ、ダンナ、後ろ見てみろよ。あれじゃないか？」

　嘴くちばしで背後を示されて、ジントは振り返る。紫の荒野の向こうに、大きな建物が見えた。

　黒い石の砦とりでだ。城壁と尖せん塔とうのあちらこちらに、火明かりが点ともっている。

「ううっ」

　目にした途端、ジントは呻うめいた。

　どうしようもなくそちらへ惹ひきつけられるのを感じたのだ。

「大丈夫かい、ダンナ」

「呼ばれてる……あそこにティラニアがいるみたいだ」

「呼んでるのはダンナのお姫様じゃあない、コルドリクスの方だぜ？」

「思い出させてくれてありがとうよ」

　呼ばれている感覚は、もう集中する必要すらないほど強かった。

　道に迷う心配こそないが、面白くもない。コルドリクスはジントを殺そうとして呼んでいるわけである。そこにわざわざ向かっていることを考えると、どうにも居心地が悪い。

「なあ、ピリクク。俺って馬鹿なんじゃないか？」

「ついに気付いてしまったのかい、ダンナ。言わないようにしてたんだけどな」

　ピリククが気の毒そうに答えた。

「よくいるだろ、自分を殴る男から離れられない女が。今のダンナはそんな感じだ。お姫様なんて放って逃げればいいんだ」

「ティラニアは悪くないだろ……」

「その発言もかなりどうかと思うけどなダンナ。オイラの言いたいのは、コルドリクスに呼び出されてのこのこ出向いていくダンナの愚かしさだよ」

「だ、大丈夫だ。おとなしく殺されるつもりはないからな」

　ピリククが呆あきれたようにため息をついた。

「なあ、ダンナの妹が悪い男に捕まって、同じようなこと言ってたらどう思うよ。よく考えた方がいいんじゃないかねえ」

　ジントもわかっている。わかっているが、退くわけにはいかないのだ。

　紫の砂を踏んで、ジントは砦へと歩いていった。

　遮る物もない砂漠ではあったが、地形の起伏に身を隠しながら、慎重に近付く。

　大きな荷車でも通ったのか、乾いた地面の上に深い轍わだちが穿うがたれていた。その中に伏せて、ジントは砦を観察する。

　砦の門は閉ざされていた。閂かんぬきのかかった巨大な扉の前に、異形の怪物が立っていた。

　額ひたいの真ん中に一つ目を持つ、鎧よろいを着た猪いのししのようなデーモンだった。雄牛でも一発で仕し留とめられそうな大弓を持っている。身の丈はジントの三倍はあるだろう。

　そいつの頭がジントの方を向いたので、慌てて頭を引っ込める。

　直後、周囲の地面を白い光が照らし出した。日暮れのように暗かった砂漠の中、ジントの周辺だけが真昼よりも明るくなる。

「ホッグロプスだ。やっかいな種族を衛兵に使ってやがる」

　ピリククはジントの髪の毛の中に身を隠して、門の方を見ていた。

「あの目、光るだけじゃないぜ。照らし出されたら金縛りになる。動きが止まったところを大弓で射られて終わりだ」

　息を潜めていると、衛兵の目がよそを向いて、周囲を照らしていた光も消えた。

「目を狙ねらえばいいのか？」

　ジントが訊きくと、ピリククが首を横に振った。

「普通の武器じゃ無理だ。どんな矢も、目に当たる前に見られて動きが止まるよ。魔法のかかった矢でもあれば別だけど、そんな都合いいもん持ってないだろ？」

「ないな……」

「だよな。ふむ、さて、どうやって近付くかね」

　ジントはしばらく考えて口を開いた。

「俺がコルドリクスに呪のろわれてるってんなら、俺は魔法のかかった存在だよな？」

「ん？　まあ、そうとも言えるかね」

「じゃあ、俺が石かなんか投げたら、それは魔法のかかった攻撃にならないか？」

　思いつきを口にしただけだったが、ピリククは首を傾けて考え込んだ。

「……いや、ダメだね、確かに厳密に言やあ、ダンナはもう純粋な人間じゃない、魔法的な存在だ。でもな、あの類たぐいの戦闘デーモンは、普通は魔法で守られてる。その防護を貫くには相応の強い力が必要だよ」

「ダメか。じゃあやっぱり、見られないように近付く方法を考えないとな」

「そうだぜ、ダンナ」

　ジントとピリククはちょっとの間考え込んで、

「「……ん？」」

　同時に思いついて顔を見合わせた。

「できるよな、俺」

「できるじゃん、ダンナ」

　ジントの髪から抜け出して、ピリククが顔の前に浮き上がる。

「〈幽霊歩きゴーストウオーク〉だよ。さっきのやつをやればいいんだ！」

　次元間の壁を越えたときの感覚を思い出して、集中するうちに、ジントの身体はふたたび実体を失い、透明な幽霊と化した。

「……できた」

「やったじゃん、ダンナ」

「おまえはどうするんだ？」

「あ。そうだな、オイラは……また懐ふところにでも入れといてくれよ」

　言うが早いか、ピリククはジントの胸に突っ込んできた。

　胸板に嘴くちばしが刺さってジントは叫びそうになる。

「ぎっ……」

「いってえ！　どこ見てんだよダンナ！　嘴折れるかと思った！」

「こ、こっちのセリフだ！　何やってんだよ!?」

「だって、見えねえんだからしょうがねえだろ！」

　ジントから見ると、おぼろげに自分の輪りん郭かく線がわかるのだが、他人からはそうでもないらしい。安心できる材料ではあった。

「で、どっから入るんだよ、ダンナの懐は」

「もうちょっと上……そう、そこだ」

「ったく、手がかかるダンナだぜ」

「こっちのセリフだっての」

　なんとかピリククがジントの服の中に潜り込むと、姿が消える。

「じゃあ……行くか」

「おう、がんばれダンナ」

　他人事のような応援を受けて、ジントは溝から這はい上あがった。

　ホッグロプスの見張る荒れ地を、砦とりでに向かって近付く。

　身を隠さずに歩いていくのは、裸になったような気分である。透明化しているから、これ以上ないほど身を隠してはいるはずだが、それでもつい、こそこそ歩いてしまう。

　ホッグロプスがゆっくりと首をめぐらせて、周囲を視線で舐なめていく。足跡でも見つかったら元も子もない。ジントはつとめてゆっくりと足を運び、普通に歩く三倍の時間をかけて、ようやく砦の城壁のふもとにたどり着いた。

　近くで見上げると、ホッグロプスの鎧よろいに、見たことのある紋章が刻まれていることに気がついた。ザルガンの紋章だ。

〈兄弟団〉の中でも、ザルガンが異世界に隠れ家がを構えているという噂うわさを耳にしたことがあったのを思い出す。では、ここがそうなのか。

　城壁を回り込んで、ホッグロプスの視線から出る。

　ようやく一息つけると思ったが、こちら側でもホッグロプスの衛兵があたりを見張っていた。どうやら四角い城壁の四辺に、それぞれ見張りが配置されているようだ。

「安心させてくれないな」

「ダンナは透明なんだから、ここまで来りゃ大丈夫だろ」

　ジントは鉄てつ鈎かぎ付きのロープを投げ上げた。この状態で道具が使えるのか不安だったが、フックは城壁のてっぺんにしっかりと引っかかった。

　透明な腕で、透明なロープをたぐって壁を登る。

「先に行って見てくるぜ」

　ピリククがもぞもぞと懐ふところから這はい出だすと、軽やかに城壁の上へと舞い上がった。空中に留とどまったまま、ジントを振り返って頷うなずきかける。大丈夫そうだ。

　壁登りはジントの専門分野である。あっさりと登り切って、狭間はざま胸壁の上に立った。

　胸壁の上には見張りが置かれていなかった。誰かが攻めてくるとは思っていないのか、それともホッグロプスで充分ということか。

「いい調子だな、ダンナ。このままこっそり行こうぜ」

「いや……ちょっと待ってくれ」

　集中を解いて、透明化を解除する。ジントは胸壁にもたれかかって大きく喘あえいだ。

「どうかしたかい？」

「これ……これ、ヤバい」

　息を切らしながら、ジントは説明しようとした。

「〈幽霊歩きゴーストウオーク〉してる間、ずっとあいつが見てるんだ」

「あいつって誰だい」

「コルドリクスだよ！　あの野郎、完全に俺が来てることに気付いてる。俺を喰くおうと待ち構えてるんだ！」

　それは異様な感覚だった。〈幽霊歩き〉をしていると、四方八方から、絶え間なく、コルドリクスの視線を感じるのだ。最初は錯覚かと思った。しかし、時間が経たつにつれて、視線の圧力はどんどん強くなっていった。

　この能力があれば、盗賊としては最高に便利じゃないか──と初めは思ったのだが、今のジントは、できる限り使わないでおきたいと思うようになっていた。

「まあ、なんだ、気をしっかり持ちなよ」

　慰めとも励ましともつかないことを言って、ピリククがジントの肩に戻る。

「あっちに階段がある。砦とりでの中に入れるぜ」

　ジントは気を取り直して立ち上がり、胸壁を歩き出した。

　四方を壁に囲まれた城じよう砦さいの中央には、大きなドーム状の屋根が見えた。屋根の頂点には旗はた竿ざおが立てられ、ザルガンの紋章を描いた旗が翻っている。胸壁から直接行く道はなさそうだから、とりあえず下りてみるしかない。

　階段の入口から中を覗のぞき込こむ。真っ暗だ。こういうときには、タルクやトトのように夜目が利く種族が羨うらやましくなる。少しの間片目をつぶって暗くら闇やみに馴ならしてから、ジントは階段に足を踏み入れた。

　片手を壁に置き、息を殺して、螺ら旋せん階段を下りていく。

　やがて下から、豚の集団が餌えさを奪い合っているような、騒々しい音が聞こえてきた。

　グチャグチャとものを咀そ嚼しやくする音、金属の皿が石の床に落ちるけたたましい音。

　階段の下に光が見えた。開け放された戸口から、揺らめく火明かりが漏れている。

　一番下の段に達して、戸口を覗のぞき込こむ。食堂だろうか。大きな部屋に長テーブルとベンチが置かれ、何人もの男たちが食事をしていた。

　ジントは息を呑のむ。長テーブルに向かっているのが、見覚えのある人間だったからだ。〈兄弟団〉の盗賊たちだ。

　いや、違う……。一見人間のようだが、違う。獣のように鼻はな面づらが突き出し、毛だらけで、目を血走らせ、涎よだれを垂らしている。狂犬のような姿だった。素手で肉を奪い合い、貪むさぼっている姿からは、知性は感じられなかった。

「あいつら、どうしちまったんだ」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやくと、ピリククが言った。

「ありゃあ、下位のデーモンにされちまったんだな。定じよう命みようの人間が、うっかり力のあるデーモンに接触するとああなる。知り合いかい？」

「まあ、な」

「そうか。あんまり気を落とすなよ、ダンナ。人間は儚はかないもんさ」

　慰めてくれたつもりなのだろうか。

　正直、彼らにたいして思い入れがあったつもりはないのだが、こうして異形の姿に変えられてしまったのを目の当たりにすると、衝撃を受けないわけにはいかなかった。

　食堂の明かりは何本かの松明たいまつだけで、身を隠す影には事欠かない。

　こっそりと壁際を通り抜けるジントに、誰一人として気付かなかった。

　食堂を後にして、さらに砦とりでの奥深くへと進む。

　初めて歩く砦の中だが、道に迷うことはなかった。コルドリクスの呼ぶ声に導かれ、影から影へと伝い歩いていく。

　どうやらコルドリクスは地下にいるようだ。おそらくティラニアもそこだろう。

　明かりのほとんどない通路を抜けて、階段を見つけては下る。ときおり衛兵とおぼしい下位デーモンが歩いていたが、鎧よろいをがちゃつかせ、声高に仲間と話しているので、避けるのは簡単だった。

　城じよう砦さいの中心部へと進んでいくと、やがて、巨大な吹き抜けに突き当たった。見上げると頭上には半球形の天井。下は底が見えない。岩盤を貫いて地下へと続いているようだ。

　吹き抜けの壁沿いに設置された階段に足を踏み出したそのときだった。

「おい、チビ」

　背後から呼びかける声が聞こえた。

　振り返ったジントは、大きな皮の翼を羽ばたかせて宙に浮かぶフリックの姿を目にした。

「……よう、フリック」

「誰がここに来ていいっつった？　ああ？」

「ティラニアはどこだ？」

「訊きいてるのはこっちだぜ、チビ」

「チビチビうるせーんだよ、腰抜け野郎」

「ンだとォ？」

　フリックが鮫さめのように尖とがった歯を剥むき出だした。

「言いやがったな。ちょうどいい、今ここでぶっ殺してやる。前からテメエは気にくわなかったんだ」

「へえ、そうかい。俺なんかあんたに悪いことしましたかね」

「人を馬鹿にしたその目つきがムカつくんだよォ！」

　フリックが翼をひと打ちして、ジントに向かって急降下してきた。

　身をかわした鼻先で、脚の鉤かぎ爪づめが階段の石材を削り取って火花を散らす。

　鉤爪が二度、三度と空を切り、壁に無惨な爪つめ痕あとが刻まれる。とてつもない力だった。一発でも当たったら、ただではすまないだろう。

「ピリクク！　あれも戦闘デーモンの力か!?」

「そうだよダンナ。人間との〈混じり〉だけど、さっき見た下等な奴らとはわけが違う」

「ってことは、魔法の武器以外は通じない？」

「わかってきたじゃないの」

「面倒だな、クソッ」

　攻撃の隙すきを突いて、投げナイフを放ってみた。

　ナイフは狙ねらいどおり、喉のどの下の急所へ吸い込まれたが、刺さらずにその場に落ちた。皮膚には毛筋ほどの傷もついていない。

「だァから効かねえっての」

　フリックが嘲あざ笑わらう。

「やっぱダメか」

　よく見ると、セリカリアの魔法でもぎ取られたはずの右腕も元通りになっている。肩の付け根に引ひき攣つれたような傷跡が残っているが、それだけだ。

「こりゃ、厄介だな」

　呟つぶやいた言葉に、フリックが得意満面の笑みを浮かべる。

「今の俺は魔神アシュタルゴンの猟犬、上位デーモンのフリック様だ！　……ちょっと俺の人生計画とはズレたが、まあ結果的には大出世だ」

「よかったじゃねえか。俺みたいな貧乏人は放って楽しく暮らせよ」

「悪いな、テメエをいつかぶっ殺すことも俺の人生計画に入ってたんだ」

「そんなに嫌われてたとは知らなかったぜ。傷つくな」

「もっと傷つけてやるから、こっち来いよ」

「イヤだね。俺には俺の人生計画があるんだ」

　ジントは距離を取ろうとするが、フリックは器用に空中を移動して追いかけてくる。下りる道は塞がれ、上に行くしかない。

　ジントは踵きびすを返して、階段を駆け上がる。ピリククも小さな翼を懸命に動かしながらついてくる。

「どうする気だい、ダンナ？」

「俺の持ってる道具じゃ歯が立たない。なんとかして動きを止めるしかないな」

「どうやって？」

「これでなんとか……」

　ジントは壁登りに使った鉄てつ鈎かぎ付きロープをまた取り出した。うまく翼に引っかければ、飛べなくすることができるかもしれない。

　走りながら、吹き抜けの下に目をやる。底が見えないほど深い。ここから落としてやれば、さすがに無傷とはいかないのではないだろうか。

　うなじに冷たいものを感じて頭を下げる。直後、鉤かぎ爪づめが髪をかすめて通り過ぎた。

「あっぶね！　オイラまで巻き込まれそうだったぜ！」

　ピリククが甲高い声で悲鳴を上げた。

「チョロチョロ逃げ回りやがって！　どっちが腰抜けだエエッ!?」

　フリックの怒鳴り声を背に、階段を一番上の戸口まで上り切った。体当たりするように扉を開けて、ドーム状になった屋根のふもとに転がり出る。

　フリックが素早く翼をすぼめて戸口を抜けてきた。

　そこへジントは、振り向きざまに鉄鈎付きロープを投げつけた。一番避よけにくい状況を狙ねらってのことだったが、フリックが翼を開いて浮き上がったため、狙いが逸それた。ロープは猛もう禽きんのように変化したフリックの足首に絡みついた。

「しまっ……」

「ん？　なんだこりゃ」

　フリックは足首を見下ろし、ジントに目を戻すと、馬鹿にしたように笑い出した。

「おいジントォ。こんなオモチャで、このフリック様をどうにかできると思ったのか？」

　フリックがぐいと足首を引いた。ジントはつんのめって転倒する。

「ぐっ……」

「ダンナ、気付いてないかもしれないから言うけど、そのロープ放したほうがいいぜ」

　ピリククが耳打ちする。

「……いや、まだだ」

「え？」

「ピリクク、おまえにやってほしいことがある──」

　ジントが手短に囁ささやくと、ピリククは懐疑的に首をかしげたが、それでも素早く飛び立って、ジントのそばを離れた。

　よろよろと立ち上がるジントを、フリックが小気味よさそうに眺めている。

「転んじまったなあ。痛かったか？」

　ジントは答えず、ロープを両手で握る。

「おいおい、力比べか？　チビのおまえが俺に勝てるとでも？」

　フリックが足首に巻きついたロープを手に取って持ち上げた。

「ああ、わかったぜ。おまえ、犬になりたいんだな」

　そう言って、ぐいとロープを引く。ジントはふらつき、またもや倒れそうになる。

「跪ひざまずけよオラ。四つんばいになれよ。心から謝れば、許してやらねえでもねえぞ」

「謝ったらどうなるんだ」

「そうだな、おまえも俺の部下にしてやるよ。〈兄弟団〉の他の連中と同じようになァ」

「イヤだね。殺された方がマシだ」

「そう言うと思ったぜ、クソチビ！」

　フリックが力いっぱいロープを引いた。

　そのタイミングで、ジントはロープを握った手をゆるめる。

　まだ長さを残していたロープが、腰から繰り出されていく。

　手応えを失って、フリックがたたらを踏んだその隙すきに、ジントは足元に煙玉を叩たたきつけた。くぐもった破裂音と共に、白い煙が噴き出した。煙はあっという間に広がって、ジントの姿を覆い隠す。

「ああ!?　めんどくせえ奴だなァ、ジント！」

　苛いら立だちの叫びを上げて、フリックが翼を広げた。

「隠れたつもりか？　上から見れば丸わかりなんだよォ！」

　皮の翼が羽ばたくたびに、ドームの頂点に立てられたザルガンの旗が激しくはためいた。

　空からジントを見つけるべく、煙の中からフリックが飛び立った。ドーム屋根の真上に位置取って、屋上を睨ねめつける。

　ジントは叫んだ。

「今だ、ピリクク！」

　城壁の方から、鋭いピィーッという鳥の鳴き声が響いた。

「あ？」

　声の方を見たフリックが、白い光に照らされた。

　勝ち誇った表情が凍りつく。鉤かぎ爪づめも、翼も、すべての動きが停止する。

　ジントはピリククに、ホッグロプスの注意を引くように頼んだのだ。ピリククの鳴き声に反応して上を見たホッグロプスの視線が、上空に舞い上がったフリックを捉とらえて、瞬時に金縛りにしたのだった。

　翼を封じられたフリックが落下する。城壁の縁でホッグロプスの視線が途と切ぎれ、凍結されていたフリックの意識が戻る。

「……うおお!?　どうなってる!?」

　闇やみ雲くもに羽ばたこうとするフリックだが、体勢を整える時間はなかった。

　鈍にぶい音を立てて、フリックがドーム屋根に叩たたきつけられる。

「ゲエッ」

　フリックが黒い血を吐く。

　鱗うろこに覆われた胴体を、旗はた竿ざおが貫通していた。片方の翼は折れて引き裂かれている。

　ピリククが戻ってきて、ジントの肩に止まった。

「ヒュー！　ダンナ、やるもんだねえ」

「おまえのおかげだよ」

「それがわかってるならいいんだ」

　ピリククが満足げに頷うなずいた。

「グハッ……て、テメエ……舐なめやがって……」

　ドーム屋根をフリックの血が汚していく。

　フリックは逃れようとしていたが、落下の衝撃でねじ曲がった旗竿は抜けそうにない。傷も再生できず、身動きが取れずにもがくだけだった。

「狙ねらってやったのかい、ダンナ？」

「いや、俺の狙いは翼だった。落としたら翼が傷つくかと思ったんだ。そしたら、あいつが勝手に串くし刺ざしになった」

　ピリククに答えて、ジントはフリックをじっと見つめる。

「魔法の武器じゃなくても通じるんだな」

「武器に対する加護はあっても、落下に対する加護を持ってるデーモンは少ないんだよね」

　ピリククと話していると、フリックが頭を持ち上げて叫んだ。

「テメエ、もう許さねえからな！　俺をこんな目に遭わせやがって！」

　ジントはかぶりを振った。

「デーモンになっても、頭の中身が変わってなくて助かったよ」

　ジントが手元をひねると、フリックの足首に絡みついたままだった鉄てつ鈎かぎが外れた。ロープを回収して手早く丸める。

「これは返してもらうぜ」

「舐めやがって！　戻ってきやがれ！」

　喚わめくフリックに背を向けて、屋上を後にする。

「ぶっ殺してやるぞ！　ジントォ！」

　フリックの呪のろいの言葉を聞きながら、ジントは階段を下りていった。
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　フリックの罵ば声せいが徐々に遠ざかり、聞こえなくなる。

　来た道は、階段も壁もフリックの爪つめ痕あとでズタズタだった。振り向かずに逃げていたからまったく気付いていなかったが、相当激しい攻撃を受けていたらしい。

　最初にフリックと遭遇した地点を過ぎて、さらに下り続ける。巨大な吹き抜けの壁面にへばりついた階段をとぼとぼと下っていくうちに、コップの内側を這はう小さな虫の気分がわかるようになってきた。

　一定の間隔で設置されている松明たいまつを手がかりに、一段一段歩を進める。

　どれだけ下ったか、やがてようやく階段の終わりが見えてきた。

　吹き抜けの底は、自然石を削りだしたホールだった。吹き抜けの直径よりもはるかに広いようだ。どちらを向いても、暗くら闇やみの中に点々と松明が続いていた。

　かなりの深さである。頭上にのしかかる岩盤の厚さと重みは想像する気にもなれない。それを支えるためか、巨大な石柱が立ち並び、その間を、これまた太い梁はりがつないでいた。

「ヤバそうな場所だね、ダンナ。羽根がぞわぞわすらあ」

　ピリククですら声を潜めた。

　石柱の表面には、いたるところに禍まが々まがしいルーン文字が刻まれている。手て枷かせや足あし枷かせとおぼしきものがついた鎖も垂れ下がっていた。床には大きさも形も様々な魔法陣が、燐りん光こうを放つ塗料で描かれている。邪悪な魔法の行われる場所だということは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

「コルドリクスの場所はわかるかい」

「はっきりとな」

　苦々しい口調でジントは答える。

　ここに至って、コルドリクスに呼ばれる感覚は、もう無視するのも難しいほど強くなっていた。ぼんやりしているとふらふら歩いていってしまいそうだ。気をしっかり持とうとしながら、ジントは前方の暗闇を見つめる。何かが闇の中で蠢うごめく気配が伝わってくる。

「まっすぐ行かない方がよさそうだ」

「賛成だね、ダンナ」

　ジントは石柱のくぼみに手をかけてすいすいと登り、梁の上に乗った。頑丈な梁だ。ジント一人の体重では軋きしみもしない。用心深く腰を上げて、歩き始めた。

「上に登って正解だね。見てみなよ、あれ」

　ピリククに言われて見下ろすと、ホールの床を、歪ゆがんだ影がいくつもうろうろしている。はっきりとは見えないが、およそ暗くら闇やみのなかで出くわしたいような造形はしていなかった。

〈兄弟団〉の変化した下位デーモンのようなものか、あるいはもっと危険な異次元の獣か──そいつらは鼻はな面づらを持ち上げて匂いを嗅かいでいたが、梁はりの上のジントには気付かずにどこかへ行ってしまった。

「あれもデーモンか？」

「そうだね。大物はいないけど、人間には厄介だよ。オイラもあそこには下りたくないね」

　足音を忍ばせて進んでいくうちに、前方が明るくなってきた。

　松明たいまつだけではなく、大きな篝かがり火びをいくつも焚たいて照らし出された一角。コルドリクスの呼び声は、そこから来ていた。

　梁の上で可能な限り足を速めてそちらへ向かう。

　明るい一角の真上にたどり着いたジントの目に、真っ先に飛び込んできたのは、石柱に縛りつけられたティラニアの姿だった。鎧よろいを脱がされて下着姿になり、白っぽい肢体が露あらわになっている。手て枷かせ足あし枷かせで石柱に四肢を固定され、ぐったりとうなだれていた。

　ジントの足がふらついた。

「ダンナ？　どうした、ダンナ」












　訝いぶかしげにピリククが訊たずねる。

　ジントは梁はりの上にぺったりと座り込んでしまった。

「大丈夫かい？」

「……ピリクク。ヤバい。どうしよう」

「だから、なにが」

「……き」

「き？」

「きれいだ」

「……………………は？」

　ジントはティラニアから目が離せない。あられもない格好のティラニアは本当に美しく、見ているだけで胸が締めつけられた。泣きたくなるほどだった。ずっと見ていたかった。

「最初に逢あったときから思ってたんだ、きれいだって。だけど──こんなの見たら、もうだめだ。こんなの初めてだ。どうしたらいいかわからない。なあ、どうすればいい？」

　熱に浮かされたようにジントは呟つぶやいていた。

　ピリククがジントを眺める顔は、病人を見るときのそれだった。

「そ、そうかい。あー……もうちょっと右の方を見ると、少しは目が覚めるかもな」

「右……？」

　言われるままにジントは首を回した。

　コルドリクスがそこにあった。

　ティラニアから離れた位置の、石の祭壇の上に置かれている。

「ひっ……」

　鋭く息を呑のんで、ジントは弾はじかれたように立ち上がった。

　一瞬、祭壇の上の魔剣が、しどけなく横たわる少女のように見えたのだ。

　妖あやしい笑みを浮かべる少女の顔はティラニアにそっくりだった。

　ジントを見つめていたその目が、すっと細められた。

　何もかもわかっているぞ──とでも言いたげに。

　もう一度見直すと、そこにはもとの黒い両手剣が横たわっているだけだった。

「少しはシャッキリしたかい、ダンナ」

「あ……ああ」

「ほら、誰か来たぜ」

　篝かがり火びの明かりの中に、黒ローブの男が入ってきた。

　剃そり上あげた頭に、黒々とした髭ひげ。結晶化した片目。肩には緑の目の鴉からすを止まらせている。

〈兄弟団〉の頭目、ザルガンだった。
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「待たせたな、魔剣遣い」

　ティラニアの前に立って、ザルガンが口を開いた。

「召喚の準備が整った。これで貴様もあの剣も、地獄送りだ」

　ティラニアがのろのろと顔を上げた。

「あの剣がどんなものか、あなたは何もわかっていない──」

「知ったことか。剣など俺には無用の長物」

　ザルガンが腹立たしげに唸うなった。

「貴様は俺の組織をめちゃめちゃにしやがった。貴様と、あの忌々しい剣がな。報いは受けてもらわなきゃならねえ」

「剣を返して。あれは私のものなの。私が持っていなくちゃならないの」

「貴様も剣も地獄行きだ。地獄で返してもらえ」

　ザルガンはそう言って背を向けると、石の祭壇のそばに歩いていった。祭壇の向こうに、魔法陣が描かれている。この地底の空間で見たどの魔法陣よりも大きい。

　ザルガンが地を這はうように低く呪文を唱え始めた。その声は次第に高まり、この世の外へと呼びかける詠唱へと変わっていく。

「あいつ、アシュタルゴンに呼びかけてる」

　ピリククが気遣わしげに囁ささやく。

「配下の軍勢を引き連れて、完全武装でさっさと来いとさ。地獄の君主の一いつ柱ちゆうを、よくもそう軽々しく呼びつけるもんだ、確かに力のある魔術師なんだろうけどさ……」

　──今だ。

　ジントは梁はりに鉄てつ鈎かぎを引っかけると、ロープを腰に固定して、静かに伝い下りた。

　ティラニアの上にたどり着くと、気配に気付いたか、顔が持ち上がった。

　逆さ吊づりのジントとティラニアの顔が、至近距離で向かい合う。

　ティラニアの目が驚きよう愕がくに見開かれる。

「ジ……!!」

　名前を叫ばれる前に、ジントはティラニアの唇の前に指を置いた。

「し──っ」

　ティラニアが危ういところで言葉を呑のみ込こみ、こくこくと頷うなずいた。

　ジントも頷き返して、手を引き戻す。ティラニアの唇には触れないままに。

　早く縄を切れと、声を出さずにティラニアは口だけを動かして主張した。

　その口に、ジントは保存食を突っ込んだ。

「……!?」

　目を白黒させるティラニア。

「腹が減ってちゃ動けねえだろ」

　ジントは囁ささやいた。

　解せない顔で、もぐもぐ噛かみ始めるティラニア。

　その顔色が、みるみるおかしくなってきた。

「うっ……ぐむっ……」

　咀そ嚼しやくしながら、顔色が赤くなったり、青くなったりと目まぐるしく変化する。

「俺が師匠から作り方を教わった、秘伝の行動食だ。オオニガニンジン、ジャコウグマの胆い、アゴゼミの乾ひ物もの……これだけで、飲まず食わずで三日動ける。クソまずいけどな」

「……！　…………!!」

　抗議の眼まな差ざしを浴びながら、ジントは次々に行動食をティラニアの口に押し込んだ。

　涙目になりながらも、食べるのをやめないのはさすがだった。

　背後の詠唱が高まり、そして、雷が落ちたような轟ごう音おんが石柱の列を揺らした。

　魔法陣の中央に、長身の人影が立っていた。

　流れるような金髪の美青年であった。その目は蛇のごとく漆黒に輝いている。人間を喰くらう猛獣のような存在感に圧倒されそうになる。

「遅いぞ、アシュタルゴン」

「急せかすな、ザルガン。今日は何の用だ？」

　首の後ろの毛が逆立った。声に含まれる邪悪な魅力は、身の危険を感じるほどだった。

「貴様が求めていた黒い剣を見つけたのだ。遣い手も一緒にな」

「ほう……思ったより早かったな。有能な人間は好すきだぞ」

「俺を貴様の小間使い扱いするな。さっさと持っていくがいい。魔剣はここに、そして遣い手はあそこに──」

　ザルガンが振り向いた。

　その手が指した先には、石柱に縛りつけられたティラニア。

　口をもぐもぐさせて、何か食べている。

「…………？」

　間の抜けた一瞬の沈黙が、儀式の場を支配した。

　ジントが枷かせにかかっていた最後の錠前を外し、ティラニアは自由の身になった。

　肌も露あらわなまま床に降り立つと、ティラニアは呼ばわった。

「来い、コルドリクス！」

　魔剣は祭壇から浮き上がり、ティラニアの手に飛び込んだ。そのまま流れるような一連の動きで、真っ先にジントを刺そうとする。

「ご、ごめんジント！」

「そ、そう来ると思ったぜ」

　さすがに今回は読んでいた。うまくかわした、と言いたいところだが、予想よりも魔剣の動きが速かったので、危うく串くし刺ざしにされるところだった。油断も隙すきもない。

　そこでジントは、不意に気付いた。

　ここしばらく鈍にぶっていた勘が、戻っているのだ。

　寝ぼけていた頭がしゃっきりしたみたいに、思考が晴れ渡っている。コルドリクスに刺されて以来だ。今ならどんな攻撃もかわせるだろう──わざわざ試そうとは思わないが。

　その理由に思い当たって、ジントはたじろいだ。

　ここ数日、ジントが避よけられなかったのは、もしかすると、無意識のうちにコルドリクスの手から逃れようとしていたのではないだろうか？　ジントの魂が、コルドリクスによる破滅ではなく、安らかな死を求めていたとしたら？

　だとしたら、勘が戻ってきたということは、ジントの魂が抵抗を諦あきらめてしまったということではないだろうか……？

「獲物が逃げるぞ、ザルガン」

　アシュタルゴンが揶や揄ゆするように言った。

　ザルガンが怒りの唸うなり声ごえを上げる。

「手こずらせるな」

　ザルガンが手で印を結び、杖つえの石突きを床に叩たたきつけた。

　衝撃が床の上を走り抜け、周辺の魔法陣からデーモンが次々に実体化した。牙きばと毛皮と鱗うろこと翼、鋏はさみと鉤かぎ爪づめ、棘とげと花、尻尾しつぽと眼がん柄へい、毒袋──地底の暗くら闇やみに、悪夢から出てきたような異形の姿が満ちあふれる。

「おおっ、ダンナ、来た来た、地獄の軍勢だ」

　ピリククが興奮して翼をばたつかせる。

「まずいよこいつは。さっさと逃げた方が──」

「その女を捕らえろ！」

　ザルガンの命令に従って、デーモンの群れが一斉に襲いかかってくる。

　ティラニアと目を見交わして、ジントは言った。

「あとは任せた」

「ええ？　ちょっと……」

　戸惑うティラニアを残して、ジントはさっさと梁はりの上に待避した。戦闘中のティラニアのそばにいるなど自殺行為だ。

「薄情者～！」

　デーモンの群れの中から、ティラニアが叫ぶ。

　しかし、腹を満たされて元気を回復したティラニアの強さは凄すさまじかった。

　押し寄せるデーモンが、コルドリクスが振るわれるたびに、ばたばたと斬きり伏せられていく。斬られたデーモンは黒水晶と化して砕け散った。

「なかなか面白いことになってきたな」

　祭壇に腰掛けて、アシュタルゴンが手を叩たたく。

「アシュタルゴン！　見ていないで助けろ！」

　ザルガンを流し目で見て、アシュタルゴンは面倒そうに首を振る。

「我に何を求めるのだ、ザルガン？」

　この上位デーモンは、明らかに今の状況を面白がっているようだった。

「女が欲しいと言ったのは貴様だろうが、アシュタルゴン！」

　ザルガンは禿はげ頭あたまに青筋を立てて怒鳴る。

「貴様との契約はまだ力を持っているのだぞ。我に従え、アシュタルゴン！」

　アシュタルゴンは気け怠だるそうにため息をついて、祭壇から腰を上げた。

「そう必死に懇こん願がんされては仕方あるまい──」

　立ち上がったアシュタルゴンの身体に、虚空から現れた金色の鎧よろいが装着される。手には巨大な両手剣が実体化した。

「コルドリクスと切り結ぶなど、我のやり方ではないのだが──」

　不満そうに呟つぶやいて、アシュタルゴンが足を踏み出す。

「ティラニア！　強そうな奴が来る、気をつけろ！」

　叫ぶジントに、ティラニアが叫び返した。

「ジント！　コルドリクスが言うことを聞かない！」

「なんだって？」

「この剣、味の好みがうるさいの！　人間の魂は好きだけど、デーモンはあんまりおいしくないみたい！」

「はあ～？　なんだそりゃ、好すき嫌いすんなよ！」

「そんなこと言われても！」

　ジントとティラニアが言い合ううちに、コルドリクスが動いた。

　何もないその場の空間に、刃が走る。

　一瞬の後、空中が裂けた。窓を開け放ったように、ここではない別の世界の姿が露あらわになった。青空、街、ごった返す人々。見覚えのある場所のような気がした。

「次元間の門を開いた!?　あの剣、あんな芸当までできるのかよ」

　ピリククが呆あつ気けにとられたように呟いた。

　コルドリクスが、ぐいとティラニアを引っ張る。

「ジント──」

　ティラニアがジントの名を呼びながら、門の中に引きずられて姿を消した。

「ティラニア！」

　ジントもとっさに梁はりから飛び降りて、頭から門に突っ込んだ。

　背後から迫るデーモンの大群の気配を感じながら。
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　異世界の乾いた空気が一瞬でかき消え、代わりに食べ物と汗のにおい、泥と煙と排はい泄せつ物ぶつのにおいがどっと襲いかかってきた。

　空の青さが目に突き刺さり、ジントは暗くら闇やみに慣れた目を細める。

「なんだ今の!?」

「空中に穴が開いたぞ！」

「誰か出てきた──!?」

　驚く声が重なる。出たところは雑踏のど真ん中だった。

　立ち並ぶ露店、周囲を取り囲む建物。見覚えのある場所──ジャララマールの広場だ！

　状況を把握した直後、ジントとティラニアを追って、大量のデーモンが門から溢あふれ出だした。

　広場は一瞬にして大混乱に陥った。

　デーモンたちは次から次へと姿を現す。陽光を浴びて悲鳴を上げるものもいたが、多くはすぐに順応して、ティラニアの姿を求めてあたりを見回している。

「ジント！」

　雪崩を打って逃げ出す人間たちに押し流されそうになりながら、ティラニアが呼んだ。頭上に掲げたコルドリクスが、黒い旗印となっていた。

　それを見つけたのはジントだけではない。デーモンたちもコルドリクスを見とがめて、どっと動き出した。

　ジントは露天の上に飛び乗って、人波を肩から肩へと飛び移り、ティラニアに近付く。

「来い！　こっちだ！」

　ジントは叫んで、人波の薄いところへとティラニアを誘導する。

「小僧！　貴様か！」

　振り返ると、棘とげだらけの鎧よろい兜かぶとで武装したデーモンの近衛に守られて、ザルガンがこちらの世界に姿を現したところだった。

「目障りだ。あのガキは殺せ」

　ザルガンの命令で、付近のデーモンが目標を変えて、ジントを引きずり下ろそうと向かってくる。

「おっと、こりゃ多勢に無勢」

　ピリククがそう独りごちると、ジントの肩から飛び立った。

「ダンナ、悪いけど、オイラちょっと抜けるよ」

「おい、ピリクク!?」

「お達者でェ」

　ピリククはそう言い残してどこかへ飛び去ってしまった。

　逃げたのか──。そう思いつつも、ジントは少しほっとしていた。あの小鳥が、ジントへの攻撃に巻き込まれる心配がなくなったからだ。

　ジントの背後では、ザルガンが部下の名前を怒鳴っていた。

「フリック！　フリーック！　どこへ消えたあの腰抜けは！」

　憤るザルガンの背後から、アシュタルゴンがぬっと姿を現した。

「これはまた、賑にぎやかだな」

　愉快そうな笑みを浮かべて、アシュタルゴンが広場の混乱を眺める。

「ジント！　こっち！　こっち下りて！」

　人波をようやく抜けて、野菜の露店と腸詰めの露店の角に逃げ込んだティラニアが、ジントを差し招く。いまだに下着姿である。ジントは正視できずに目をそらす。

「なに？　なんでこっち見ないの？」

「うるせー！　なんでもねー！」

「ああもう、いいから早く下りてきてよ！」

　下りてこいと言われて、ジントは躊ちゆう躇ちよする。なにしろティラニアの手にはコルドリクスがあるのだ。

「そいつちゃんと言うこと聞くんだろうな!?」

「わかんない！」

「ああ!?」

「この剣、さっきからそこら中の人を手当たり次第に殺そうとしてるの！　すごく荒れてて、押さえるのがやっと！」

「マジかよ！　なんでそんなことになってんだよ！」

「た、たぶん──その」

　何かを口にしかけて、ティラニアがためらう。

「なんだ？」

「ご、ごめん。言いにくいんだけど、多分これ、ジントのせい……！」

「はあぁ!?　なんでだよ！」

　目を剥むくジントに、ティラニアが申し訳なさそうに答える。

「その……ジントを食べたいのに食べられないから、暴走してるんだと思う……」

　ジントは絶句した。

　──俺の魂を喰くえないから、腹いせに無関係の人間を喰ってやろうってのか。

「ありえねえ……」

　理不尽な思いが、呻うめき声ごえになって出た。

　なんという性た質ちの悪い魔剣だろうか。

　──なんでそんなもん持つ羽目になったんだよ、ティラニア！

　心の叫びを、ジントは呑のみ込こんだ。

　コルドリクスは捨てられないのだ。誰よりも投げ出したいと思っているのは、ティラニア本人のはずなのに。

　逃げ遅れた群衆をなぎ倒し、露店を踏みしだいて、デーモンたちが殺到してきた。

「……ええい、どうにでもなれ！」

　ジントは飛び降りて、ティラニアの隣に着地した。

　喜びの刃鳴りと共に、コルドリクスがジントを迎え撃つ。

「あっぶ」

　ジントが必死に伏せた頭上を黒い刃が通り抜けて、露店の天幕を支える支柱を数本まとめて斬きり飛ばした。

「ごめんジント！」

「わかってる」

　謝るティラニアに短く言葉を掛けて、ジントは立ち上がる。

　コルドリクスはティラニアに引き戻されて、不満げに身震いしている。

「それより、囲まれたぜ」

「うん……」

　ティラニアが魔剣の柄つかを握り直す。手には関節が白く浮き上がり、柄に巻いた革には爪つめが食い込んでいる。コルドリクスを押さえるために、凄すさまじい努力をしているのが傍はた目めにもわかった。

　四方八方から、醜悪なデーモンの群れが、ゆっくりと間合いを詰めてくる。足元には逃げ遅れたり負傷した人間が何十人も倒れている。少しでもコルドリクスの暴走を許せば、とんでもない惨劇が待っているだろう。

　状況はきわめて不利だった。

「こりゃさすがにヤバいな」

　ジントが呟つぶやくと、ティラニアはかすかに首を横に振った。

「正直に言うとね、ジント。私、そんなにいい奴じゃないんだ」

　ティラニアが前を向いたままそう言った。

「殺さなくていい人も、何人もコルドリクスの刃にかけてきた。殺したくなかった人もいっぱいいた。だから逆に──もう慣れたんだよ。多少はね」

「ティラニア……？」

「今突っ込んでいけば、この程度の敵ならどうにかできると思う。ジントが手料理、また食べさせてくれたから、まだ体力に余裕があるし」

　そう言うと、思い出したように顔をしかめて、んべっと舌を出した。

「めちゃめちゃまずかったけどね！」

「……生き延びたら、もう少しマシなもん食わせてやるよ」

「ありがと。大丈夫、生き延びるよ。だけど、関係ない人がいっぱい死ぬ。さっき言ったとおり、私は慣れたんだ。だから耐えられる。でも……ジントには見られたくないんだよね。無関係な人、殺すところ」

「……そうか」

　ジントが言葉を探していると、デーモンの群れの向こうから、エイのような飛行デーモンの上に立ったザルガンが近付いてきた。背後には黄金の大剣を引っ提げたアシュタルゴンが従っている。

「まだくたばっていなかったのか、小僧」

「どーも、お頭。長らくお世話になりまして」

　軽口を叩たたくジントに不機嫌な一いち瞥べつをくれると、もはや存在を忘れたかのように、ザルガンは目を背けた。

「どうした、デーモンども。そのガキを殺して、女と剣を確保しろ」

　ザルガンが苛いら立だちの滲にじんだ声で命ずる。

　しかし、どういうわけかデーモンの軍勢は、二人を取り囲んでぴたりと前進を止めた。

　酸や毒液の滴したたる爪そう牙がを剥むき出だしにしながら、襲いかかっては来ない。

「何をしている!?」

　激げき昂こうするザルガンに、アシュタルゴンが穏やかに声を掛けた。

「無理もない。相手はコルドリクスなのだ」

「だからどうした」

「デーモンこそがコルドリクスを恐れる。貪どん食しよくの黒こつ剣けんは、魂を持つあらゆる存在を喰くらう。汝なんじら人間がいまだ存在しない太古の時代、地表がいまだ灼しやく熱ねつの泥でい濘ねいで渦巻いていたころ、コルドリクスは地獄で鍛えられた。あらゆるデーモンを、神々を、殺すためにな」

「神殺しの魔剣だと？　これがか？」

　疑いの目でザルガンがコルドリクスを睨ねめつける。

「上じよう古この戦で失われたと聞いていた。今ではごく限られた力しかないようだが」

「限られた力どころか！　俺の使い魔を一撃で殺す力もない、ただの人間殺しマンスレイヤーを恐れるのか、貴様の軍勢は！」

「なまじ教育が行き届いているのでな」

「では、貴様がやれ。アシュタルゴンよ、地獄の君主の一いつ柱ちゆうよ、契約の名において、貴様の主あるじが命ずる──」

「わかったわかった。配下の前で恥をかかせるな、ザルガンよ」

　皮肉っぽく答えて、アシュタルゴンが歩き出した。

「スナガラのジントよ」

　名前を呼ばれて、ジントはぎょっとする。

「〈残魂ハーフソウル〉か。目にするのは久方ぶりだ」

　物珍しそうにそう言って、アシュタルゴンはジントの前で立ち止まり、上から覗のぞき込こんできた。声を低めて問いかける。

「どうだ、ジント。その呪のろいから、解放してやろうか」

「なに……？」

　ジントは猜さい疑ぎに眉まゆをひそめて、アシュタルゴンを見上げる。

　漆黒の輝きを放つ上位デーモンの瞳が、ジントの視線を絡め取った。人喰い獅子ダイアーライオンの王と向き合っているかのような威圧感に、腰が砕けそうになる。

　深みのある穏やかな声で、アシュタルゴンは語った。

「ジント。汝なんじは、呪いを解くために、コルドリクスを折らねばならないと思っているのだろう。その魔剣を折れば、囚とらわれていた魂が解放され、元の器うつわに戻ると──そう考えているのだろう？」

　ジントの返事を待たずに、アシュタルゴンはゆっくりとかぶりを振った。

「残念ながら、汝には不可能なことだ。古い魔法で鍛えられたコルドリクスを折るには、古い魔法が必要だ。いくらハンマーで叩たたいたところで、傷一つつかぬ。だが──その代わり、もっと良い方法があるのだ。知りたいか？」

　ジントはごくりと唾つばを飲み込んだ。沈黙するジントへ鷹おう揚ような態度で頷うなずきかけて、アシュタルゴンがさらに声を低める。

「簡単だ。呪いから解放されるためには、遣い手の魂を剣に捧ささげればよい」

「遣い手……？　なにを……」

「わかっているだろう。汝の隣に立つ娘のことを言っているのだ、ジント」

　アシュタルゴンは子供に言い聞かせる親のように優しく言った。

「そんなことができるのか」

　意外にも、食いついたのはティラニアだった。

　ジントはアシュタルゴンから視線を引きはがして、ティラニアを見やった。

　ティラニアは食い入るようにアシュタルゴンを見つめていた。

「本当に、そんなことができるのか」

「できるとも、ティラニア姫」

　甘い声でアシュタルゴンが請け合った。

「汝なんじがコルドリクスに貫かれて死ねば、かわいそうなジントがこれ以上コルドリクスに苦しめられることはない。汝がこれまで犠牲にしてきた無数の魂も、行くべきところへ行くであろう」

　ティラニアが黙り込む。

「おい、ティラニア。信じてるんじゃないだろうな」

　ジントは不安になって声を掛けた。

「そんなうまい話があるわけがない。こいつは邪悪なデーモンだぞ。どこに信用できる要素があるってんだ」

　ジントがそう言うと、アシュタルゴンが厳おごそかに宣言した。

「地獄の君主の名において、嘘うそはつかぬ。今ここで口にした内容に偽りはない。ここにいる我が軍勢が証人だ。しかと聞いたか、汝ら？」

　デーモンの群れから一斉に咆ほう哮こうが上がった。

「よし。どうだ、信じる気になったか？　遣い手にも興味はあったのだが、その剣を手に入れさえすれば、我はそれでよい。ジントよ、その剣を用いてティラニアを殺せ」

「でっ……できるわけねーだろ！」

「わかるぞ、ジント。汝はティラニアに魅了されているからな」

　頷うなずきながら、アシュタルゴンが言った。

「だが、それは錯覚なのだ。汝が魅了されているのは、ティラニアではなくコルドリクスだ。魂を半分持っていかれては、誰でもそうなる。汝はそれを、ティラニアへの好意と勘違いしているだけなのだ」

　セリカリアと話したときから、心の底で恐れていたことをふたたび突きつけられて、ジントは立ちすくむ。

　そうなのか？　錯覚なのか？

　自分が感じているティラニアへの好意は、やはり魔剣の呪のろいによるものなのか？

　半分しかない心臓の高鳴りも、胸を締めつけられるような切なさも。

　ティラニアの姿を目にするだけで湧わき上がる高揚感も、すべて、ただの錯覚にすぎないのか？

「そうしよう、ジント」

　ティラニアがぽつりと言った。その顔を見て、ジントはぎょっとした。出で逢あって以来、いつもきらきらと輝いていた紅あかい瞳が暗く翳かげり、焦点を失っていた。

「こいつの言うとおりにしよう。私が死んで、君が生きればいい」

「やめろ、ティラニア」

　ティラニアがふるふるとかぶりを振った。

「だって、そうだよ。もう、殺したくない人を、殺すのは嫌なんだ。君がこれを終わらせてくれれば、私も楽になれる」

「やめろってば」

　動揺するジントを絡め取ろうとするように、アシュタルゴンが囁ささやいた。

「ジント。実際のところ、汝なんじは何もしなくてよいのだ。直接手を下す必要はない。見よ、コルドリクスの様子を。汝を喰くらいたいあまり、手綱を引きちぎらんばかりに震えているではないか」

　釣られてコルドリクスに目をやるジントの肩を、アシュタルゴンがそっと押しやった。

「今ならば、汝はティラニアの後ろに立つだけでよい。それだけでコルドリクスは耐えきれず、背後の汝を喰らうために飛び出して、みずからティラニアの胸を貫くであろう」

　ティラニアが虚うつろな微笑ほほえみを浮かべた。

「ジント。こいつの言うとおりだと思う。もう、押さえきれないんだ」

　コルドリクスを持つティラニアの両腕は、一見してわかるほど震えていた。

「いいよ。やって。最後に、君から奪ったものを返せたら、私も安心できる」

「ティラニア……」

「早く──」

　ティラニアが促したそのときである。

「待て、ジント！」

　上空から高らかに呼ばわる声があった。

　広場をさっと大きな影が通り過ぎ、次いでドスンと重い物音がした。

　振り仰ぐと、午後遅くの日差しを背に負って、大きな影がキーラの神殿の屋根に着地していた。

　ドラゴンだ。青く輝く鱗うろこには、あちこちにまだ癒いえていない傷跡が残っている。背中の鞍くらに、セリカリアが乗っていた。乗騎に負けず劣らず、セリカリアも満まん身しん創そう痍いで、包帯や膏こう薬やくにまみれている。肩に止まって得意げにしているのは、三本脚の蜂鳥だ。逃げたと思ったら、助けを呼んできてくれたのか。

　鞍の脇わきには小さい影が三つ──

「お兄ちゃん！　ティラちゃん！」

「マトリ!?」

「大丈夫、兄ちゃん？」

「スゲー！　バケモンがいっぱいだ！」

　タルクとトトも鞍にしがみついていた。

　なぜここに、と訊きく暇もなく、セリカリアが声を張り上げた。

「騙だまされるな。コルドリクスはもとからある感情を増幅させているだけだ！　獲物である貴様を、遣い手に近付けるために！　最初から存在しない感情を植えつけはしない！」

「なに？　どういうことだよ？」

「つまりジント、貴様が姫様のことを愛しているとしたら──」

「バッ……てめ……」

　慌てふためくジントには構わず、セリカリアは続けた。

「──それはつまり、もともと貴様が姫様のことを好すきだということだ！」

「おま……おまえなあ！」

　ジントは恥ずかしさをごまかそうと喚わめいた。

「前に言ってたことと違わねえか!?　俺がティラニアについてきたのは、コルドリクスに魂を奪われたのが理由だって言ってたよな！　ありゃ嘘うそだったのか!?」

「嘘などついていない。貴様がコルドリクスに引きつけられる理由と、姫様に惹ひかれる理由は別だ」

「じゃあ、なんであのときあんなこと言った!?」

「どこの誰とも知れない貴様が、姫様に近付くのがムカついたからだ」

　しゃあしゃあとセリカリアが答えた。ジントは絶句する。

「ジ、ジント？　セリ？　私は……」

　ジントとセリカリアの間で視線を右往左往させるティラニアに向かって、ジントは恥ずかしまぎれに叫ぶ。

「騙されてその気になってんじゃねーよ！　シャキッとしろ！」

「うっ、うるさいな！　ジントだってオロオロしてたじゃない！」

　言い返すティラニアも顔を赤くしている。その瞳から、さきほど垣かい間ま見みえた虚うつろなものは消えていた。

　アシュタルゴンがフーッとため息をつく。

「邪魔が入ったな。あと一押しだったが、残念だ」

「てっめえ……やっぱり騙そうとしたな。嘘はつかぬ、だと？　地獄の君主が聞いて呆あきれるぜ」

　ジントはアシュタルゴンを睨にらみつけるが、相手は悪びれる様子もない。

「嘘などついていないぞ。我はただ、呪のろいから解放される方法を提案しただけだ。汝なんじらが我の口車に乗ってどうしようと、最終的にジントを殺してしまえば、どういう形であれ解放はされるわけだ」

「おいどうなってんだセリカリア！　こいつもおまえと同じようなこと言い出したぞ！」

「一緒にするな」

「うるせえー！　どいつもこいつも、嘘うそつかなきゃいいってもんじゃねえぞ！」

　怒れるジントに、アシュタルゴンがなおも語りかける。

「もしかすると、ティラニアがコルドリクスに刺し貫かれて死んだら、本当に呪のろいが解けるかもしれない。今からでも試してみないか？」

「やかましい！　もうおまえの話は聞かねえ！」

「フン。つまらん奴だ」

　アシュタルゴンが不興げに鼻を鳴らした。

「穏便な解決が嫌なら、せいぜいこの数のデーモンと戦って我を楽しませろ」

　その言葉と同時に、デーモンの群れがどっと襲いかかってきた。

「姫様！」

　セリカリアが叫ぶと同時に、頭上から紫色の電光が降り注いだ。

　最前列のデーモンたちが電光に直撃されて絶叫する。

「引っ込んでおれ、魔女が！」

　ザルガンが腕を振ると、飛行するデーモンがセリカリアへと襲いかかった。キーラ神殿の上に居座ったドラゴンが口を開け、大火球で迎え撃つ。広場の上で爆発が起こり、熱風が露店の幌ほろを叩たたきつける。空気が焼け焦げるにおいが立ちこめる。

「ジント！　ジント、ちょっと、いいかな」

　引きつった笑顔でティラニアが呼びかけた。

「もうこの剣、押さえるの、限界かも……！」

　白い顔を汗の玉が伝い落ちる。腕は震えて、今にも柄つかを手放してしまいそうだ。

　答える前に、ジントはひとつ大きく息を吐いた。

　一つ、考えを思いついたのだ。この状況を打開する考えを。

　アシュタルゴンの甘言から閃ひらめいたそれは、ジントの思いつく限り最悪の案だった。

「くそ……やりたくねえ」

　ジントはぶつぶつと毒づく。

「やりたくねえが、しょうがねえか……かわせるもんな。うん、かわせる、多分」

「ジント？」

　ティラニアの不安そうな声。ジントは顔を上げて言った。

「……待たせて悪かったな。もう我慢しなくていいぜ」

「え？」

　ジントは叫ぶ。ティラニアに対してではない。コルドリクスに向かってである。

「コルドリクス！　おまえが欲しいのは俺だろ！　俺はここだ！　俺だけ見てろ！」

　その一言を放った途端、ティラニアの手の中で魔剣が跳ね上がった。続いてジントは、呆ぼう然ぜんとしているティラニアに呼びかけた。

「ティラニア！　遠慮せずに斬きってこい！　全部かわしてやるから！」

「あ……、ああ！　ジント！」

　ぶるるっ、とティラニアの身体に震えが走った。

「そんなこと言っていいの？　私、そんなこと言われたら、ジントを壊しちゃうかもしれないよ？」

「へっ、おまえに俺は殺やれねーよ」

　ジントは笑い飛ばしてみせる。

「私、重いよ？　めんどくさい女だよ？」

「なんの話だ。いいから来いよ、かわしてやるからさ」

「受け止めてはくれないんだ？」

「受けたら死ぬからな」

　泣き笑いのような表情で、ティラニアが、ゆっくりと、コルドリクスを振りかぶる。

「もう止められないよ、ジント」

　ジントが頷うなずいたのと同時に──凄すさまじい斬ざん撃げきが来た。

　のけぞって避よけたジントを追って、ティラニアが踏み込んだ。

　身体が密着するほどの距離から、斬きり上げが襲う。股こ間かんから頭頂まで真っ二つにされそうな勢いだった。とっさにティラニアの肩越しに頭から飛び込んで一回転、そのまま地に伏せた頭上を、立木を両断するような横薙なぎが通り過ぎた。












　転がって距離を取るジントを見つめるティラニアの瞳は、きらきらと輝いていた。二つの濡ぬれた紅玉が、これほど生き生きとして見えたことはなかった。これほど剣が疾はしっているのも初めてだった。ジントがいることで、ティラニアの戦い方に一本の筋が通ったかのようだった。

　冷や汗で背中がびっしょり濡れているのを無視して、ジントは言った。

「どうした？　その程度か」

「ジント、すごい、すごいよ」

　うわごとのようにティラニアが口走った。

「ここからが本番だよ。来い！」

　そう言ってジントは身を翻し、デーモンの群れの中に突っ込んだ。

　コルドリクスがうなじの後ろをチッとかすめる。

　直後、ジントの左右にいたデーモンが真っ二つになって消し飛んだ。死体が黒水晶と化して散乱する。

「イエ・ベハルダン・ストームブライド！」

　鬨ときの声こえを上げて、ティラニアが突撃する。二人めがけて、デーモンの群れが襲いかかる。ジントはかわし、ティラニアが斬きる。コルドリクスが次々とデーモンを巻き込んでいく。倒れて悲鳴を上げている人間たちに、もはやコルドリクスは触れもしない。ジントがデーモンだけを巻き込むようにティラニアを誘導しているからである。ジントは紙一重でかわし続ける。二人一組の剣舞のような死闘が、襲いかかるデーモンを次々に屠ほふっていく。

「いったいどうなってる!?」

　混乱するザルガンに、黒水晶の死が近付いていく。

「アシュタルゴン！　今度こそ、貴様の出番──」

　ザルガンが言いかけたときには、既にジントとティラニアが間近に迫っていた。

「ぬおお!?」

　ザルガンがとっさの反応で杖つえを突き出した。その先端から致死の光線が放たれようとしたときには、既にジントはザルガンの脇わきをすり抜けて背後に回り込んでいた。そのジントを狙ねらって繰り出された刺突が、ザルガンを真っ向から貫いていた。

　肩に乗っていた使い魔の鴉からすが、けたたましい悲鳴を上げる。

「あ……、こ、こんな」

　一瞬前まで精力に満ちていたザルガンの顔が、寂せき寥りよう感に支配される。

「こんなことが、あって……いいのか……」

　残った片目から、つうと涙がこぼれ落ちる。直後、その身体は薄汚れた灰色の水晶に変じ、爆散した。鴉もまた、粉こな微み塵じんになって主人の後を追った。

　広場を埋め尽くすほどのデーモンの大群は、飛びかかる端からすり潰つぶされていく。上から見れば、高速回転する挽ひき臼うすに自ら飛び込んでいくかのような光景だったろう。

　自分の配下が虐殺されているにもかかわらず、アシュタルゴンは笑っていた。

「礼を言わねばならん。身の程知らずのザルガンを、見事に始末してくれたわ」

　肩を震わせ、満足そうに、アシュタルゴンは言った。

「惜しむらくは、この手で報いを与えられなかったことだが、それは言うまい。地獄の君主の一いつ柱ちゆうを従えようとした愚を、コルドリクスの中で未み来らい永えい劫ごう悔やむがいい」

　微笑ほほえみながら立ち尽くす魔神の身体に、荒れ狂うコルドリクスが突き立てられた。

「おお……！　これか。これがコルドリクスか」

　アシュタルゴンが喘あえいだ。その声には感嘆の響きがあった。端正な顔立ち、美しい肉体が、急速に溶け崩れ、膨れあがっていく。よりおぞましい姿へと変へん貌ぼうしようとする上位デーモンを、コルドリクスが何度も切り裂いた。肉を結晶化されながら、アシュタルゴンは感に堪えぬように呟つぶやいた。

「わかった。よくわかったぞ。恐ろしい味であった」

　黒水晶の彫像と化したアシュタルゴンが崩壊していく。

「コルドリクス、地獄そのものだ。地上にあってよいものではないが、しばし預けておこう──また逢あおうぞ」

　アシュタルゴンが爆発するように砕け散り、広場のデーモンはついにすべてが消滅した。

　コルドリクスがぴたりと動きを止める。ティラニアもまた、その場で停止した。

　ジントは夢から覚めたように瞬まばたきをした。ふらふらと後じさって、どさりと座り込む。気が遠くなりそうだ。もう一歩も動けない。

　ティラニアもまた、くたくたとくずおれる。

　尻をついて、仰あお向むけにぶっ倒れると、空を仰いで荒い息をつく。

「…………ジント」

「……おう」

「おなか……すいた」

　ぐう────。

　盛大な腹の音が天に向かって響き渡った。

　小さな羽ばたきとともに、三本脚の蜂鳥が舞い降りてきて、ジントの膝ひざに乗った。

「お疲れさん、ダンナ」

「よう……」

「いやー、見ものだったねえ。もう終わりかい」

「二度とやらねー……」

「あの姫さん、今にも餓死しそうだけど、あれ大丈夫かい」

「あんまり近付くと食われるかもしれないぞ。気をつけろよ」

「ひどい……。生で食べたりしないよ……火を通してからだよ……」

　倒れたままのティラニアが力なく言った。

　ピリククは怯おびえたように羽毛を逆立てて、ぱたぱたと飛び去ってしまった。

「姫様！」

　広場に着地したドラゴンからセリカリアが降りて、マトリとタルクとトトに支えられながら、足を引きずり引きずり、こちらへ近付いてくるのが見えた。
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　大量のデーモンを殺して満足したのか、はたまたアシュタルゴンの巨大な魂を喰くらって満腹になったのか、今のところコルドリクスは落ち着いたようである。

　広場に面した各神殿からは、死傷者を救助しようと、神官たちが出てきていた。露店の残ざん骸がいと毛布で、早くも臨時の救護所が建てられつつある。

　ようやく立ち上がったジントたちは、キーラ神殿の軒先でがぶがぶと水を飲んで、ようやく一息つくことができた。ティラニアはまだ回復途中である。具体的にはジントの隣で、果物や焼き菓子を貪むさぼっている。神殿に供えられていたものを分けてもらったのだ。

　セリカリアは、傷ついた身に鞭むち打うって、救護の指揮を執っていた。ジャララマールにおけるセリカリアの地位は、それなりに高いようだ。

「はーっ。ごちそうさま」

　ティラニアがようやく食べ終わって顔を上げた。さすがに下着姿ではなく、上に毛布をかぶっている。毛布の裾すそから突き出したコルドリクスの柄つかの異物感が凄すさまじい。

「落ち着いたか？」

「うん」

　ティラニアが膝ひざを抱いて座り、長いため息をついた。

「疲れたあ……」

「まったくだ」

　しばらく、二人は黙って座っていた。

　沈黙を破ったのは、ティラニアだった。

「あのね、ジント」

「ん」

「犬、いるでしょ」

「え、どこに？」

「そうじゃなくて。たとえ話」

　何を言い出すのかと、ジントはティラニアの横顔を見る。

「犬って、人間より早く死ぬよね。でも、飼ってる間は、あんまりそのことは考えないよね。先立たれるのが悲しいからっていっても、飼うのを途中でやめたりしない」

「ああ……それが？」

「私ね、最初、ジントのこと犬みたいなものだと思ってたんだよ」

「……え？」

　ジントはぽかんと口を開ける。

「ジントに限った話じゃないんだ。私が誰かに好意を持つと、その人死んじゃうからさ。だから──誰かを好すきになったら、一緒にいられる時間を少しでも楽しめれば、それでいいと思うようにしてたんだ。コルドリクスの遣い手になった私でもできる他人との関わり方は、それが精一杯。そう思ってたんだ」

　ティラニアが毛布に顔を埋めた。

「ずっとそう思ってたんだけど……変わっちゃったんだよね」

「……どう変わったんだ？」

「ジントと出で逢あって、時間が経たつにつれて……ずっと一緒にいたいと思うようになっちゃったの」

「犬と……」

「そう、犬とね」

　はあ。ティラニアが長いため息をついた。

「犬は自分より長生きしないからさ……、絶対、そんな思い入れたらダメなんだよ。寂さびしいけど、わりと早くお別れのときが来るって思ってないと、狂っちゃうから」

　ジントはしばらく黙っていたが、意を決して口を開いた。

「犬……としてはさ、別に早死にするつもりはないと思うぜ」

「んん？」

「犬は飼い主と一緒ならなんでもできるし、どこにでも行けると思ってるから……いつ死ぬとか考えてないし、死んだら死んだで、別にいいんじゃないか」

「……そうかなあ。そうなのかなあ」

　すん、とティラニアが鼻を啜すすった。

　ジントは話題を変える。

「あのさ。コルドリクスって完全に、俺に狙ねらいを定めてるよな」

「……うん。そばにいると最優先でジントを狙うね」

「でも、離れるとさっきみたいに暴走して、手当たり次第に人を斬きろうとする」

「うん」

「じゃあ──」

　ジントは唾つばを飲み込んでから続けた。

「つまり俺、おまえのそばにいないとダメなんじゃねーか？」

「え」

　ティラニアが顔を上げて、ジントを見つめる。

　まじまじと見られてきまりが悪い。ジントは顔を背けた。

「俺がコルドリクスに狙ねらわれて、斬きられてもかわし続ければいいんだろ。さっきみたいに。俺、勘がよくて、そういうの得意だから……その……」

　突然、温かくて、柔らかくて、いい匂いのするものが、横からジントを抱きしめた。

「ティラ……」

「うん」

「ちょ、やめ……」

「うん」

「……ああ、もう」

　ジントは諦あきらめて、ティラニアに抱きしめられるままになる。

　ちょうどそこへ、神殿の中から、マトリとタルクとトトが戻ってきた。ジントとティラニアの幸運に対して、キーラに感謝の祈りを捧ささげに行っていたのだ。

「あっ、あったかそう！」

　ティラニアに抱えられて毛布に埋もれているジントを見て、トトが目を輝かせた。

「僕もやるー」

「こらトト。だーめ」

　タルクがトトの首根っこを引っ捕まえる。

　マトリが腰に手を当てて、得意そうに言った。

「お兄ちゃんとティラちゃんの分までお礼言っといたからね！」

「悪いな」

「ありがとう、お姉ちゃん」

「あたしじゃなくて、キーラ様に言ってね」

　ふと、ジントは思った。

　犬どころではない。自分は馬の目の前にぶら下げられたニンジンだ。自分を食べようとする馬から逃げながら、馬に乗る人間と旅をする──。

「最悪だな、まったく」

　呟つぶやくジントの顔を、マトリがにやにや覗のぞき込こむ。

「なんだか嬉うれしそうだよ、お兄ちゃん」

「う、嬉うれしいわけねえだろ！　なに言ってんだ！」

　暴れ出しそうなジントを、ティラニアがぎゅっと抱きしめた。

「ねえジント。前にセリカリアから聞いたんだけどね」

「おう？」

「ここから海を越えた東の島に、あらゆる秘法に通じた大魔術師がいるんだって。その人なら、もしかすると、コルドリクスを折る方法を知ってるかもしれない」

　ティラニアの背で、魔剣がかすかに震えるのを、ジントも感じ取った。

　嗤わらったのだろうか。

　──せいぜい余裕かましてろよ、コルドリクス。

　ジントは自分を抱きかかえるティラニアの手に、自分の手を重ねて力を込めた。

「いいぜ。コルドリクスを折るためなら、どこへでも行ってやる」






















　特別付録　書き下ろし短編








　焚き火にくべられた木が、ときおりパチン、パチンと音を立てていた。

　真っ暗な野営地の真ん中で、そこだけが柔らかく照らされている。

　乾いた木の爆ぜる音と、揺れる火明かり。毛布から出た顔を撫でる熱。

　背中からは柔らかい感触と、規則正しい寝息が伝わってくる。

　昼間の緊張がわずかながら抜けてきて、ようやくジントも眠れそうになってきた。

　眠りに落ちかける瞬間を狙ったかのように、背中から声がした。

「……ねえジント」

「んあ」

　びくりとジントは目を覚ます。口からよだれが垂れそうになっていた。

「な、なんだよ、まだ起きてたのか、ティラニア」

「んー……」

　毛布の中でジントを背中から抱きすくめたティラニアが、もぞもぞと身じろぎして、鼻面をジントの髪に埋めた。

「ジントはあったかいねえ」

　ぼんやりした口調で、ティラニアが言った。

「そうか……？」

「んー。そうだよー」

　ティラニアが頷くと、その唇から漏れた息がジントのうなじをくすぐる。

「くすぐったい、離れろ」

「やーだー……」

　ジントを抱く腕に力がこもって、ぐいと引き寄せられる。

「うぐ、やめ、放せ」

「やーだ。もっと……」

「苦しいって」

「うーん……もっと食べる……」

「は？」

　噛み合わない受け答えに、ジントは眉根を寄せる。

　ジントが動きを止めると、ティラニアが満足げにむにゃむにゃ言った。

「……寝てやがる」

　ジントは呆れて呟いた。ティラニアの顔は見えないが、耳のすぐ後ろから規則正しく聞こえてくるのは、間違いなく寝息だ。

　馬鹿馬鹿しくなって身体の力を抜くと、それに応えるように、ティラニアの腕もゆるむ。

　──ああ、これくらいがちょうどいいや……。

　ティラニアの体温と焚き火の熱に暖められて、頭がぼんやりしてくる。

　──いや、何がちょうどいいんだ？

　ふと浮かんだ疑問の答えを見つける前に、ジントはふたたび眠りに落ちていった。







あとがき







　はじめまして、もしくは、お久しぶりです。宮みや澤ざわ伊い織おりです。




　ＭＦ文庫Ｊでは初めてのお目見えになる今回の小説は、盗賊の少年と魔剣遣いの少女が主人公のファンタジーです。

　デビュー作『僕の魔剣が、うるさい件について』（角川スニーカー文庫）は現代日本が舞台の異能バトルでしたが、そちらでも主人公の持つ武器（兼ヒロイン）は「夜の色をした魔剣」でした。子供の頃に読んだマイケル・ムアコック先生の『エルリック・サーガ』（ハヤカワ文庫）の影響で、強い魔剣はでかくて黒いものだという偏見があります。ケイオシアム版のＴＲＰＧだと２Ｄ８＋４Ｄ６くらいダメージが出るやつです。性懲りもなく今回もまた「黒い魔剣もの」（？）を書いてしまったわけですが、過去に書いた作品とも、自分が影響を受けた作品とも、ひと味違ったものにできたんじゃないかな……と思います。

　人間なんか一撃で即死させられるような両手持ちの黒い魔剣を縦横無尽に振るい、デーモンやよくわからない怪物とも渡り合っていく、今作の魔剣遣いティラニアはそういうキャラですが、その一方、盗賊のジントには戦闘力がほとんどありません。勘が鋭くてすばしっこいのだけが取り柄で、知恵と策略、環境とさまざまなアイテムを駆使して生き延びる苦労人です。

　この二人が、危険に満ちた世界を飄ひよう々ひようと旅する、あんまり深刻にならない感じのダークファンタジーを心がけました。楽しんでいただければ幸いです。

　ついでに六億円くらいくれても幸いです。




　謝辞を。素敵なイラストを描いてくださった人ひと米ごめさん。担当編集Ｔさん。デザイン、校閲、営業の皆さん。ほか、本書の出版に関わった多数の方々に感謝します。

　そしてこの本を手に取ってくれたあなたへ。本当にありがとうございます！

　また次の本でお会いしましょう。それでは。
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　著者

　宮澤伊織（みやざわ・いおり）

　　秋田県出身。『僕の魔剣が、うるさい件について』（角川スニーカー文庫）でデビュー。ライトノベルの著書は他に『ウは宇宙ヤバイのウ！』『不本意ながらも魔法使い』『高度に発達したラブコメは魔法と区別がつかない』『何かが深海からやってくる』（一迅社文庫）がある。『神々の歩法』で第６回創元ＳＦ短編賞を受賞。冒険企画局に所属し、「魚蹴」の名前で『インセイン』（新紀元社）などＴＲＰＧのリプレイや世界設定を書いたりもしている。好きなお菓子はあたごせんべい。好きな動物はワオキツネザル。好きな戦車はＳタンクです。




　イラスト

　人米（ひとごめ）

　　茨城の海と山に挟まれた町に棲息し、観葉植物と魚を愛でるネイチャーヒューマン。趣味は大地と一体化することと、宇宙の起源を考えること。最近カモに嚙まれた。
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